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短編集２



エーファ視点　側仕えとの初対面


リコ視点　変化の始まり


ブリュンヒルデ視点　ローゼマイン様と染め物のお披露目ひろめ


ブリュンヒルデ視点　ギーべ・グレッシェルの娘として


ルッツ視点　元気に成長中


ライムント視点　領地と師弟の関係


オットー視点　旅商人の依頼と冬の準備


フロレンツィア視点　フェルネスティーネ物語ができるまで


トゥーリ視点　ざわめきの中の自覚


ギュンター視点　兵士と騎士の情報収集


ユストクス視点　古ぼけた木札と新しい手紙


バルトルト視点　胸に秘めた怒り


ロヤリテート視点　小さな疑惑


アナスタージウス視点　それぞれの思惑


ルッツ視点　トゥーリの心配


ローゼマイン視点　ラザファムとの会話


エーファ視点　子供達の成長


トゥーリ視点　婚約の事情


レティーツィア視点　初めての祈念式






あとがき


巻末おまけ　漫画：しいなゆう
「ゆるっとふわっと日常家族」











　イラスト：椎名　優 You Shiina


　デザイン：ヴェイア Veia
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「ただいま、母さん」


井戸の広場で水を汲くんでいると、背後からマインの声が聞こえた。神殿から戻ってきたようだ。わたしは水の入った桶おけを持って振り返った。予想通りにマインとルッツがいる。


「おかえり、マイン、ルッツ。……どちらさま？」


二人は見知らぬ人と一緒だった。ルッツと同じくらいの少年とまだ若い成人男性だ。二人とも着ている服の仕立てや姿勢が良く、落ち着かないように周囲を見回している。その様子からこの辺りの住人ではないとわかる。多分ギルベルタ商会がある富裕層ふゆうそうの人達だと思う。


……まさか、また……？


マインが街中でいきなり倒れたとギルベルタ商会のお仕着せを身につけたダプラに抱き上げられて帰ってきた時のことを思い出した。コリンナ様にも迷惑めいわくをかけたと聞いて、目の前が暗くなったものだ。


「マイン、今度は何をしたの？」


「何もしてないよ。いきなり疑うなんて、母さん、ひどい！」


ひどいと言われても、こんなにキチッとした恰好かっこうの人が貧民街へ足を運ばざるを得ないようなことをしでかしたのは間違いない。わたしはルッツへ視線を向ける。ルッツはぷんすか怒っているマインに「日頃の行いが悪いんだよ」と言った後、わたしに向き直った。


「エーファおばさん、大丈夫だ。今日のところは何もしてないから」


「あら、そうなの？」


「母さんはルッツばっかり信用するんだから」


文句を言っているマインを放っておいて、わたしはルッツと話を進める。


「だったら、この二人は……？」


「紹介しようと思って連れてきたんだ。これから送り迎えしてもらうことも増えるからさ」


「一旦ウチへ入らない？」


ご近所の目を警戒けいかいするようにマインが周囲を見回す。物珍しそうにこちらを見ている視線に気付き、わたしは頷うなずいた。マインの送り迎えをするということは神殿の関係者なのだろう。外で大っぴらに説明できることではない。






家に入ると、二人は少し強張こわばった顔で物珍しそうに家の中を見回した。少年は好奇心の方が強そうだけれど、成人男性はやや顰しかめ面つらで何となく嫌そうに見える。綺麗きれいな神殿とは大違いの我が家だ。二人にとっては不愉快に思えても仕方がないと思う。


……「送り迎えをしてもらう」って言ってたけど、家じゃなくて井戸の広場までにしてもらった方がお互いに嫌な思いをしないかもしれないわね。


神殿から来た人達をどのようにもてなせばいいのかわからなくて困っていると、マインは全く何も気にしていない様子でわたしに二人の紹介を始めた。


「青色巫女みこ見習いには側仕そばづかえが付けられるって神官長が言ってたでしょ？　この二人がそうなの。フランとギルだよ」


「フランと申します。こちらがギルです。どうぞよろしくお願いします」


いきなり二人が跪ひざまずいて胸の前で手を交差させる。わたしはぎょっとして思わず一歩後ろへ引いた。一体何が起こるのかわからなくて警戒してしまい、マインの肩を引いて背に隠した。
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「母さん、大丈夫だから。えーと、敬意を示してるだけ」


マインが「あちゃ～」と額を押さえながらわたしの後ろから出てくると、跪いたままの二人の肩を軽く叩たたく。


「フラン、ギル。お願いだから、ウチでそんなことをしないで。母さんが驚くから」


「しかし……」


「いいから。下町のやり方に合わせてちょうだい」


フランは何か言いたそうにしていたが、マインが止めた途端とたん、「かしこまりました」と言って立ち上がった。わたしは少しだけ胸を撫なで下ろす。いくら敬意を示す態度だと言われても、我が家で跪かれたらその綺麗な服が汚れるのではないかと気が気ではない。


……ほら、ズボンの膝が白くなってる。


「あのね、母さん。フランは神官長の命令で、秋までにわたしの体調管理ができるようにならないとダメなの」


「それに、おばさんが前に心配してたように、オレ、仕事によってはマインを神殿まで送り迎えできるかどうかわからないこともあると思う。そういう時に代わりをしてくれることになったんだ」


ルッツが申し訳なさそうな顔になった。神殿は遠い。いくらマインの調子が良さそうでも、途中で気分が悪くなる可能性もあるのだ。とてもマイン一人では出歩かせられない。わざわざ側仕えを二人も付けてくれるなんて、神官長は神殿で話し合った通り、マインのために最大限の配慮はいりょをしてくれたらしい。


「あのさ、神殿の監視に見えるかもしれないけど、二人とも悪い奴やつじゃない。信用してほしいんだ。それに、ご近所の目があるだろ？　神殿の側仕えじゃなくて、ギルベルタ商会の関係者ってことにするつもりだから、おばさんも話を合わせてくれると助かる」


「マインのために色々と考えてくれてありがとう、ルッツ。でも、ルッツはルッツの仕事を一生懸命にするべきなの。無理してマインの世話をしなくても良いのよ」


神殿への行き帰りや体調管理は、本来ならば家族のわたし達や神殿側がすることだ。いくらルッツが優しいからといって、これ以上手を借りてはならない。仕事の邪魔をするつもりはない。わたしがそう言うと、ルッツは首を横に振った。


「いや、オレはマインから離れるなって旦那様にも言われてるから、面倒を見るのは仕事の一環でもあるんだ。その、多分、取り上げられる方が困る……」


ルッツによると、ギルベルタ商会のベンノさんはマインの作り出す商品をかなり重視しているらしい。そのため、ルッツとマインの関係はできるだけ強固にしておきたいと考えているそうだ。


……そういえば、コリンナ様のお宅ですごい取り引きをしていたわね。


背筋が凍るような金額が行き交っていたことを思い出し、わたしは商人の世界について口を挟むのを止やめる。ルッツがマインの面倒を見てくれると助かるのは間違いない。


「わかったわ。ルッツと二人に任せるから、これからもよろしくね」


ホッとしたようにルッツが笑ってフランとギルを振り返った。二人も強張った表情が柔らかくなる。「よかった」と言い合っている姿は、嫌な仕事を押しつけられた雰囲気ではない。


……あら？


どうやら二人は神殿と違う我が家の様子に顔を顰めていたのではなく、初めての場所やわたしが受け入れるかどうかわからなくて緊張していただけのようだ。


……穿うがった見方をしていたのはわたしだったみたいね。


悪い奴じゃないから信用してほしいと言ったルッツの言葉を思い出し、わたしはマインと明日以降の予定について話をしているフランとギルを、今までより好意的な目で見てみる。綺麗な恰好に丁寧ていねいな言葉ことば遣づかいと柔らかい物腰。二人が出入りするならば、しばらくはご近所の注目の的になることは間違いない。


……明日はきっと質問攻めね。
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大人でなければ手が届かないくらいの高さにある窓から光が差し込んでいる。早朝の柔らかい光が強くなるにつれて気温が上がり、少しずつ光が壁を降りてくるのだ。窓と同じ四角の光を見ながらぼんやりと考える。


……もうそろそろかな？


鐘の音と光が壁に当たる位置で何となく時間を把握はあくしていた。きっともうじき神の恵みが運ばれてくる。


……お腹なかが空すいた。


洗礼式前の子供だけが入れられている孤児院の地階では、神の恵みを待つ以外にすることがない。余計な動きをするとお腹が空くし、ますます暑くなるので、誰も動き回りはしないし、喋しゃべらない。誰かが少し身動みじろぎすれば藁わらが擦こすれるような音が響くだけだ。


窓から差し込む眩まぶしい光を見ていると目がチカチカしてきたので、目を閉じてゆっくりと寝返りを打った。蒸し暑くて汗ばんでいるせいか、体にも顔にも寝床の藁が引っ付いていた。気持ち悪いが、手を動かして退どける気力もない。


寒い冬には上掛けとして使う布が、今は体の下に敷かれている。気持ちが悪いので、床に落ちて汚れているその布に体をこすりつけるようにして藁を拭ぬぐった。


……皆、どこに行ったんだろう？


よく覚えていないけれど、以前はこの地階にいる子供達の体を清めてくれたり、部屋を掃除してくれたり、食事の準備をしてくれる灰色巫女がいたはずだ。その頃は子供達もこんなふうに寝転がっているだけではなく、部屋中を走り回っていた。寝床から飛び降りたり、テーブルによじ登ったりしていた記憶が何となくある。笑い声や叱しかる声が飛び交っていた。


そんなことを思い出しながら、じっと扉を見つめる。あの向こうには階段がある。許可のある者だけが出入りできる扉で、洗礼式を迎える子供が連れ出されていったり、神の恵みが運ばれてきたりする。


……遠いな。


扉の近くで寝転がっているのは、この部屋の中でも体の大きい者達だ。自分は体が一番小さいせいで遠くへ追いやられている。その分、神の恵みを食べるまでに時間がかかって、他の子に奪われがちだ。


……まだかな？


いつも神の恵みを持ってくるのは、ここを出て灰色巫女見習いになった者達だ。


朝は窓を開けて、おまるの交換をし、昨夜の食器を下げて、代わりに朝食と水を置いていく。昼は食器を取り替えるだけで、夜は窓を閉めて、食器を取り替えて水を置いていく。


毎日がその繰り返しだ。


「わたくし、いくら当番でも、こんなところへ来るのは嫌ですわ」


「巫女見習いの仕事だから仕方がないでしょう？　ロジーナは窓を開けてくださいませ」


「いいえ、わたくしが食器を配りますから、貴女あなたが開けてくださいませ」


「まぁ、ロジーナ。食器を運んだのはわたくしではありませんか。少し我儘わがままが過ぎますよ」


「……もう良いから早く終わらせましょう。少しでも早くここから出たいもの」


扉の外で声がした。神の恵みだ。地階にいる子供達がずりずりと這はいながら少しでもテーブルの近くへ向かう。食事のためには負けられない。


三人の灰色巫女見習いは手分けしてテーブルの上に食器を置くと、窓を開け、周囲に落ちている食器を拾ってそそくさと出て行った。


この食事はなかなか大変だ。彼女達は絶対に食器をテーブルに並べる。動くことが億劫おっくうな自分にとっては椅子をよじ登り、皿までたどり着くのも容易ではないのだ。必死に手を伸ばして皿をつかんだ。早く手にしなければ他の子供に奪われる。隣から伸びてきた手から自分の皿を守ろうと皿を飛ばした。


「……うっ」


カランと音を立てて皿が転がり、ビチョッとスープを吸ったパンが落ちる。椅子から転がり落ちるようにして床に降りると、必死に手を伸ばしてそのパンを口に入れた。じわっと口の中にスープの味が広がっていく。土がついていて口の中がジャリジャリするけれど、それもスープの味がするような気がした。


……あ、もう終わった。


待ちに待った神の恵みだけれど、スープを吸ったパンが少し入っているだけだ。量が少なすぎてお腹が満たされることはない。ゆっくりと這って皿のところまで移動すると、味がしなくなるまで皿を舐なめ続けた。


周囲に食べ物の味がする物がなくなると、次の神の恵みが運ばれてくるのを待ちながらゴロリと転がる。


……あぁ、取られた。


スプーンを隣の男の子に奪われてしまった。この中では一番元気な彼はテーブルのところで二本のスプーンを口に含んで満足そうに舐めている。今日は皿しか取れなかったことが悔しい。


……次の神の恵みは……。


壁に当たる光を見やる。まだまだ先だ。






鐘が鳴ってしばらくすると、子供の声がこちらへ近付いてくるのがわかった。今日は神殿へ平民が来る日だっただろうか。窓が開いていると外の声が聞こえることはあるけれど、こんな時間に声がすることは珍しい。


ガキン、ガタンと外で物音がした。壁から響く音にビクッと震える。一体何が起こっているのだろうか。怖いというよりは不思議な気分で音のした方を見つめた。


ギギッと重そうに軋きしむ音を立てながら壁に穴が開いていく。今まで開いたことがなかったので、そこが扉だということさえ知らなかった。眩しすぎる夏の日差しと清澄せいちょうな涼しい風が一気に流れ込んできて、蒸し暑い部屋の空気が動いた。


大きく開いた扉から人影が見える。寝転がったままの視界に入ったのは、二人分の足だ。「うっ」とか「ひっ」とか息を呑のむ音と一緒に少しだけその足が動く。


ポトポトと音を立てて明るい中に落ちたのは、甘い匂い。神の恵みの匂いだ。


普段とは違う時間に、普段とは違う扉からやってきた神の恵み。


階段へ通じる扉から一番遠いところにいたせいで、突然開け放たれた穴に一番近いところに自分はいた。コロリと転がってきた神の恵みが近くに見える。誰かに奪われるより早く手にしたくて必死に這っていき、良い匂いのする物にかぶりついた。


パンのようにも見えるけれど、自分が知っているパンと違って柔らかくて噛かみつきやすい。スープに浸さなくても、力のない自分でも噛んで呑み込める。


……すごい！


口の中がカラカラに乾いていくけれど、そんなことを気にしている余裕はない。水を飲んでいる内に奪われたら大変だ。夢中で食べ続けた。不意にドサッと大きな物が落ちたような音がして、「マイン様！」と叫ぶ誰かの声が聞こえたけれど、それさえ気にならない。


……おいしい。


「マイン様、マイン様！」


誰かが涙声でそう言いながら、自分達を引きずるようにして中へ入れると扉を閉める。食べる方を優先したのでその場にいた誰もが抵抗もせずに運ばれたし、その間も神の恵みは手放さなかった。


……あ、なくなった。


急にたくさん食べたせいか、普段と違う物を食べたせいか、後でちょっとお腹が痛くなった。けれど、心は満足だった。次にこんなにたくさん食べられるのはいつになるだろうか。


いつもの神の恵みより味が濃くて美味おいしかったし、スープもないのに柔らかくて食べやすかった。水を飲んだ後はゴロゴロと寝転がりながら何度も何度も口の中に残る味を反芻はんすうし、また壁の光を見つめる。






夜遅く。夜の神の恵みが運ばれた後、不意にガキン、ガタンと物音がした。昼間と同じところから同じ音だ。ギギッと音を立てて扉が開かれ、良い匂いのする物を持った子供がこっそりと足音を忍ばせて入ってくる。


「しーっ……。オレ、マイン様の側仕え見習いでギルって言うんだ。男のオレがここへ出入りしているのが見つかったら怒られるから黙っててくれよな」


黙っていれば食べられるならば黙っている。この部屋にいる子供達は同じことを考えたのだろう。黙って頷いた。


「これはマイン様からだ。まずは食べて体力をつけねぇと洗うこともできないからな」


スープとそれに浸したパンがお皿に取り分けられていく。同じくらいの分量になるように分けられていくが、いつもの神の恵みと違ってお皿にたくさんある。


「そんなに汚い手で……。あぁ、手づかみで食べるな。このスプーンを使って食べるんだ」


「こら、神の恵みは平等だぞ。人の分に手を出すな」


神の恵みを食べるだけなのに、ギルが色々と口を出してくる。長いこと面倒を見てくれる者がいなかったので、どうして食べるだけなのにそんなに文句を言われるのかわからない。けれど、体が大きくて自分より年上の子達は、「マディがよくそう言ってた」と何故なぜか嬉うれしそうに呟つぶやいた。いつもはあまり声を出さないから掠かすれた小さい声だ。けれど、ギルにはきちんと聞こえたらしい。ちょっとビックリしたように目を瞬またたかせた後、ニッと笑った。


「オレもマディに面倒を見てもらったことがある。食事の仕方、厳しかったよな」


……マディは誰だろう？


よくわからないけれど、神の恵みを食べる時間が何だか少しだけ楽しい。誰かに奪われることもなく、お腹がいっぱいになったのは久し振りだ。


「夜だけになるけど、明日も来るからな。マイン様に頼まれているんだ。おやすみ」


ギルは来た時と同じようにこっそりと帰っていく。どうやらこれから毎晩こっそりとマイン様の恵みを運んでくれるらしい。勝手に口の端が上がって、顔が引きつるような感じがした。


「明日も来るって……」


「おやすみだって……」


皆のお腹が満たされたせいだろうか。ギルと少し会話したせいだろうか。珍しくポソポソとした小声が聞こえる。


お腹が満たされたので藁の中にゴロリと寝転がる。夜なのに何故かこの部屋がいつもよりずっと明るく思えた。


ゆっくりと首を巡めぐらせれば、窓が明るいことに気付く。月が白く輝いていた。闇の中に輝く月をじっと見つめていると、何故か涙が出てきた。
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次期ギーベ・グレッシェルとして育てられていたわたくしがローゼマイン様にお仕えしようと思ったのは、領主一族で幼いながらに流行を生み出す方だったからです。料理、教育法、印刷業、服飾ふくしょく、音楽とローゼマイン様の発する流行はたくさんございました。それを貴族院で広げ、少しでもエーレンフェストの影響力を上げたいと思っていたのです。


実際、貴族院でもローゼマイン様の作り出した流行は広く受け入れられ、中央やクラッセンブルクと取り引きする素晴らしい結果となりました。せっかく広げるのですから、もっと色々なところに広げれば良いとわたくしは思ったのですが、これ以上は商品を作るのが間に合わないそうです。わたくしが「平民はたくさんいるのですから、次々と作らせれば良いでしょう」と言うと、ローゼマイン様は眉を顰ひそめてゆっくりと首を横に振りました。


「わたくしの側近はたくさんいるのですから他のことをさせても大丈夫でしょう、とブリュンヒルデ一人だけが残されて、他の者は別の仕事を割り振られたとしたらどうなりますか？　それが一時のことではなく、これから先ずっと続く仕事だとすれば……」


「わたくし一人で、全ての仕事をこなすのは難しいですわ」


わたくしがそう言うと、ローゼマイン様は「平民も同じです」と言いました。


「農民は食料を作り、職人は注文された物を作り、兵士は治安を守り、商人は商売をしています。それぞれに仕事があるのです。新しい工房を作っていますが、平民ならばどのようにでも動かせるわけではありません。魔力がある貴族でも一人で全ての仕事ができないように、平民も負担が多すぎると困るのです」


平民に命じておけば、彼等らは命じられた通りに動きます。わたくしはこれまで平民の事情や平民の仕事について考えたことなどありませんでしたし、命じたことができていないことはありませんでした。平民に負担すぎない範囲で、とおっしゃるローゼマイン様のことが正直なところ理解できません。


……命じてしまえば、どうにでもなると思うのですけれど。


エーレンフェストの聖女と呼ばれているローゼマイン様は神殿育ちのため、言動を理解できないことがよくございます。貴族院でもリヒャルダと共に首を傾かしげることがよくございましたし、わたくしの実家があるグレッシェルで印刷業を行うことになった時も驚かされました。ローゼマイン様が下町に向かい、平民の職人達に直接指示を出すとおっしゃったからです。その時はハルトムートもフィリーネもさすがに少し困った顔になっていましたが、すぐに覚悟を決めたように顔を上げてローゼマイン様に続いていました。


お父様から「ローゼマイン様に必ず付いているように」と言われていなければ、ローゼマイン様に「グレッシェルで始まる事業の確認もしないのですか？」と問われなければ、わたくしが下町に下りることなどなかったでしょう。


当たり前の顔で下町へ確認に出るローゼマイン様について行くのは、本当に困難でした。ひどい臭いと汚らしい道、品のない荒々しい言動、汚れて見苦しい平民達……。下町は目に入れるのさえ汚らわしいものしかないところなのですから。


「エーレンフェストの下町を美しくすることが、他領の商人からのアウブ・エーレンフェストの評価に繋つながるのです。それと同様に、ここもグレッシェルですから、本来はギーベ・グレッシェルが管理するべきところなのですよ」


ローゼマイン様は小さく笑いながら、アウブ・エーレンフェストのお言葉を教えてくださいました。貴族のいるところだけを美しく整備して下町が整備できていない状態は、客を迎える応接間と寝室だけを整えて庭や玄関には全く手を入れていないのと同じだそうです。


下町を見て回り、ローゼマイン様はグーテンベルクが仕事をしやすいように心を砕いています。そんなローゼマイン様とグーテンベルクの間には確かな信頼があって、少ない言葉で的確に動ける主従の理想的な関係が見られました。まだわたくし達、貴族の側近にはない関係を見せつけられて、とても不思議な気持ちになったものです。


「ローゼマイン様は神殿の側仕えとも理想的な関係を築けています。やはり時間と相互理解が必要なようです」


上級貴族なのに神殿へと通うハルトムートが軽く肩を竦すくめてそう言いました。神殿の側仕えは、側仕えと文官の両方の仕事をこなしているのだそうです。その中でも孤児院の統括をする者、ローゼマイン様の工房を管理する者、下町との連絡を取る者、神殿長としての職務を補助する者、と細かく専門が分けられていると言いました。


「フラン達の仕事振りを学びながら、城での文官仕事について話をすれば、ずいぶんとすんなり話が進みました。神殿でお育ちのローゼマイン様が貴族のやり方に馴染なじむことも大事ですが、信頼を得た円滑えんかつな主従関係を望むならば、こちらから歩み寄ることも必要です。……これからのエーレンフェストは、おそらくローゼマイン様を中心に進むことになるでしょう。ローゼマイン様は本当にエーレンフェストの聖女ですから」


神殿に通うようになってから、ローゼマイン様を聖女と崇あがめる言動に拍車のかかったハルトムートが確信を持った笑顔でそう言いました。


……神殿の側仕え、ですか。


所詮、孤児の灰色神官や灰色巫女です。これまでは全く興味もなかったのですが、ハルトムートやフィリーネが優秀だと言い、何の苦も無く楽しそうに神殿へと向かう姿を見ていると、少し興味が出てきました。


そんな時、染め物のお披露目に関する打ち合わせの予定が決まりました。関係する商人との会合が城ではなく、神殿で行われることになったのです。あれほど忌避きひされていた神殿に側近仲間の皆が、それに加えてエルヴィーラ様も全く顔色を変えずに入っていきました。わたくしだけ取り残されるわけにはまいりません。怖々と神殿に足を踏み入れました。


話に聞いていた通り、城と変わらぬ清潔な場所で、家具も上級貴族が使っているようなきちんとした物が使われています。ローゼマイン様の側仕えが淹いれたお茶やお菓子もおいしく、本当に城とさほど変わらない生活をしているのだとわかりました。


「フランはフェルディナンド様の教育も受けていて、優秀だと評価を受けているのです」


ローゼマイン様が得意そうに笑って、神殿の側仕えを自慢します。素直な賞賛が微笑ほほえましく、同時に、じりと胸のどこかに焦あせりが生じました。わたくしはこのように主あるじから自慢される側仕えになれているでしょうか。


染め物のお披露目を行うお茶会の段取りに商人の意見を取り入れるのは初めてのことです。わたくしは面食らってしまいましたが、エルヴィーラ様は商人からローゼマイン様の意向を聞き取り、貴族らしく指示を出すやり取りをしています。エルヴィーラ様のような社交感覚を身に付けなければ、ローゼマイン様の側近ではいられないのだろうと肌で感じました。


静かに考え込んでいらしたローゼマイン様が突然「ルネッサンス！」と大きな声を上げたことで、服飾に関する称号はルネッサンスに決定いたしましたが、ローゼマイン様がまだ悩んでいるように見えたのが、少しだけ気になりました。


……まだ納得していなかったのでしょうか。






染め物のお披露目をするお茶会の当日、ギルベルタ商会は約束通りの時間にやってきました。そして、変わった木枠の設置を始めます。このようなことをするのは打ち合わせにはなかったはずです。わたくしとエルヴィーラ様は顔を見合わせました。


「オットー、あの木枠は何ですの？」


「新しい染め方のお披露目会とは言ってもお茶会ですから、少し離れた席の方でも全ての布が見られるように考えた結果なのです」


壁に布を飾ると言えば、タペストリーのように大きな作品を入れるか、額に入れた物を見本として飾り、布自体は手に取ってみるものと思っていましたが、ギルベルタ商会とわたくし達の考えていたことには差があったようです。エルヴィーラ様はわたくしと同じように考えていたようで、ギルベルタ商会の後押しをするローゼマイン様は、あちらの考えだったようです。


話し合いや取り決めをしていても、意思いし疎通そつうがうまくいっていません。ここで「違います」とギルベルタ商会に木枠を撤去させるのは簡単ですし、普段ならばそうしたでしょう。けれど、今回はローゼマイン様が発案した催もよおしですし、ローゼマイン様にとってはこれが普通なのです。


……今回はローゼマイン様の意見を採用することにいたしましょう。


目配せをすると、エルヴィーラ様も仕方がなさそうに軽く息を吐きました。


「……確かに全ての布を見て自分の好みを決めるのであれば、テーブル毎ごとにまとめて見せるとしてもとても時間が足りませんものね」


ローゼマイン様と相互理解が足りないことを改めて思い知りました。わたくし達がローゼマイン様の言動に戸惑うのと同時に、神殿育ちで平民との関わりが多いローゼマイン様が城で戸惑う理由が少しわかった気がいたします。


多少の行き違いがあったものの、準備は進められていきました。けれど、ギルベルタ商会の者が木の枠に布を設置している様子を見ていると、どうにも見せ方がわかっていないようです。


ギルベルタ商会はローゼマイン様が取り立てたことで、城に出入りするようになった新興の商会です。それまで下級や中級の貴族を相手にしてきたせいか、まだ商品の見せ方が良くありません。


「それではせっかくの布が台無しではありませんか」


貴族院で流行を広げるためのお手伝いはいたしましたが、今回は流行を作り出すという大仕事に立ち会っているのです。できるだけ見栄みばえを良くしなければなりません。わたくしはギルベルタ商会の者達に次々と指示を出していきました。


「飾り方に関しては、ブリュンヒルデの貴族としての感覚に任せた方がお茶会で受け入れられやすいでしょう。ギルベルタ商会もよく学ぶと良いですよ」


わたくしが指示を出している途中で、ローゼマイン様の声が聞こえました。わたくしの貴族としての感覚を信用してくださっていることがわかって、少し嬉しくなります。


……わたくしもできる限り頑張らなくては。


昼食を終えると、布の展示を終えたギルベルタ商会と工房の紹介の仕方や布の購入方法について話をしました。今回はお披露目なので商品をこの場で購入するのではなく、気に入った布の番号をギルベルタ商会に伝え、布を染めた工房と職人の名前を教えてもらいます。お茶会の後、自分の専属の商会を通して布を購入してほしいということでした。どうやらこのお披露目を通して、上級貴族との取り引きをギルベルタ商会が独占しようと考えているわけではないようです。


……商人ならば、少しでも多くの貴族と取り引きが欲しいでしょうに。不思議ですこと。


「私共をご贔屓ひいきくださっているローゼマイン様のご注文はすぐにでも受け付けます」






ギルベルタ商会と打ち合わせをしていると、エルヴィーラ様がいらっしゃいました。アーレンスバッハから嫁とついできたランプレヒト様の第一夫人アウレーリア様を伴っています。


「いいえ、このヴェールは……」


ローゼマイン様に言われても、エルヴィーラ様に言われても、アーレンスバッハの布を取ろうとしないアウレーリア様に、わたくしは少し不快な気分になりました。


……何と頑かたくなでいらっしゃるのでしょう。これではエーレンフェストに馴染むことなどできないと思いますし、見た感じも良くありませんわ。アーレンスバッハの花嫁を受け入れることで派閥はばつが揺らぐというのに、エルヴィーラ様のお立場も考えられないのでしょうか。


エルヴィーラ様が困り果てている様子を見て、わたくしが内心憤慨していると、ローゼマイン様は少し首を傾げて驚くような提案をなさいました。


「ヴェールを外したくないならば、エーレンフェストの布でヴェールを作るのはいかがですか？　そうすればアウレーリアが一目でエーレンフェストに馴染んだように見えると思うのですけれど」


まさか大領地から嫁いで来られたアウブ・アーレンスバッハの姪めいであるアウレーリア様に、中領地であるエーレンフェストの布でヴェールを作れなどと言うとは思わなかったのです。アーレンスバッハに対する挑戦と受け取られてもおかしくはありません。エルヴィーラ様は「それならば、確かに印象が変わるでしょうね」と言っていますが、その裏には「とてもそのようなことはできないでしょう？」という言葉が隠れています。


わたくしはアウレーリア様が「エーレンフェストの布をまとえとおっしゃるのですか？」と大領地の方らしいお言葉を返してくると思っていたのですが、彼女はホッと安堵あんどしたような声でローゼマイン様の提案を受け入れました。どうやら本当にヴェールを手放すことができず、けれど、エーレンフェストに馴染みたいと考えているようです。


アウレーリア様もお嫁入りに際して側仕えを一人連れていましたが、今日の付き添いはエルヴィーラ様の側仕えです。共に居る側仕えが心を許して話し合える間柄ではなく、ローゼマイン様には全く敵意がないことがわかったのでしょう。アウレーリア様はローゼマイン様の後ろをついて歩いておりました。ローゼマイン様の歩幅に合わせて移動するので、のそのそした動きに見えます。


二人が準備されている壁際かべぎわの布を見ながら話をしているのを、ローゼマイン様の側近達と一緒に聞いていましたが、頭を抱えたくなったり、笑いを堪こらえるのに必死になったりして大変でした。


アウレーリア様のヴェールには魔法陣が刺繍ししゅうされているのですから、本来ならば一体どのような魔法陣が組み込まれているのかに注目し、危険がないか調べなければならないでしょう。それなのに、ローゼマイン様は呑気のんきな笑みを浮かべながら、見間違えることがないことや前が見えなくて転ぶ心配がないことを喜んでいます。


……違うでしょう！


ランプレヒト様が妹自慢をしていたという話を聞けば、ローゼマイン様はアウレーリア様に布を贈ろうと言い出しました。歓迎かんげいしていることを行動で示そうとしているローゼマイン様と、おどおどとしながらも嬉しそうな声を出しているアウレーリア様を止めることはできませんでした。わたくし達は側近同士で視線を交わして、肩を竦め合います。


……新妻に布を贈るのは、夫であるランプレヒト様の役目ですよ！


アウレーリア様が「可愛かわいらしい布が好きでも、容姿に似合わず使えない」と言えば、「顔が見えないのに関係ないでしょう」とローゼマイン様はおっしゃいます。


……ローゼマイン様はわたくし達と観点があまりにも違うのです。


わたくしはアウレーリア様が長時間佇たたずんでいた布の番号を控ひかえておきました。もちろん、ローゼマイン様の立ち止まった布の番号も同様です。


お二人とも好みが多少似ているのでしょう。重複ちょうふくしている番号がありました。深い赤から温かみのある朱色のような赤に少しずつ色が変わっていく布地に、どのように染めたのかわかりませんが、少しずつ濃さの違う花が染められた布です。


……これが一番ローゼマイン様の冬の衣装に合いそうですわ。


ローゼマイン様が夏に仕立てて、気に入っていたバルーン状のスカートの衣装を思い出し、似たような衣装を作るのならば、これが一番だと感じました。


ところが、アウレーリア様と一緒に壁際に飾られた布を見ながら一巡した後、ローゼマイン様のやる気が突然なくなってしまいました。この後が染め物のお披露目の本番ですのに、準備中にガッカリとしたように肩を落とし、あまり布に関心を示さなくなったのです。


あれほど楽しみにしていたのに、どうしたのでしょうか。お眼鏡に適かなう染め物がなかったのかもしれません。


……正直なところ、ここに飾られている布はまだまだですものね。


リヒャルダが見せてくださった昔の布に比べると、まだまだ不慣れな点が目立ちます。技術が足りていません。けれど、これからお客様がいらっしゃいますし、将来に向けてエーレンフェストの染めを育てていくのですから、ここで力を抜いてはなりません。


……ローゼマイン様の代わりに、お披露目会を成功させるのが側仕えの仕事でしょう。






ローゼマイン様はお茶会でお話に花を咲かせていらっしゃいました。アーレンスバッハの物語と食べ物について。これはこれで大事なのです。アウレーリア様が少しでもその場に馴染むためには、ローゼマイン様と楽しそうに語らっていた方が、他の方も良い印象を持ちます。


……けれど、違うのです、ローゼマイン様！


ローゼマイン様は染め物のお披露目であるのに衣装の話さえしませんでした。ここで世間話を始めるならば、今のアーレンスバッハでの流行について話を振り、エーレンフェストの染め物に関する話をします。そこから少しずつ好みや趣味へと話を広げながら、情報を引き出していくものです。それなのに、ローゼマイン様は何の脈絡もなくご自分の趣味の話を始めました。一人だけ満足して終わってしまっては、有用な情報を得られません。エルヴィーラ様とフロレンツィア様が苦笑している様子が視界に映りました。


わたくしは物語の話よりも、本日のお披露目の方が気になっていたので、リーゼレータに給仕を任せ、他の方々の話に耳を澄すませながら布を見て歩きます。自分で自分の好みの布を探す今回のお披露目は、予想していた通り上級貴族の婦人方に驚かれました。けれど、新しいゲームのような娯楽として受け入れられているようです。


「この布は美しいですわね」


「赤の中に多くの色を取り入れて、とても華やかですわ」


冬のお披露目で着られるように、とローゼマイン様が染色工房に注文を付けたため、並んでいる布は全て赤を基調とした物ばかりです。


けれど、その赤には橙だいだいのような赤から紫に近い赤まで様々な色合いがあります。そのうえ一つの布の中にも深い赤から薄い赤へと布の色が変わっている物があったり、斑まだらに見えるような色合いの物があったりして、それぞれ非常に個性的です。


単色で斑むらなく染めた布ばかりを見てきたわたくしの目には、衣装の布として使った時にどのような仕上がりになるのか、すぐには思い浮かべることができないほどでした。それだけ様々な色の中に花を色づけた物、葉の緑を色づけた物などがちらほらと混ざっています。多色を使っている布はまだそれほど多くないので、目を引きました。


「こちらは色遣いが華やかで良いですね。……まだ拙つたなさが残っていますけれど」


「この春に始めたばかりの染め方ですから、まだ職人の技術は足りませんけれど、すぐに上達するでしょう」


わたくしの口からするりと職人を擁護ようごするような言葉が出ました。自分では気付かないうちに、ローゼマイン様の影響をずいぶんと受けているのかもしれません。


「ブリュンヒルデ様はこのような染め方の布を見たことがあって？」


「えぇ、ローゼマイン様が染め方を見直そうとおっしゃった時に、リヒャルダが昔の布を見せてくださいました。あちらが一番近いでしょうか」


小さな柄が等間隔とうかんかくでずらりと並んだ生地を思い出しながら、わたくしは飾られている布の一つを指差しました。そちらへ視線を向けた年嵩としかさの中級貴族の女性が懐なつかしそうに微笑みます。


「わたくしのお母様が昔持っていた布にはあちらのような染め方が多かったですわ」


「昔の技術を復活させようとしている職人もいますし、新しい染め方に挑戦しようとする職人もいるようです。この辺りの色遣いは、昔のエーレンフェストの染めにもなかったものですから、このまま育てば、新しいエーレンフェストの布ができるようになるでしょう」


今回のお披露目には、職人を支援できるだけの財力がある上級貴族と上級に近い中級貴族にしか声をかけていません。少しでも多くの布が彼女達の目に留まれば良いと思っています。


「これは、と思う布があればご自分の専属の商会を通して、工房と職人を指名して購入するなり、新しく注文するなりしてくださいませ。こうすることで新しいエーレンフェストの流行が育っていくのですって。ローゼマイン様は派閥の皆で流行を作ろうとお考えですの」


「まぁ……」


わたくしは自分がローゼマイン様に言われて嬉しかったように声をかけて回ります。上の者に作られた流行をただ受け入れて広げていくだけではなく、この染め物の中から自分達で流行を育てていくのです。領主一族からそう誘われるのは、まるで自分達の階級が一つ上がったような高揚感があることなのです。


「自分に似合う物を、とローゼマイン様は常におっしゃられています。たくさんの染め物の中から、好みの物、似合う物を選んでくださいませ」


「ローゼマイン様はすでにお選びですの？」


それとなく皆が聞き耳を立てているのがわかります。流行を作り出すローゼマイン様に追従しようとしているのでしょう。


「えぇ、準備をしている時に候補はいくつか選んでおりました。アウレーリア様もエーレンフェストの布でヴェールを仕立てるらしく、候補を見繕みつくろっていらっしゃいました。もちろんシャルロッテ様もフロレンツィア様もそれぞれに好みの布を選んでいらっしゃいます。その中から選んで、冬の社交界でお召しになる衣装を作るそうです」


ここにある染めの布は、まだ領主一族の誰も着ていない、まさに流行の最先端になります。


領主一族がそれぞれ好みの布を選んだこと、染めの布を流行させるだけで工房も職人も違うことを告げれば、領主一族の選んだ布に追従しようとしていた雰囲気ふんいきが一気に変わりました。自分の布を選ぶための本気の目になり、貴婦人方がじっくりと布を見て回るようになります。その様子を見て、今回のお披露目の成功を確信すると、わたくしはローゼマイン様に尋たずねました。


「ローゼマイン様が称号を与えるのは、どの布になさいますか？」


領主一族であるフロレンツィア様、ローゼマイン様、シャルロッテ様が一人ずつ選んだ職人、計三名にルネッサンスの称号が与えられることになっています。いくつか控えてある候補の中から選ぶのです。けれど、ローゼマイン様は力なく頭を横に振りました。


「……わたくし、この三つの内のどれにするか決められないのです」


「ローゼマイン様がガッカリするほど技術的にはまだまだでしたら、無理に称号を与える必要もありませんわ。時間が足りなかったのでしょう。称号を決めるのは次の機会でも良いのではありませんか？」


わたくしの言葉にローゼマイン様は少し考えた後、「そうですね」と呟きます。称号などいつでも与えられますから、本当に気に入った職人を見つけた時に与えれば良いのです。


「称号はどちらでも良いのですけれど、衣装の布は決めなければなりません。今年の衣装はこちらで誂あつらえてはいかがですか？」


ローゼマイン様が選んだ三つの候補の中で、わたくしが準備中に目を付けていた布の番号を伝えます。夏の衣装と同じような感じで仕立てることができることを告げると、ローゼマイン様が嬉しそうに笑って頷きました。


「ブリュンヒルデの見る目は確かですから、それで衣装を誂えましょう」


……どうやら、わたくしもローゼマイン様のお役に立てているようです。






後日、「やっぱりブリュンヒルデの見る目は確かでした」と言って、ローゼマイン様がひどく落ち込んでいらっしゃいました。「称号を与えておけばよかった」と言っておりましたが、何があったのでしょうか。


やはり、ローゼマイン様を理解するのは、とても難しいようです。
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「ブリュンヒルデ様、こちらがローゼマイン様の客室です」


「わかりました。ローゼマイン様が神事を行う間にお部屋を整えるので、荷物を早く運ばせてくださいませ」


秋の半ばを過ぎた今、わたくしはローゼマイン様と共に再びグレッシェルの実家へ戻ってきました。わたくしは実家の側仕え達が準備した客室に不備がないか確認し、木箱からローゼマイン様の日用品を取り出し、使いやすいように配置していかなければなりません。わたくしが下働き達に指示を出していると、「おかえりなさいませ、お姉様」と弾はずんだ声で呼びかけられました。


振り向けば、妹のベルティルデがローズピンクの髪をさらりと揺らしながら心持ち早足で歩いてきています。側仕えが微笑ましそうに見ている様子から、わたくしに会うために急いでやって来たことがわかりました。


「お姉様、わたくしもお手伝いするので、貴族院のお話をしてくださいませ。冬の子供部屋で話題にしたいのです」


子供部屋での主導権を得るために話題を集めておきたいとせがまれました。ベルティルデは何に関してもわたくしの真似まねをしたがるせいか、少しおませなところがあります。それが可愛らしく思える時もあれば、嫌なところを真似されて腹立たしく思える時もあるのです。


「情報収集は大事ですけれど、そのように明あけ透すけに口にすることではなくてよ。他の方に同じことをしないように気を付けなさい」


「申し訳ございません。お姉様とお話のできる時間は短いですから、気が逸はやってしまったようです」


軽く注意した後、わたくしはローゼマイン様の側仕え見習いとして貴族院で経験したことを話しながら客室を整えていきます。春の終わりにも少しはお話をしたのですが、わたくしが城で生活しているため、あまりゆっくりとした時間は取れていません。


「慌あわてた時や急いでいる時にこそ、ゆったりと優雅ゆうがに見せなければなりませんよ。貴女にはわたくしの卒業後、ローゼマイン様の側近になって流行を広げていってもらわなければならないのですもの。……そういえば、エルヴィーラ様に研修をお願いしたのですって？」


「えぇ。今年の貴族院でお姉様の努力が認められたからでしょう。上位領地や王族とのお茶会準備を取り仕切ったお姉様のやり方を継承けいしょうし、ローゼマイン様にお仕えできる上級貴族が必要だとエルヴィーラ様にとても歓迎されました」


エルヴィーラ様の情報源はコルネリウスでしょうけれど、わたくしの行いを高く評価してくださっていることがわかって嬉しくなりました。わたくしは貴族院で起こったことを思い返し、クスクスと思わず笑ってしまいます。


「ローゼマイン様の側仕えは大変ですよ。突然王族から呼び出しを受けたり、今まで交流のなかった上位領地とのお約束が入ったりするのですから」


前回の貴族院では今までのエーレンフェストの順位や交流範囲では考えられないような方々との交流が求められました。


「特に、アナスタージウス王子からの呼び出しは本当に突然であることが多く、わたくし達側仕えはどのように対応すれば良いのか、リヒャルダと真っ青になりながら考えたものです。もちろん、ローゼマイン様にはそのような姿は見せませんでしたけれど」


ローゼマイン様も驚き、戸惑ってはいらっしゃいましたが、一年生でしたから以前の貴族院の様子をご存じありません。貴族院とはこういうものかと納得しているようにも見えました。ですから尚更なおさら、主が余計な緊張をしないように、わたくし達側仕えが動揺や焦りを見せてはならなかったのです。


わたくしは自分とよく似た色合いの目を輝かせてお話を聞いているベルティルデを見ながら、王族から呼び出しを受けた時に心臓が縮み上がったこと、それからは突然の呼び出しがあっても対応できるようにローゼマイン様の専属料理人に必ずカトルカールを二種類は準備しておくように命じたことを話します。


「元々カトルカールは数日間の保存がききますからね。毎日焼かせる必要はありませんが、いざという時のための準備は大事でした」


上位領地でもカトルカールが珍しがられたことや、ローゼマイン様がまた新しいお菓子をいくつも専属に作らせていることも話しました。ベルティルデは甘い物が好きなので、とても嬉しそうに聞いています。


「アナスタージウス王子はご卒業しましたし、領主会議で王族のお披露目の報告もありませんでしたから、今年は王族に呼び出されることはないでしょうけれど……」


わたくしはお話をしながら、文官見習い達も使う文具を机に配置してすぐに使えるように整え、ローゼマイン様のお気に入りのお茶を淹れられるように茶葉や茶器をワゴンや戸棚に片付け、いつでもお茶を淹れられる状態になっているか魔術具を確認しました。それから、木箱に入っているリンシャンや石鹸せっけんなどのお風呂用品を取り出します。


「ベルティルデ、こちらのリンシャンがギルベルタ商会の秋の新作で、ラッフェルの香りがする物です。ローゼマイン様が勧めてくださったので、わたくしも今使っているのですよ」


わたくしがそう言いながら自分の髪を軽く揺らすと、ベルティルデが少し顔を近付けてきます。香りを嗅かいでうっとりとした表情でわたくしを見上げました。


「とっても良い香りですね。貴族街にいると、新作が手に入りやすいことが羨うらやましいですわ。ねぇ、お姉様。わたくしにお土産はございませんの？」


「ベルティルデが貴族街へ到着する頃に冬の館へ届くように注文しています。子供部屋には良い香りで、素敵な髪飾りをつけて行くことができてよ」


わたくしがローゼマイン様の計らいで女子学生全員分の髪飾りを選んだこと、その時に別枠で家族の髪飾りも注文したことを教えると、ベルティルデは満面の笑みを浮かべました。貴族院から戻った後、ローゼマイン様の側仕えとしてお城にお部屋を賜たまわったため、滅多めったに会えない妹への贈り物です。喜んでもらえたようで何よりです。


「それより、染め物の催しでわたくしが選んだ布はこちらに届いているのかしら？」


「えぇ。お姉様が催しの詳細と購入した布を送ってくださったので、わたくし達は小物に流行を取り入れることにしました。ショールや襟、リボンなどを作っています。冬の衣装を新調するには少し時間と布が足りないのですって」


お城で行われた催しなので、ギーベの土地にいる貴族が詳しく知る機会はほとんどありません。一足先に貴族街で流行はやり、それから周囲の貴族達に広がるのが常ですが、わたくしは自分で選んだ布を購入し、冬の館を管理する側仕えに頼んで送ってもらったのです。


「お姉様から布やお手紙が届いてお父様が喜んでいらっしゃったわ。お姉様がローゼマイン様の側近になったことで、貴族街の様子や流行がよくわかる、と」


「あら、わたくしは次期ギーベ・グレッシェルですもの。当然ではありませんか」


「頼もしいこと。わたくしもお姉様を支えられるように頑張りますね」






二人で笑い合いながら客室の準備を整えると、わたくし達は準備を終えた報告と、夕食のメニューを聞くためにお母様のいらっしゃるお部屋へ向かいました。一階にある女主人の部屋で、お客様がいらっしゃる時に使用人へ指示を出しやすい位置にあります。


「お母様、ローゼマイン様のお部屋が整いました」


「お疲れさま、二人とも。……ブリュンヒルデに大事なお話があります。ローゼマイン様が戻るまで、少しよろしいかしら？」


「えぇ。ベルティルデは先に戻っていてちょうだい」


ローゼマイン様が戻るまで側仕え見習いとしての仕事はありません。わたくしはベルティルデを先に部屋から出し、お母様と向き合いました。何かあったのでしょうか。お母様が少しやつれているように見えます。


「……第二夫人が懐妊かいにんしました。仮に、男児が生まれれば、あちらの子が次期ギーベになる可能性が高いでしょう」


お母様の言葉に、視界が揺れるような心地がしました。跡取りとして考えるならば、殿方が圧倒的に有利です。わたくしは自分の足元が崩れていくような感覚を覚えながら、お母様を見つめました。お母様も色々と考えているのでしょう。何だか憔悴しょうすいしているのは、そのせいに違いありません。


「生まれた子が男ならば、わたくし達の将来はどうなるのかしらね？」


お母様の不安そうな声に、わたくしは眉尻まゆじりを下げました。第二夫人の子が男で、その子が次期ギーベになれば、実の母親である第二夫人が大事にされ、第一夫人であるお母様の立場は非常に危ういものになります。わたくしが次期ギーベになるのか、第二夫人の子がなるのか、この家に残るお母様にとっては大きな分かれ道になるでしょう。


「生まれてもいない、育ってもいない男児のことで悩んでも仕方がありませんわ、お母様。仮に、第二夫人に男児が生まれたとしても、わたくしが次期ギーベから外されるとも限りません」


「そうかしら？」


お母様は懐疑かいぎ的に首を傾げていますが、わたくしはまだ諦めるつもりはありません。ギーベの立場にあるのと、ただの上級貴族であるのとでは流行への関わりが大きく異なります。初めて流行を作り出す側に立てた今回の染め物の催しで、わたくしは強くそう感じました。


「お母様もお父様もご存じのように、わたくしはローゼマイン様の側近としてグレッシェルへ印刷業をもたらしましたし、流行の発信にも力を尽くしています。貴族院では王族や上位領地の側近達と交流できるようになりました。お父様を納得させられる実績を得られるでしょう。わたくしが優秀な婿むこを迎え、将来アウブの第一夫人となるローゼマイン様から後援を受けることができれば、性差を覆くつがえすことは可能です」


……第二夫人の子が男児で、ヴィルフリート様の側近になり、わたくしと同程度の実績を積むのでなければ……。


お母様が不安になりそうな言葉は、心の中で付け加えるに留とどめました。第一夫人よりもアウブの方が権力は強いものです。今はお父様がヴィルフリート様にお仕えすることなど絶対に許さないでしょうけれど、今から十年先にはローゼマイン様とご結婚されているでしょうし、周囲の見方が変わっている可能性は大いにあります。それでも、お母様の不安を少しでも取り除くために、わたくしは敢あえて「性差を覆すことは可能」と断言しました。


じっとわたくしを見ていたお母様が、少し安心したように息を吐きます。わたくしも安堵しました。これで深刻なお話が終わると思ったところで、お母様は至極しごく真面目まじめな顔で口を開きました。


「ローゼマイン様の後援を得るのでしたら、貴女の婿にハルトムート様はどうかしら？」


「ダメです。どう考えてもハルトムートの婿入りなんて絶対に嫌ですし、万が一にもあり得ませんわ」


お母様の恐ろしい提案を、わたくしは即座に却下きゃっかしました。


「あら、どうして？　優秀な文官見習いだと評判は高いですし、ローゼマイン様の覚えもめでたいでしょう？　ライゼガング系の上級貴族で三男ですから、後継者ではないでしょうし、同じ主にお仕えしているのですから、人となりもよくわかるのではなくて？」


「だから、ダメなのです。ローゼマイン様にお仕えすることを至上の喜びとしているハルトムートに、次期ギーベ・グレッシェルを支えることなど期待できません。グレッシェルを治めるより一生ローゼマイン様の側近としてお仕えすることを望むでしょう。それより、何より、わたくしはもう少し普通の殿方を望みます」


ローゼマイン様の側近で、優秀な文官見習い、ライゼガング系の上級貴族で、婿入りが可能な三男と条件だけを見ればハルトムートは良く思えるかもしれませんが、「ローゼマイン様至上主義」という一点だけで全ての美点が消え去ります。


ローゼマイン様へ賞賛とお祈りを捧ささげる姿を見て、結婚相手に望む女性はまずいないでしょう。オティーリエが「あの様子では身分目当て以外のまともな嫁が来るとは思えませんもの。どうしても婿に、という家があれば別ですけれど、あの子は三男ですから別に結婚しなくても良いと思っています」と匙さじを投げるのも当然だと思います。


「ハルトムートよりは、ハルトムートのお兄様や他の上級貴族の方がよほどマシですし、他領の上級貴族にはもっと素敵な方もいらっしゃいます。今のローゼマイン様の交流を見れば、この先上位領地との交流が増えていくことは明らかですもの。わたくし、婿を取るならば他領から探したいです」


この先、ローゼマイン様が第一夫人としてエーレンフェストにいらっしゃればライゼガング系の貴族が冷遇れいぐうされることも、一致団結して助け合わなければならない状況になることもないでしょう。むしろ、流行や印刷業を広げていく上で、他領との関係が大事になっていくと思います。


「……そうかしら？　やはり血族で固まっている方が何かと安心だとは思いますけれど」


貴族院での変化を実感できないお母様がそう思うのは当然かもしれません。けれど、わたくしはローゼマイン様にお仕えすることで、新しく変わっていくエーレンフェストを実感しているのです。


「わたくしがいる限り、お母様に肩身の狭せまい思いなどさせません。お母様やベルティルデの将来が明るいものになるように努力します。ですから、ハルトムートの婿入りは諦めてくださいませ」






そう意気込んだ日の夕食後、わたくし達に知らされたのは、グレッシェルの印刷業に対する二つの意見でした。


何故ローゼマイン様が貴族の文官ではなく、平民の意見を重視するのか理解できません。けれど、そこを理解できなければ、全てが壊れてしまうでしょう。


寝支度ねじたくを整える時にローゼマイン様へ尋ねてみましたが、やはり平民を優先しようとする理由はよく理解できませんでした。ただ、グレッシェルの印刷業が失敗する確率が高いということと、ローゼマイン様がそれを仕方がないことと諦めていることはヒシヒシと伝わってきました。






「お休みなさいませ」


「ローゼマイン様にお仕えする仕事が終わったならば、少し話をしないか、ブリュンヒルデ？」


わたくしがローゼマイン様のお部屋を出ると、何故かハルトムートが待ち構えていました。お母様が変な根回しをしたのではないかと勘かんぐり、表情が思わず険けわしくなってしまいます。それどころではありません。わたくしはお父様と印刷業についてお話をしなければならないのです。


「ハルトムート、わたくしは……」


「ローゼマイン様とグレッシェルの印刷業について。……多分ブリュンヒルデには理解できなかったのではないかと思ったのだが……」


「ハルトムートにはローゼマイン様のおっしゃることが理解できるのですか？」


「そのために神殿で様々な情報を集めているからね。エルヴィーラ様のお部屋へ向かおうか。お時間をいただけるそうだ」


わたくしがお話を聞きたがると確信している準備の良さが何だか悔くやしくなりました。主への理解度も、印刷業の情報も、わたくしは何もかも負けています。


「……ハルトムートの根回しが完璧で少しばかり腹立たしいですわ」


「私などまだまだだよ」


何を思い出したのか、ハルトムートは少しばかり悔しそうに言った後、考えを振り切るように一度頭を振りました。それから、ゆっくりと息を吸い、エルヴィーラ様の客室へ向かって歩き始めます。わたくしはハルトムートの隣に並びました。


「グーテンベルク達をただの平民と同列に考えてはならないのだ」


「え？」


「ローゼマイン様にとっての手足で、彼等の報告は、私達の立場で考えるならば、親族や信頼している側仕えからの報告と同等の価値がある」


「親族や信頼している側仕えからの報告と同等ですって……？」


平民にそれほどの信用を置くという事態が信じられません。ですが、親族などの報告と余所よその文官の報告ならば、わたくしも親族の報告を信じるでしょう。


「私も最初に失敗したからね。ブリュンヒルデの気持ちはわかる」


「ハルトムートも失敗したのですか？」


根回しや情報収集は完璧のように見え、ローゼマイン様を称賛しているハルトムートでも理解することは難しいと言われ、わたくしは少しだけ胸を撫で下ろしました。


「神殿で行われる下町の商人達との会合に初めて同席した時の話だよ」


あまりにも礼儀や気遣いのない物言いで厚かましい要望が商人達から出てくることに眉を顰め、ハルトムートは商人達に注意したそうです。


「平民が増長しているのでしたら、注意することは貴族として当然でしょう？」


「あぁ、私もそう考えていた。慈悲じひ深いローゼマイン様に対して増長している平民が許し難がたく、同席していることさえ不快だった。だが、商人達に注意した結果、私は逆にローゼマイン様から叱責しっせきされたのだ。わずかに目の色が変わるほどのお怒りで、私は不謹慎ふきんしんにもその瞳の美しさと軽い威圧いあつにゾクゾクと……」


「それ以上、ハルトムートの主観的な感覚は聞きたくありません。ローゼマイン様が何とおっしゃったのか、客観的な事実だけ教えてくださいませ」


ハルトムートはつまらなそうに口を噤つぐむと、その時のローゼマイン様の怒りについて説明してくれました。


「下町の者達の率直な意見を取り入れるための会合なので邪魔をしてはならない。余計な口出しをするならば、上級文官でも側近でも今後同席させない、と……。トラウゴットの件で注意された時よりローゼマイン様はひどくご立腹で、私は側近を解任されるのではないかと肝きもが冷えたよ」


あれほど無礼極まりないトラウゴットが辞任だったにもかかわらず、下町の商人との会合に口を出したハルトムートは解任の危機を感じたそうです。ハルトムートは苦笑気味に言っていますが、笑い事ではありません。


「ローゼマイン様にとっては上級貴族の側近である私より、下町の商人達の方が重要で優先度が高いと容易に知れた。他の領主一族にお仕えする時と同じ感覚でお仕えしても、ローゼマイン様には評価されないのだ」


「ハルトムートよりも下町の商人を優先するなんて……」


とても信じられないことです。けれど、神殿での会合に参加し、ローゼマイン様と一緒に当たり前の顔で下町へ出かけるハルトムートが言うのですから間違いないでしょう。


「ローゼマイン様は神殿で育っていらっしゃる。そのうえ、今も神殿長として神殿で生活する時間が長いだろう？　貴族社会のことをあまり理解しないまま、ご自分の考えでずっと事業を進めてきた。ローゼマイン様の感覚では、今まで通りに進めているだけなのだ」


「でしたら、貴族の常識を教えて差し上げなければ……」


それが側近の務めではないでしょうか。わたくしがそう言うと、ハルトムートは少し考え込んだ後、首を横に振りました。


「平民よりも貴族を優先せよ、とローゼマイン様に進言するのかい？　そんなことをしても無駄だ。ローゼマイン様が貴族の常識を身につけていくことは大事だが、少なくとも印刷業に関しては先に始めているローゼマイン様のご意見を尊重そんちょうするべきだからね」


「……何故ですの？」


「印刷業はローゼマイン様とグーテンベルク達の綿密で率直な話し合いによって発展してきた事業だ。無理にやり方を変えたところで、思い通りに動くはずがない。他人の魔石に己の魔力を注いでも使い勝手が悪いのと同じだよ」


印刷業を成功させたければ、ローゼマイン様のやり方に従うべき。ハルトムートはそう言いながら、エルヴィーラ様の客室の扉をノックしました。






「印刷業に関して重要なお話があるということでしたけれど……？」


エルヴィーラ様の問いかけに、ハルトムートが事情を説明し始めました。わたくしは寝支度をお手伝いする中で交わしたローゼマイン様との会話を付け加えます。


「ローゼマイン様は、グレッシェルのギーベとしての在り方が他と違うとおっしゃいました。それが印刷業の失敗の原因になるようです。……エルヴィーラ様には意味がおわかりですか？」


上級貴族であるハルトムートが最初はローゼマイン様のお考えを理解できなかったように、エルヴィーラ様も理解できないのではないかと思いました。けれど、エルヴィーラ様は少しも考えることなく、当たり前の顔で頷きました。


「えぇ、グレッシェルはハルデンツェルと大きく違いますね」


「何がどのように違うのでしょう？」


「ギーベを始めとした貴族と平民の距離ですよ。ローゼマインは到着した時、ギーベ・グレッシェルにどこで神事を行うのか尋ねたでしょう？　ギーベが答えられなかったことにわたくしは驚きました。収穫祭しゅうかくさいも祈念式きねんしきもハルデンツェルではギーベが率先して祝うことですから」


エルヴィーラ様はハルデンツェルで行われる神事について教えてくださいました。貴族と平民が一緒になって歌い、踊り、一年の収穫を神々に感謝するそうです。全く情景が思い浮かびません。グレッシェルでは考えられないことです。


「土地持ち貴族としての在り方を見直すことが大事でしょうね。その土地の美点や欠点を見つめ、民を守り、導くことがギーベの役目です。けれど、グレッシェルは違うでしょう？」


エルヴィーラ様の言葉に、わたくしは羞恥しゅうちで全身が熱くなるような気がしました。グレッシェルの貴族が誇っているのは、他の土地に比べて貴族街に似ていることです。平民と距離を置き、貴族が貴族として生きることを最優先にしています。
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「グレッシェルはガブリエーレ様のために準備された街で、その当時のやり方がそのまま残っています。……あれほどガブリエーレ様やヴェローニカ様を疎うとんじているのに、彼女達がいなくなった今でも彼女達が望んだようにグレッシェルを少しでも貴族街に近付けることに腐心ふしんしています。それによって印刷業が失敗するかもしれないのですから、皮肉なものですね」


ガブリエーレ様が持ち込み、完全にグレッシェルに染みついている考え方を変えられるかどうかが印刷業に大きく関わってくると言われ、わたくしは言葉を発することができませんでした。


「グレッシェルが……いえ、ブリュンヒルデ、貴女が印刷業で利を得ようとするのであれば、既に利を得ている先達せんだつのやり方に倣ならいなさい。自分達のやり方に固執こしつして正しいやり方を取り入れなければ、どうして同じ利益が得られるでしょう？　意識を変えること。変えようとすることが大事なのです」


「意識を変えること……ですか？」


あまりにも難しいことを言われているように感じられて、わたくしは思わず怖おじ気けづきました。グレッシェルの貴族達の意識を変えて、ローゼマイン様に倣って平民との距離を考え直すなんて不可能ではないでしょうか。わたくし自身が変われるとも思えません。


わたくしが引いたことに気付いたのでしょう。エルヴィーラ様が少し考えるように頬ほおに手を当てた後、わたくしを安心させるように漆黒しっこくの目を細めて微笑みました。


「ブリュンヒルデ、難しいことではありませんよ。貴女はすでに実行してきたはずです。コルネリウスから報告がありましたが、ローゼマインとの貴族院生活では今までの知識や経験、常識が全く役に立たないことも多かったでしょう？　その度に、貴女達はローゼマインのやり方に対応しようと必死だったはずです」


そう言われて、わたくしは貴族院での日々を思い出しました。ベルティルデにも話していたように、思わぬことの連続でした。全て初日で講義を終えて図書館へ日参するのだと宣言された時、図書館でお茶会を開くことになった時、突然王族から呼び出しを受けた時、お茶会の途中でローゼマイン様が意識を失った時……。本当に今までの経験や常識ではどうしようもないことばかりが起こり、その度に最善の対応をしようと頭を捻ひねっていました。


「印刷業も同じで、今までとは違う対応が求められているのです。新しい変化に対応するのか、頑なに拒否するのか……。グレッシェルはどちらでも選ぶことができます」


エルヴィーラ様の言葉によって、わたくしの前に分かれ道が見えました。自分の貴族院での対応を肯定こうてい的な例として出されたことで、何だか視界が明るくなったような気がします。


「印刷業を取り込むと決めたのは、ギーベ・グレッシェルです。平民ではありません。けれど、平民達はギーベの指示に従い、グーテンベルクに教えられた通りに新しい事業に取り組んでくれています。今の時点で失敗はありません。改善すべき点があるだけです」


エルヴィーラ様の言葉に、ハルトムートも賛同するように頷きました。


「ブリュンヒルデはすでに失敗確実だと捉とらえているようだが、金属活字の問題はハルデンツェルでもあったらしい。グレッシェルだけの問題ではないから、解決策がすぐに示されたのだ。それに、汚れた水を綺麗にする魔術具を取り入れるのか、水の綺麗なところへ工房を移すのか、今の状況のまま何か別の策を見出みいだすのか、解決方法はいくつも示されているよ」


その先の選択は、全てギーベ・グレッシェルが決めることだと二人が言います。解決策があるならば、成功するための方法が示されているならば、わたくしは自分自身を変えていきたいと思います。


何より、ローゼマイン様に神殿ではなく貴族としての常識を取り入れて変わってほしいと望むのでしたら、わたくしも新しい常識を取り入れて変わるべきでしょう。自分にできないことを主に望むことなどできません。


「わたくし、次期ギーベ・グレッシェルとしてお父様を説得したいと思います。エルヴィーラ様、ハルトムート。申し訳ございませんが、明日の朝食の後、ご一緒していただいてもよろしいでしょうか？」


強く決意して顔を上げると、二人が力強く頷いてくれました。


「もちろんよろしくてよ」


「ローゼマイン様のお望みを叶かなえるためにはグレッシェルに失敗してもらっては困るからね。私も全力を尽くそう」


……ありがたいですけれど、ハルトムートは程々で結構ですわ。


本音は心に秘めて、わたくしは小さく笑いました。
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グレッシェルを飛び出したマインの騎獣きじゅうが神殿へ到着した。オレ達グーテンベルクは騎獣から飛び出すと、次々と荷物を下ろしていく。早く荷物を下ろさないと騎獣が片付けられず、マインがいつまでたっても中に入れないのだ。フラン達側仕えも手伝ってくれるので、体を伸ばして解放感に浸ることもできない。皆が大急ぎだ。


「ローゼマイン様、荷物の運び出しが終了しました！」


マインは騎獣を片付けると、皆に挨拶をして神殿へ入っていった。ちょっと疲れている顔に見えたけど、フランも気付いているみたいなので休ませてくれるだろう。


マインの姿が見えなくなったら、運び出して積み上げただけの荷物をそれぞれ分け始める。


「ルッツ、インク工房の荷物も一緒に載せるぞ！」


「自分で持てない重さの荷物だけにしてくれ！」


プランタン商会に向かう馬車にグーテンベルクの荷物も一緒に積み込んだり、工房に置く荷物を灰色神官達に運んでもらったりしている。大声で指示を出すには貴族階級がいると面倒なのだ。


「これが工房、これはザックの、それはプランタン商会。……なるほど、後が楽だな」


インゴが次々と荷物を分けながら感心したように呟いた。荷物の詰まった木箱には、誰の荷物で中に何が入っているか、どこに運ぶのかが詳しく書かれた紙が必ず貼られている。この荷物の管理もマインが徹底てっていさせたものだ。


プランタン商会でも内容を示す荷札くらいは付けているが、それよりもずっと詳しく細かく書かされる。初めてイルクナーに向かった時にマインが書くように言ったのだ。その時は面倒だなと思ったけれど、行き先が変わり、人数が増えて、荷物が増えても荷物の紛失や運び間違いがほとんどなくなったので、プランタン商会でも最近は記入項目を増やすようになってきた。


「よし、こんなもんか」


「じゃあ、帰るな。また報告会で」


「インク工房の荷物は後で職人に取りに行かせるからね！　お先に」


ほとんど片付いたら、グーテンベルク達は自分が持てる荷物だけを持って解散だ。後日、プランタン商会でグーテンベルクの報告会が行われる予定になっている。今日のところは早く帰って久し振りに家族の顔を見るのだ。グーテンベルク達は足早に去っていく。


ダミアンが馬車の御者ぎょしゃの隣に乗り込み、荷物をプランタン商会へ運ぶように指示を出しているのを横目で見つつ、オレは工房に運び込む荷物に手を伸ばした。


「ルッツは馬車で戻らなくてよかったのか？」


「あの馬車のどこに乗るんだよ？　この荷物を工房に運んでから歩いて帰るさ」


ギルが軽く笑いながら「チビ達にお土産も渡さなきゃいけねぇもんな」と木箱の一つを軽く叩いた。その中にはマインにも渡した本が入っている。グレッシェルの職人達から聞いた話が印刷された物だ。印刷機の試運転をして、職人達に使い方を教えるために作った試作品である。


納本制度とやらを作って印刷された本を全て集めると張り切っているマインは大喜びで薄っぺらな本を抱きしめていた。隠し部屋で会うことがなくなって、衣装も言葉遣いも立ち居振る舞いからもマインらしさを見つけられなくなったけれど、本を前にした時の表情だけは変わらない。


工房に荷物を置いた後は、灰色神官達も解散だ。夕食までに身を清めると言っていた。オレとギルは運び込んだ荷物の中から試作品の本を全部取り出す。マインに渡し、同行したグーテンベルク達に配った今、手元に残っているのは九冊だ。


「これが工房用で、こっちがギルの分だ」


この本は印刷機の試運転のために作られたので売り物にはしない。いつか他のお話と合わせて本にすることになった時のために、工房に一冊置いておくことになっている。それ以外は献本けんぽんで配って回る予定だ。


「じゃあ、配りに行くか」


「ディルクとコンラートも喜んでくれるだろうな」


オレは残り七冊の本を抱えて、ギルと一緒に孤児院へ向かう。


「あぁ、ギル。そろそろ言葉遣いを直さなければ、孤児院では叱られるのではありませんか？」


グレッシェルの下町で半年ほど過ごせば、言葉遣いは完全に下町の言葉になってしまっている。孤児院が見えてきたのでオレが指摘すると、ギルは面倒臭そうに溜息ためいきを吐ついた。


「……臭くて汚かったけど、下町は楽だったな」


「オレはこれからその下町に帰るけどな」


ギルに睨にらまれたが、肩を竦め、顔を見合わせて笑った後は二人ともきっちりと態度を切り替える。グーテンベルクは貴族と付き合うこともあれば、下町に放り出されることもある。どこに放り出されても馴染めるように切り替えは大事だ。


「ただいまグレッシェルから戻りました。ディルクとコンラートにお土産があります」


「まぁ、二人とも喜びます。ディルク、コンラート。ギルとルッツからお土産ですって」


ヴィルマの声を聞いたディルクとコンラートが、デリアを引っ張るようにして駆け寄ってくる。半年ほど見ないうちに二人ともずいぶんと成長しているように見えた。特に孤児院に来たばかりの頃は満足に食べられていなかったのか、ガリガリだったコンラートが子供らしくふっくらとした顔になっている。表情もずいぶんと明るくなっていた。


「おかえりなさい、ギル。お土産は何ですか、ルッツ？」


「この本は売り物ではないので数が少ないです。丁寧に扱ってください」


目を輝かせて待機している二人にそれぞれ本を渡すと、本を抱えたディルクが嬉しそうにギルを見上げる。


「ギルが帰ってきたから、私達も森へ行けますね」


「残念ですが、私は工房の仕事がございます」


冬の社交界が始まる前にグレッシェルの詳しい報告をしなければならないし、工房での仕事がどこまで進んでいるか把握して冬の手仕事の手配をするなど、ギルは結構忙しい。子供を連れて森へ行ける余裕は多分ない。


「……ギル、何とかならないかしら？」


しょんぼりとしたディルクとコンラートを見たデリアが困ったようにそう言った。冬の社交界に合わせて印刷をするため、今は工房が非常に忙しい。それに加えてグレッシェルと冬支度に人手を取られていることで、今年はなかなか森へ行く機会がなかったらしい。今の孤児院には見習い未満で動き回れる年頃の子供がディルクとコンラートしかいないので、二人は基本的に孤児院に放置されているそうだ。


……ずっと外に出られないのも息苦しいもんな。


「ギルは難しいでしょうから、私が連れていきます。明日は森へ行きましょう」


「え？　いいのですか、ルッツ？」


デリアが目を丸くしている。けれど、神殿と違って長期出張が終わったオレは数日間休みが取れるはずなのだ。それに実家に帰ったら冬支度を手伝えと言われるに決まっている。子供達を森へ連れて行くから、と逃げ出してしまった方がきっと楽だ。


「ウチの冬支度のついでです。二人にも手伝ってもらいますよ」


「やったぁ！　頑張ります！」


「ありがとうございます、ルッツ！」


大喜びのディルクとコンラートに何度も森に行く約束を念押しされながら、オレは孤児院を出た。


「今日は旦那様への報告もあるので、これで失礼します。明日は森へ行く準備を忘れないように」


「ルッツも忘れてはダメですよ。では、また明日」






孤児院を出ると、下町に続く門までギルがオレを見送るために一緒に歩いてくる。門のところで一度足を止めたギルがそっと息を吐いた。


「ルッツ、せっかくの休みなのに悪いな」


「別にいいさ。家でこき使われるより、森の方が楽だから」


そう言ってオレは門から下町へと踏み出した。汚物に塗まみれたグレッシェルと違って、綺麗に整えられたエーレンフェストの下町が目の前に広がっている。懐かしい街並みに「帰ってきたんだな」という呟きが思わず漏れ、肩の力が抜けていくのがわかった。


ギルド長の家でもあるオトマール商会の前を通り過ぎ、少し行って曲がったところにプランタン商会がある。五冊になった本を抱えたまま、オレは裏から店に入った。


「ただいま戻りました、マルクさん。旦那様はいらっしゃいますか？」


「おかえりなさい、ルッツ。旦那様は先に戻ったダミアンからの報告を受けていました。ルッツからの報告も待ちわびていますよ」


そう言って振り返ったマルクさんは見知らぬ女性と話をしていた。赤茶の髪を結い上げているので成人しているようだが、まだ若い。驚いたことに、彼女はプランタン商会のダルアの服を着ていた。オレがグレッシェルに行っている間に入ったようだ。


「新しくダルアが入ったのですか？」


「えぇ、紹介しておきましょう。彼女はカーリン。クラッセンブルクから来た商人の娘です。少々わけがあって、こちらで次の夏までお預かりすることになっています。カーリン、こちらはダプラ見習いのルッツ。長期出張から戻ってきたところです」


お互いに初めましてと挨拶をする。一体どんなわけがあってクラッセンブルクの商人がプランタン商会に滞在することになったのだろうか。首を傾げつつ、オレはカーリンを見る。


第一印象は美人だけれど、気が強そうだった。気が弱いおどおどした女性がクラッセンブルクからエーレンフェストまでやってくることはあり得ないので、男勝りの性格ではないかと思う。大領地の商人らしく立ち居振る舞いは躾しつけられているが、青い瞳が興味と好奇心に輝いている。


獲物を見つけた猫のようなカーリンの視線がオレの抱えている本へ向けられた。それに気付いたらしいマルクさんがニコリと微笑んで一歩動き、オレとカーリンの間に立つ。


「ルッツ、旦那様に報告を。急いでください」


「かしこまりました」


マルクさんの言葉に頷き、オレはすぐにその場を離れて旦那様の執務室へ向かった。執務室にはすでにダミアンの姿はなく、旦那様は顔を上げて赤褐色せきかっしょくの目に笑みを浮かべる。


「おぅ、ルッツ。戻ったか。無事に終わったようだな？」


「そうですね。イルクナーやハルデンツェルと違って、貴族と全く意思疎通ができなくてどうしようかと思いましたが、ローゼマイン様のおかげで無事に終わりました」


下町の職人に全く見向きもしない担当文官とギーベには驚かされたが、領主の養女としての立場でマインが間を取り持ってくれたので悪い結果にはならないだろう。きっちりと守ってくれる後うしろ盾だてがあるのが、とてもありがたい。領主の養女としての役割をしっかりこなしている時はオレが知っているマインの顔ではなく、多くの責任を抱える貴族の顔になっている。


「これから三日間は休みだ。久し振りに家族に顔を見せてやれ」


「ありがとうございます。それから、これを旦那様に。グレッシェルで印刷機の試運転をするために作った本です」


オレが手渡すと、旦那様がパラパラとページをめくって目を通していく。


「これからギルベルタ商会のレナーテにも持って行こうと思うのですが、よろしいでしょうか？」


「あぁ、喜ぶだろう。せっかくだから俺も行くか」


手早く書類を片付けた旦那様が立ち上がる。一緒にギルベルタ商会へ移動することになった。妻や娘に甘いオットー様に代わって、旦那様はちょくちょくとギルベルタ商会に顔を出してはレナーテと話をしながら跡継ぎとしての教育をしているのだ。


「ルッツ、カーリンのことだが……」


道中で新しく入ったカーリンについて旦那様が話をしてくれた。親と一緒にクラッセンブルクからエーレンフェストへ商売に来たカーリンを、一年間というか、次の夏に迎えに来るまで預かることになったらしい。


「商売の勉強をするように、と旦那様に預けたのですか？」


「……ずいぶんと嬉しそうだな、ルッツ」


「旦那様がクラッセンブルクの商人に認められたということですから、嬉しいです」


娘を勉強させる環境として大領地の商人がプランタン商会を選んだのだから、嬉しいに決まっている。けれど、旦那様はひどく複雑な表情でガシガシと頭を掻かいた。


「ウチの情報を得るにはダルア契約させるのが一番だからな。カーリンにどれだけの情報が持っていかれるのか、わからんぞ」


「それがわかっていて旦那様は引き受けたのでは？」


「のっぴきならない事情があったんだ」


旦那様は深い溜息を吐く。けれど、一体どんな事情があったのかは話してくれなかった。どうやらカーリンは旦那様にとってなかなか厄介やっかいな存在らしい。






「ベンノ伯父さん、ルッツ！」


ギルベルタ商会の二階に向かうと、来客の対応に出てきた下働きの女性を押し退けるようにしてレナーテが顔を出してきた。ハーフアップにした髪の色は旦那様の髪によく似た色で、顔立ちはコリンナ様によく似ている。


「レナーテ、大きくなったな」


旦那様が抱き上げると、レナーテは「きゃー！」とはしゃいだ声を上げた。レナーテは旦那様にも何となく似ているので、旦那様が抱き上げていると親子に見える。


……そういえば、マインは歩くのが遅すぎて、よく旦那様にこうして抱き上げられていたっけ。


レナーテはちょうどあの頃のマインと同じくらいの体格だ。お喋りが大好きな子で、オレが顔を出した時はずっと何かしら喋っている印象がある。同じ年頃のディルクやカミルに比べても喋り出すのが早かったし、ビックリするくらい滑舌かつぜつが良くて、かなりしっかりしている。そういえば「レナーテが静かなのは、寝ている時と食べている時くらいだ」と旦那様が言っていた。


「それで、最近はどんなことを覚えたんだ？」


「あのね……」


レナーテは旦那様の膝に座って、最近覚えたことを喋り始めた。旦那様は更に詳しく教えたり、本当に覚えているのか質問したりしながらその話を聞いている。会話のほとんどが商売に関することだ。オレの洗礼前と違って、幼い頃から跡継ぎとして商売に関することを教えられているのがよくわかった。


今日はコリンナ様に布の良よし悪あしを見分ける方法を教えてもらったらしい。レナーテは一歳になった弟に両親を取られがちで、母親であるコリンナ様を独占できるお勉強の時間が一番楽しみなのだそうだ。


「お母様もお父様もクヌートばかり可愛がってね、わたしのことはいつも後回しなの。お話も聞いてくれないのよ」


「一番上はそんなものだ。俺もそうだった」


「ベンノ伯父さんも一番上はイヤって思った？」


「その時々だな」


レナーテのお喋りが報告から弟への愚痴ぐちばかりになってきたのを見計らったように、旦那様がオレに視線を向けて手招きした。本を手渡して話題を変えろ、と指示されているのがわかって、オレはレナーテに本を一冊差し出す。


「ほら、レナーテ。新しい本だ。今日まで行っていたグレッシェルの話が入ってる」


「ありがとう、ルッツ。……今日のはずいぶんと薄いのね」


今までに持ってきた本に比べると、試験的に作った本なので薄い。だが、貴族向けの複雑な言い回しやわけがわからない詩はないので、とても読みやすいと思う。


「グレッシェルの下町の人達に聞いたお話ばかりが載っているから、レナーテにも楽しめると思う。……絵はないけど」


「そう。ルッツが持ってくるお話は面白いから楽しみだわ。お母様に読んでもらうの」


レナーテがそう言って嬉しそうに本を抱きしめると、子守りがコリンナ様の二人目の子供である男の子、クヌートを連れてやってきた。お昼寝を終えて元気いっぱいのようだ。最近歩き始めたので目が離せないと子守りが笑いながらクヌートを追いかける。危なっかしくよちよちと歩こうとしては失敗して尻餅しりもちをついているのを見ていると、突然ドアが開いてトゥーリが入ってきた。


「コリンナ様から突然帰るようにって言われたと思ったら、ルッツが来てたのね」


「今日、グレッシェルから帰ってきたんだ。これはお土産。印刷機の試運転で作った本だから、十数冊しかない。希少品だぜ」


「ありがとう。後でゆっくり読むね」


トゥーリに渡したので、手元に残った本は二冊になっている。後はカミルとオレの分だ。


「この後、カミルにも渡しに行くつもりだけど、トゥーリも一緒に帰るか？」


「うーん、今日は止めておくわ。明日も仕事があるし、ローゼマイン様の注文に応えようと思うと、ものすごく忙しいんだもの」


首を横に振ってそう言った後、トゥーリは染色コンペでエーファおばさんが染めた布をマインが選んだこと、それに合わせた髪飾りを作ったことを教えてくれた。声が弾んで得意そうなので、とても嬉しかったことはわかったけれど、「ものすごく忙しい」というのがよく理解できない。冬の準備ならば、もう終わっていなければ遅いはずだ。


「冬の社交界ってもうすぐだろ？　ものすごく忙しいって、まだ終わってないのか？」


「冬の分は終わってるよ。でもね、去年の冬に王族からの依頼を持ってきたローゼマイン様が今年も何もしないわけがないでしょ？　繰り上げて春の髪飾りを終わらせておかなきゃ対応できなくなっちゃうじゃない。去年はホントに大変だったんだから」


「あ～、確かに」


……マインなら絶対に何かやる。


何をするのか見当もつかないけれど、何かやるだろう。それだけは間違いない。急な仕事が来ても対応できるように準備しておかなければならないのだ。


「これでも思いつく限りのことはしてるのよ。春の髪飾りは今作っている途中だし、貴族の学校でお友達に配るって言っていた腕章は、お友達が増えても大丈夫なように三つは予備を作ってあるし、また王族から髪飾りの注文が来ても大丈夫なように髪飾りのデザインをいくつか考えたの」


トゥーリが指折り自分にできることを挙げていく。さすがマインの姉。マインがやらかしそうな予想と対策がすごい。


「わかった。頑張れ」


「ルッツは長期間振り回された後だもんね？　今日くらいはゆっくり休んだら？」


「そうする」


「わたしはせっかくの自由時間だから、髪飾りの続きを作るよ」


トゥーリはそう言って軽く手を振ると自室へ入っていく。トゥーリとのやり取りを見ていた旦那様が肩を竦めた。


「ルッツ、もう帰っていいぞ。俺はもう少しレナーテと過ごすから」


「ありがとうございます。失礼します」


「またね、ルッツ」


レナーテが手を振って見送ってくれる。手を振り返しながら、オレは一度プランタン商会に戻り、自分の本を部屋に置いて実家に帰るための服に着替えた。


「……こっちの服もそろそろ買い替えが必要だな」


マインの指示であっちこっちに行かされることが多くて実家に帰る機会が少ないので、継つぎ接はぎだらけの服を着る回数も減っている。たまに着たら自分の身長に服が全く合っていない。丈が足りないばかりか、肩や肘ひじの辺りもきつい気がする。


カミルへ渡す本を持って部屋を出ると、オレは実家に向かって歩き始めた。まっすぐに帰るのではなく、中央広場を東に曲がって露店で実家用のお土産も買っておく。オレと同じように成長期でいつも腹を空かせているラルフは本のお土産より、大きめの腸詰ちょうづめがいくつかあった方が喜ぶはずだ。


いつも通り自分の家に帰る前にマインの家へ先に向かう。ノックして名乗ると、カミルが歓声を上げながらドアを開けてくれた。カミルは顔立ちがギュンターおじさんに似ているから少し雰囲気が違うけれど、髪の色も瞳の色もマインとよく似ている。


「ルッツ、おかえり。グレッシェル、面白かった？」


「ほら、お土産の本だ。グレッシェルの職人から聞いた話が入ってる」


「やった！」


マインが作った子供向けの本や玩具おもちゃを与えられ、それで遊びながら育っているカミルはマインの思惑通りに本が好きな子供になっている。カミルに本を渡していると、料理の手を止めたエーファおばさんが振り返った。


「いつもありがとう、ルッツ」


「エーファおばさん、染色コンペでローゼマイン様の専属になったんだって？　さっきギルベルタ商会でトゥーリに聞いたんだ」


エーファおばさんは嬉しいような寂しいような笑みを浮かべて首を横に振った。


「まだよ。ローゼマイン様は専属を決められなかったの。冬の衣装はわたしの布で作ることになったけど、本当に専属となったわけではないのよ」


領主夫人も領主令嬢もルネッサンスの称号を与える職人を決めたけれど、マインは決められなかったらしい。そして、まだ専属が決まっていないマインの専属を目指して、染色職人達がしのぎを削っているそうだ。


「次の春や夏の衣装の布に選ばれなきゃダメなの」


エーファおばさんはそう言っているけれど、その目はやる気に満ちている。


「カミルが森に行けるようになってきたから、わたしももっと染色を頑張るつもりよ」


「そっか。もうカミルも森に行ける年だもんな」


「夏からずっと行ってるよ。今日も行って、いっぱい採ってきたんだ」


カミルがそう言って得意そうに戦利品をテーブルに並べ始めた。一緒に森へ行っていた頃のマインと違って毒茸どくきのこも採っていないし、しっかり籠かごを背負っているようで持ち帰っている量も多い。


……マインって本当にダメダメだったんだな。


「すごい？」


「あぁ。オレも明日は森へ行くんだ。カミルに負けないようにしないとな」


得意そうに笑いながらオレを見上げるカミルの頭をぐりぐりと撫でながら褒ほめてやると、カミルが嬉しそうに目を輝かせた。


「ホントに!?　ルッツと一緒に行くの、初めてだ」


「いや、オレはディルクとコンラートって孤児院の子を連れて行くことになってるんだ。カミルが嫌じゃなかったら一緒に行ってもいいけどさ」


孤児院の子供達が森へ行くようになって五年くらいだ。森で出会う子供達の間での偏見の目は多少弱まっているけれど、大人の目はそう簡単には変わらない。一緒に行動するグーテンベルクから変わっていけば良いとマインは仕方なさそうに言っていた。偏見の視線は外から変えようと思っても変わるものではない。一緒に過ごして孤児達が自分達と変わらないこと、もっとすごいところがあることを実感して内から変わらなければ意味がないのだ、と。


「ディルクとコンラートはローゼマイン様の孤児院の子だ。カミルと同じようにローゼマイン様の作った本や玩具で遊んでるから、多分話も合うぜ」


マインが作った玩具はこの辺りの子供が遊んでいるものではない。聖典絵本が読めるようになったカミルと、字なんて全く必要なく過ごせるこの辺りの子供とは話が合わないこともあるとトゥーリが言っていた。


「……その子達も全部の絵本を持ってるってこと？」


「あぁ」


「ローゼマイン様にもらった玩具の話をしても怒られない？」


カミルは近所の人達にマインの話をしないことを家族で約束している。ギュンターおじさんと男の約束をしたと言っていた。マインの話はもちろん、そこに繋がりそうな玩具の話をしてはならないのだ。


「あいつらもローゼマイン様が大好きだからな。多分カルタなんてカミルより強いぞ」


「じゃあ、行く！」


カミルが目を輝かせてバッと高く手を上げた。
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「貴方あなた、名前は？」


「え？……あ、ライムントと申します」


キランと片眼鏡を光らせたヒルシュール先生との出会いは鮮明に覚えている。去年の、私が二年生で行われた調合の実技だ。普段の実技はグンドルフ先生が担当しているが、その日は何か用があったようで、特別にヒルシュール先生が担当してくれた。社交週間が始まり、最終試験が近付く講義の後半になると、教室の統合や教師の交代も珍しくはない。それまで私はヒルシュール先生の講義を受けたことがなかったので、別の学年の講義を担当している先生が私に何の用だろうと不思議に思った。


「二年生で魔法陣の改良と魔術具の省力化に興味を持っているのですか？」


「はい。……その、恥ずかしながら、私は中級貴族の割に魔力が少ないのです。魔法陣を簡略化したり、分けたりすることで少しでも魔力を節約した魔術具にできないか、と」


調合のような魔力が必要になる実技の時間では、私は途中で魔力が尽きるのが常だ。座学は簡単に終わっても、実技が全く進まない。魔力が少なく、流れが不安定なせいで失敗も多い。実際に調合している時間より、回復薬を飲んで魔力の回復を待つ方が長いくらいだ。私はそんな回復時間を魔法陣の勉強に充あてていた。


ヒルシュール先生は私が省力化について書き留めていた木札を手に取ってじっくりと読む。少し考え込むように顎あごに人差し指を当ててやや上空を見つめた後、ニコリと笑った。


「魔法陣の改良に才能がありそうですね。貴方、わたくしの弟子になる気があって？」


周りがざわりとした。驚きの表情でヒルシュール先生と私を見ている。当然だろう。私のような下級に近い中級貴族が声をかけられることはない。自分から教師のところへ弟子にしてほしいとお願いに行っても、中央へ斡旋あっせんできそうな学生が優先されるので、断られることが多いくらいだ。


……からかわれているのではないだろうか？　私のような者が弟子入りすれば、周囲に妬ねたまれて面倒なことになるのではないか。


一瞬、そんな考えが浮かんだ。ヒルシュール先生を見上げる。私を見下ろす紫の目に冗談やからかいの色はない。私は初めて他人に認められたのだ。魔力量が少なく、家族からも全く期待をされていない。そんな私を認めてくれる人がいると思わなかった。「こんな機会は二度と巡ってこない。逃すな！」という声が自分の内で響く。


「ぜひ！　よろしくお願いします」






「こちらがわたくしの研究室です。最終試験に落ちなければ、好きなように研究して構いません。ユルゲンシュミット全体で魔力が不足している今、魔術具を少しでも省力化することは非常に望まれています」


ヒルシュール先生の研究室のあまりの散らかりように最初は驚いたけれど、私はすぐに慣れた。思いついたことを書き留めて周囲に置いておいても、目を離した隙に側仕えにメモ書きを片付けられることもない。そこにある資料はどれを読んでも叱られない。六の鐘まではどれだけの時間を研究に費やしても構わない。とても気楽な空間だった。


……質問しても丁寧な回答は期待できないけれど。


ヒルシュール先生は弟子に対して丁寧に教えてくれる教師ではなかった。資料を指定して、自分で答えを探せと言う。質問すれば基礎的な部分は答えてくれるが、それ以上の質問になると回答ではなく助言であることがほとんどだ。


「別に教えることを面倒がっているわけではございませんよ。自分の疑問に自分で答えを探せなければ研究を続けることはできませんからね。わたくしは研究について討論できるくらいまで貴方に育ってほしいのです」


雑多な研究室を片付けようとしないものぐさであることは否定しないけれど、教育姿勢はものぐさではなく、よくよく考え抜いた結果らしい。ヒルシュール先生の研究室は他の人が見ればガラクタの山に見えるかもしれないが、今まで見たことも聞いたこともない魔術具の山だった。普段調合を行う部屋の隣にある物置のような小部屋にも魔術具や資料が山積みにされている。


「ここの魔術具は自由に研究して構いません。使用するにも必要な魔力が多くて、簡単に使えない物も多いですからね。ただ、この遠見とおみと映写の魔術具はまだしも、危険な攻撃魔術具も多いです。基礎知識もなく不用意に触るものではありませんよ」


「映写の魔術具とは何でしょう？　どのように使うのですか？」


「わたくしが講義で調合の手順を映し出す魔術具を覚えていますか？　あれを発展させた物だそうです。動いている対象をそのまま写し取ることが可能なのですって。……これは最初の試作品だったかしら？」


……動いている対象をそのまま……？


一度書いた物を写し取っておき、何度も白い布に映し出す魔術具は、ヒルシュール先生だけが講義で使用している物だ。とても便利だと思うが、他の誰も使っていない。あの魔術具の発展型があるとは思わなかった。わくわくしながら私は魔術具の山を見回す。ごちゃごちゃしていて、どれが何か全くわからない。


「試作品ということは、完成品もここに……？」


「その辺りにあると思いますよ。もう何年も放置されている物ですから、すぐには見つけられませんけれど」


ヒルシュール先生はパタパタと軽く手を振る。私ではとても思いつかないような発想で作られ、使用できれば便利だろうと思われる魔術具が放置されているとは思わなかった。


「便利そうですが、ヒルシュール先生は使わないのですか？」


「あの方が作った物はとんでもない魔力食らいなのですよ。わたくしは自分の研究を進めたいので、魔力をバカ食いする魔術具なんてそうそう使っていられません」


「……あの方？」


「わたくしの弟子、エーレンフェストのフェルディナンド様です。新しい魔術具を作るための発想が素晴らしく、それを実際に作り上げる才能がありました。領主候補生だったので中央に移籍できないことを口惜くちおしく思ったものです」


十年以上前に在学していた領主候補生が作製した魔術具だと言われ、私はフェルディナンド様に興味を持った。フェルディナンド様は領主候補生コースと文官コースを同時に履修していたらしい。魔術具の研究に並々ならぬ情熱を傾け、次々と新しい発想の魔術具を作製していたそうだ。


「先生、フェルディナンド様がこの魔術具を作製した際の資料はどこに……？」


「文官見習いが丁寧にまとめていましたが、完成した資料はご自分で持っているのではないかしら？　この研究室に残っているのは、疑問に思ったものの調べる過程ですぐに答えが出て興味の失うせたものや、自分でまとめるためのメモ書き程度しかないと思います」


「……いつか読んでみたいです。その、フェルディナンド様のまとめた資料を。できれば、お話も伺うかがってみたいです。どのようにして新しい魔術具を思いつくのか」


私の言葉にヒルシュール先生が笑いながら本や資料を次々と積み上げていく。


「今の貴方ではフェルディナンド様の資料も魔法陣も全く理解できないでしょう。まずは基礎の知識を身につけなさい。次の冬にはフェルディナンド様の魔法陣を解析かいせきして改良できるように」






その後、私はずっと本を読んでいた。これだけたくさんの本を読むのは初めてだと断言できるくらいに読んだ。ヒルシュール先生が貸してくださった本にはあまりにもたくさんの知識が詰まっていた。高価で貴重な本を保証金もなく貸してもらえることなど、普通はない。私のような貧しい貴族には図書館で本を借りることさえ簡単ではないのだ。


おまけに、貴族院が終わって領地に戻る際、ヒルシュール先生は「次の冬までに理解しておきなさい」とたくさんの課題と、それを解くために必要な資料を貸してくださった。私にとって、それがどれだけ嬉しい課題なのかわかるだろうか。


私は領地に戻ると、家でヒルシュール先生に借りた資料を貪むさぼるように読み、課題を次々と終わらせていった。貴族院で師匠を得たこと、できれば将来的には中央へ移籍したいと家族に伝え、読書に没頭ぼっとうする。家族は信じられないという顔をしていたけれど、貸していただいた資料の山が何よりの証拠だった。


資料を読んで知識を蓄たくわえ、見習い仕事をしている現場にある魔術具やそれに使われている魔法陣をよく見て、少しでも簡略化するにはどうすれば良いのか考え続ける。


まるで世界が変わったようだった。家族に「中央への移籍ができるような魔力量ではない」と言われても気にならない。自分がやりたいことのために全力を向けられるのだ。時間が過ぎるのを惜しいと思ったことは初めてだった。寝ることも、食事をすることも煩わずらわしく思えるくらい没頭する。私は充実という言葉の意味を実感した。


冬になり、三年生として貴族院へ戻った私は、ヒルシュール先生に本を返す。座学を早々に終わらせ、研究室に籠こもれる時間を少しでも多く作り出すと、実践を始めた。魔法陣の改良だ。複雑な魔法陣を分解し、いくつかの工程に分けて簡略化していく。本を読んで学んだことが身についていることが実感できて、何にも代えがたい楽しさに時間を忘れてのめり込む。


ずっと続けば良い。そう思っていた日々に変化が訪れる。それはエーレンフェストの領主候補生ローゼマイン様によってもたらされた。






「では、失礼いたします」


魔法陣の改良についていくつか話をすると、ローゼマイン様達は研究室を出て行った。足音が遠ざかるのを確認し、私が身体からだ中の力を抜いて深く息を吐くとヒルシュール先生が小さく笑った。


「ローゼマイン様はいかがでした？」


「ご本人は悪い方ではないのでしょうが、怖い顔をした護衛騎士達に睨まれながら彼女に説明するのは非常に居心地が悪かったです。早々に退室してくれてホッとしました」


ヒルシュール先生からおいしい下げ渡しをいただけたのは幸運だったが、それ以上に生きた心地がしなかった。護衛騎士を侍はべらせた領主候補生が、守ってくれる者もいない下したっ端ぱ貴族をいじめないでほしいものだ。領主候補生同士では領地の順位で文句を言えないからといって、身分差を利用して中級貴族を睨まれても困る。


「こちらはしがない中級貴族ですよ。他領の領主候補生になんて関わりたくないのに……。どんな事情や理由があるのか知りませんが、上のことは上で決着をつけてほしいと思います」


「自領の関係だけを考えていれば良い下級や中級貴族と違って、他領との関係を重視しなければならない領主一族はまた違いますからね」


身分が下の者ほど大変だと思っていたが、上には上の悩みや課題があるらしい。寮にいるディートリンデ様を見ている限りでは、とてもそう思えないけれど。


「ヒルシュール先生、ローゼマイン様はこれからもこの研究室に出入りするのですよね？　私はずっと護衛騎士達に睨まれ続けるということでしょうか？……アーレンスバッハの学生である私は、先生の弟子でいることを許されなくなるとか……？」


フラウレルム先生を見ていればわかる。寮監りょうかんは中央貴族の中で最も出身領地の影響を受けるのだ。領主がアーレンスバッハに悪感情を持っていて、そこの弟子を持つなと命じれば従うしかないだろう。


エーレンフェストよりアーレンスバッハの方が上の順位なので、私が領主に近い貴族であれば、自領の領主にお願いしてエーレンフェストの命令を撤回してもらうことが可能かもしれない。だが、私は主流から外れた中級貴族だ。優秀者として名を知られているわけでもない。


……今まで通り、奪われるだけだ。


「心配はいりません。アウブ・エーレンフェストが何と言おうとも、エーレンフェストに恩のないわたくしに命じることはできません」


私が不安の淵ふちに沈み込んでいると、ヒルシュール先生は表情も変えずにパタパタと軽く手を振って不安を払いのけてくれた。エーレンフェストではなく、弟子であるフェルディナンド様からの個人的な援助でヒルシュール先生の研究は行われているらしい。


「弟子であったフェルディナンド様は、わたくしの教育方針をよく理解してくれています」






ヒルシュール先生の自信たっぷりで得意げな表情に安心し、私はその翌日も研究室で魔法陣と向き合っていた。フェルディナンド様の魔術具にあった魔法陣を解析し、似たような用途の魔術具をもっと省魔力で作りたいのだ。


……写す部分は水鏡の応用のようだが、何度も見られるようにするのは……。


「ヒルシュール先生、エーレンフェストのブリュンヒルデでございます」


扉の外からそんな声が響いて、私は視線を扉に向ける。だが、ヒルシュール先生は動こうとしない。私もその様子を見て、再び手元の魔法陣に視線を戻した。この研究室ではどちらも自分の研究を優先したいせいか、「動いた方が負け！」という空気が漂っているのだ。


「先生、呼ばれていますよ」


私が自分の客ではないことを強調しても、ヒルシュール先生は頭を上げようともしない。


「貴方が近いでしょう。扉を開けてちょうだい」


力関係では圧倒的に私が弱い。私は仕方なく扉を開けた。ブリュンヒルデとは昨日来ていたローゼマイン様の側仕え見習いらしい。彼女は上級貴族なのだろう。嫌そうに研究室を見回した後、ツンと澄ました仕草で木札を差し出す。


「ヒルシュール先生、本日の夕食は寮でお願いいたします。フェルディナンド様から直々にお話があるそうです。こちらが招待状ですわ」


木札を受け取り、ヒルシュール先生は疑わしそうに見つめる。紫の目が一度伏せられた。


「フェルディナンド様がいらっしゃるなんてどういうことでしょう？……大人が貴族院に干渉するということですか？」


「魔術具は作製者が責任を持って処分しなければならないそうですね。……ここには多いのでしょう？」


ブリュンヒルデがニコリと微笑んで研究室を見回し、私が研究している途中の魔術具に目を留めた。その通りだ。今、私の手元にあるのもフェルディナンド様の作製した魔術具だ。何故わかったのだろうか。エーレンフェストではよく使われているのだろうか。首筋がヒヤリとする。
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「フェルディナンド様は魔術具や研究の成果が他領へ流れるのは困るとお考えのようです。では、ヒルシュール先生。六の鐘にお待ちしています」


彼女は招待状を渡すと、長居はしたくないというようにすぐさま研究室を出て行く。何となくヒルシュール先生への敬意が感じられない態度ではないかと思った。寮監であるにもかかわらず、寮にいようとしないヒルシュール先生の気持ちが何となくわかった気がする。


「……行くのですか？」


「えぇ。フェルディナンド様を貴族院へ派遣するためのエーレンフェストの建前たてまえは完璧です。アウブ・エーレンフェストから一体どのような伝言を受けてくるのか……聞いてみなければわかりませんから」


ニコリと微笑んでいたが、ヒルシュール先生の声には昨日の勢いがない。動揺を何とか抑えているように見える。


「私のせいで先生の立場が……」


「気にしなくて良いのですよ。貴方はわたくしの弟子です。誰が何と言おうとも、それは変わりません。さぁ、五の鐘までは研究を続けますよ」


ヒルシュール先生はそう言って、再びペンを手に取った。私もその声につられて再び魔法陣に目を向ける。


……私はヒルシュール先生の弟子を辞めさせられてしまうのではないだろうか。


何だか嫌な予感と胸騒ぎがしてきた。できるだけ不安や動揺を表に出さないように魔法陣と書きかけのメモを見つめる。


……えーと、何を考えていたのだったか……。


だが、さっきまで快調に進んでいた改良がピタリと止まった。何だか魔法陣が歪ゆがんで勝手に動いているように見え始めた。


……何度も見るために必要なのは……何の属性だった？


さっきはパッと思いついていたはずなのに、何を考えていたのかもわからなくなってきた。研究を続けるのだ。そう思えば思うほど頭が真っ白になっていくような感覚に囚とらわれ、何も進まないまま五の鐘が鳴った。


「今日は終わりにしましょう。正式な招待ですから、わたくしも六の鐘までに身なりを整える時間が必要なのです」


側仕えを呼んで準備をするから、と私は研究室を追い出された。文官棟を出て回廊を歩く。図書館が見えてきた。六の鐘まで図書館で読書でもしようと足を少し速める。直後、昨日ローゼマイン様が図書館について熱く語っていた様子を思い出した。図書館通いをしていると言っていた。もしかすると、今日もいるかもしれない。そう考えた途端、足が止まる。


……今はローゼマイン様やその側近達の顔を見たくないな。


私は足早にアーレンスバッハ寮へ戻った。






「ライムント様が六の鐘が鳴るより早く戻るのは、三年生になって初めてではありませんか？」


側仕えに驚かれ、私は「用があるから、とヒルシュール先生に研究室を閉められたから……」と言いながら勉強机に向かう。ディートリンデ様を中心とした主流派が集まって高笑いしている多目的ホールには行きたくない。私は全く頭に入らない資料を広げ、勉強している振りを続けた。


六の鐘が鳴る。ヒルシュール先生はエーレンフェスト寮へ向かっただろうか。準備をして時間があったので「少しだけ……」と研究を始めて側仕えに文句を言われていないだろうか。窓の外を見ても、雪の積もった夜の森しか見えない。


……心配しなくても良いと言われても心配だ。


ローゼマイン様の護衛騎士達が激昂げきこうしていて、その次の日にヒルシュール先生が呼び出されたのだ。とても安心して待っていられるわけがない。


……弟子を辞めさせられたらどうしよう？


私は「あの政変と処刑で貴族の数が激減することがなければ、其方そなたは神殿へ入れられていた。運が良い」と言われながら育ったくらいに魔力が少ないのだ。ヒルシュール先生以外の先生にお願いしたところで、快こころよく弟子にしてくれるとは思えない。


……せっかく家族から少しは認められそうだったのに……。


食堂で夕食を摂とっていると、私は昨日ローゼマイン様が研究室に持ち込んでいた軽食を思い出した。ヒルシュール先生から下げ渡された料理は、驚くほどおいしかった。アーレンスバッハの寮では階級毎に食事の内容が違う。やはり領主候補生はおいしい物を食べているようだ。羨ましいものである。


……それにしても、何故アーレンスバッハがそこまで目の敵かたきにされるのだ？


エーレンフェスト出身のゲオルギーネ様がアーレンスバッハの第一夫人になり、エーレンフェストに二人の花嫁が嫁いだ。そのことで「ゲオルギーネ様がずいぶんと故郷に肩入れしている」とか「下位のエーレンフェストにそこまで気を遣う必要があるのか」という言葉が飛び交っているのは耳にしているが、アーレンスバッハとエーレンフェストの間で警戒しなければならないような出来事が何かあったとは聞いていない。


……領地間の情勢と言いつつ、領主候補生同士の諍いさかいだろうか？


食堂で夕食を食べながら私は領主候補生であるディートリンデ様達を遠目に見た。彼女は寮内でも学生達に対して我儘な態度を見せることもある。アーレンスバッハの方が上位領地だからとローゼマイン様に無理難題を押しつけたのかもしれない。


……ありえる……。


上の者がやらかしたことで、下位領地の上位者から私のような下っ端が文句を言われるのは常だが、師弟関係まで影響を及ぼすのは止めてほしい。


悶々もんもんとしたまま、私は夜を過ごした。






翌日、私は少しでも早く話し合いがどうなったのかを知りたくて、講義を終えるや否いなやヒルシュール先生の研究室へ駆け込んだ。扉を開けた瞬間、研究室がいやにガランとしている。テーブルの上や棚に積まれていた資料が減っていて、物置の扉が閉まらなくなるくらいに積まれていた魔術具が見当たらない。どうやらフェルディナンド様は資料と魔術具を持ち帰ったらしい。


……完全に拒否されている。


アーレンスバッハの学生である私には絶対に見せないという考えが一目でわかって絶望的な気分になった。いつかフェルディナンド様がまとめた資料を見せてもらいたい。魔術具について話をしてみたい。そんな希望が砕けて散っていく。


「……ヒルシュール先生」


いつも通りに羊皮紙に魔法陣を描き込んでいるヒルシュール先生に目を向けた。私は本当にこのまま弟子としてこの研究室に出入りしていて良いのだろうか。私を弟子にし続けることで、ヒルシュール先生が研究に必要な資料を得られなくなったり、金銭的に苦労したり、辛つらい思いをすることになるのではないか。


私は何と言えば良いのか、言葉を探して研究室のあちらこちらへ視線を巡らせる。冬の終わりに借りて、ずっと読みふけっていた資料が見えた。気付いたことを書き散らしたメモ書きの塊かたまりがある。描きかけの魔法陣はテーブルに広げられたままだった。自分が没頭していた研究内容が次々と脳裏のうりに浮かんで、泣きたくなった。ここを離れたくない。もっと研究していたい。


「……辞めたくないです」


「何を言っているのですか？　貴方はわたくしの弟子だと言ったでしょう？」


魔法陣を描いていたヒルシュール先生がペンを置いて、突っ立ったままの私を見上げ、片眼鏡をキラリと光らせた。


「ところで、ライムントはフェルディナンド様の弟子になる気はありますか？」


「……はい？」


どうやら耳がおかしくなったようだ。いくら何でも「フェルディナンド様の弟子になる気があるか」とは夢にしても都合が良すぎる。本当は何と言われたのだろうか。私が聞き返すと、ヒルシュール先生は一つ息を吐いて、昨夜の話し合いについて教えてくれた。


「昨日、わたくしはフェルディナンド様と危険な魔術具の処理や情報漏洩ろうえいの観点から色々と話し合いました」


私が改良を得意とするため、危険な魔術具は片付けなければならなくなった。また、詳しくは教えてくれなかったけれど、アーレンスバッハとエーレンフェストには確執があるようで情報漏洩が心配されていたらしい。


「情報漏洩については、わたくしが注意することになりました。ライムントがフェルディナンド様の作った魔術具にとても興味を持っていること、魔術具の改良に才能があることを伝えると、フェルディナンド様も貴方に興味を持ちました。どうやらローゼマイン様からの報告に、貴方へ本を見せてあげたいというお願いもあったようです」


私が行った改良についてローゼマイン様が熱心に伝え、強く推薦すいせんをしてくださったそうだ。そのおかげで私はフェルディナンド様の遠隔講義を受けられることになったらしい。


「もちろん貴方の希望があって、フェルディナンド様の試験に合格したら、の話ですよ。愛弟子まなでしであるローゼマイン様に出された課題を見ればわかるように、フェルディナンド様の教育は厳しいですから安易に希望すると、後で大変なことになるでしょう」


幸運過ぎて一体何が起こっているのかわからない。だが、ヒルシュール先生から弟子になるのか誘われた時と同じだ。ここを逃せば絶対に後悔する、と自分の中の何かが知らせている。迷っている場合ではない。


いつかフェルディナンド様と魔術具について話ができるのではないか、と望んでいたのは私だ。自分が知りたいことを学ぶことは苦にならないと、私はこの一年で知った。すでに研究に没頭できる楽しさを知っている。


……試験？　全力で合格すれば良い！


領地や身分が理由で弟子を辞めなければならないのかという不安や絶望に比べたら、フェルディナンド様の試験に合格できるかどうかという不安など小さいものだ。自分の努力だけで何とかなる。


「やります！　ぜひ、やらせてください！」


私は力一杯答えた。
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俺は昔の服を木箱から引っ張り出して着替えると、愛いとしい妻に声をかける。


「コリンナ、ちょっと呼ばれたから行ってくるよ」


「あら、オットー。外出なのにそんなくたびれた恰好で良いの？」


「昔馴染みだからね」


俺にとっての昔馴染みは、旅商人だった頃の知り合いのことだ。子供達にも声をかけると、俺は家を出た。階段を降りて建物の外に出れば、首元を冷たい風が吹き抜けていく。


「うわ、意外と寒くなってるな」


俺は上着の首元を押さえながら足早に歩く。思い返せば今年の夏は忙しすぎて暑さを感じる余裕もなかった。他領の御用商人達が帰ったし、領主一族の女性達が主催した新しい染め物の催しが終わったことで、ギルベルタ商会もようやく一息つけるようになったけれど、そろそろ冬支度を始める時期だ。まだまだ忙しい。


「さて、ドルムは何の用だろうか……」


今日待ち合わせをしている旅商人のドルムは、俺が旅商人だった頃にお世話になった人だ。フレーベルタークからエーレンフェストの辺りをうろうろとしている。コリンナと結婚することになった事情や当時稼いでいた金の使い道について親に説明してもらったという多大な恩がある。恩返しの時かと考えながら、俺はエッボの酒場へ足を踏み入れた。


ここも兵士の頃には当時班長だったギュンターとよく来ていたが、最近は大店おおだなの店主の接待でイタリアンレストランへ行くことが多くてしばらく足を運んでいなかった。ガヤガヤと騒がしい店内をぐるりと見回せば、隅の方のテーブルでドルムが軽く手を振っているのが見える。俺は軽く手を振り返しながら店の奥にあるカウンターへ移動した。


「エッボ、ベレアと腸詰めを頼むよ」


「お、大店の旦那様じゃねぇか。珍しいな。もうこっちへは来ないと思ってたぞ」


「たまには肩の凝る仰々ぎょうぎょうしい服を脱ぎたくなるんだ。わかるだろ？」


「違いねぇ」


俺が大銅貨を出すと、ゲラゲラと笑いながらエッボが料金を受け取って木の杯さかずきを手に取った。なみなみとベレアが注がれた木の杯を持つと、ドルムの待つテーブルへ向かう。


「よぉ、ドルム。久し振りだな」


「オットー、来てくれてよかった。あんまり街が変わってるから、お前さんも変わっちまったんじゃねぇかって……いつの間にやら大店の旦那様だもんな」


ハァと大仰な溜息を吐いた後、ドルムが席を勧めてくれる。俺は苦笑しながら座ってベレアを飲んだ。旅商人同士で飲む時はヴァントールには祈らない。旅商人はここの神々に認められていない存在だからだ。


「それにしても、この街、いくら何でも一年の間に変わりすぎじゃねぇか？　別の街に来たかと思ったぜ。街が綺麗になってるだけじゃねぇ。ゴミの捨て方も新しい決まりができてるし、その辺にゴミを捨てたら兵士が目を吊つり上げて怒ってくる。何なんだ。ったく」


すでに結構飲んでいるらしいドルムは赤ら顔で愚痴を言い始めた。エーレンフェストのあまりの変化に目を白黒させる旅商人達をこの夏はたくさん見かけたので、苦笑するしかない。


「俺達も慣れるまで大変だったさ。綺麗に保てなかったら、領主様の魔術で俺達の住む平民の街は完全に取り潰つぶされるんだから」


「そんなわけ……」


「あるから兵士が睨みをきかせてるんだよ。ドルムは余所者だからまだ注意で済んでるみたいだが、何度も同じことをしていると要注意人物として街から放り出されて二度と入れなくなる。気を付けろ」


俺の注意にドルムは「面倒臭いことになってるな」と顔をしかめた。確かに、領主様が下町に目を向けたことで面倒になったことも多々ある。急激な変化に文句を言っている年寄り連中だっていないわけじゃない。だが、俺はこの変化を面白いと思っている。


「オットー、お前さぁ、御用商人が出入りするようになるなんて去年の今頃は言ってなかっただろ？　それに、井戸のポンプなんて新しい物が増えてるくせに、めぼしい商品がねぇのはどういうことだよ？」


御用商人とは領主会議の取り決めに従って買い付けをする大店の商人達のことだ。どこの領地にも登録がないままいくつもの土地をさまようようにして商売をする旅商人とは全く立場が違う。


「エーレンフェストの聖女が目覚めて動き出したのさ。そのせいで他領から注目されて、御用商人達が動くことになったわけだが……本題は何だ？　わざわざ俺を呼び出す用件があるんだろ？」


他領で仕入れた物を売るだけならば、わざわざ俺を呼び出す必要はない。それに合わせた店に行けば良いだけだ。元旅商人でなければ理解できない、共感できないような頼み事があるに違いない。


「話が早くて助かる。冬の間、世話になる村長の娘のための髪飾りが欲しいんだ。去年、持っていった時に気に入られて、今年、赤いのを仕入れるって約束していたんだが……まさか一つもないとは思わなくてな」


去年の今頃は平民達の秋の成人式や冬の洗礼式に向けて色とりどりの髪飾りが店先に並んでいた。だが、今年のギルベルタ商会は髪飾りが棚に並んでいない。


「夏から秋の初めにかけてやってきた中央とクラッセンブルクの御用商人達が買い漁あさっていったからな。今は注文された分を順番に作っていくだけで手一杯だ。街の娘達の注文分が間に合うかどうかというギリギリの状態なんだよ」


「そんなことになっているのか……」


「後は冬の手仕事だ。冬支度が始まる時期にあまり無理はさせられないからな」


冬支度が満足にできなければ死活問題だ。雪に閉ざされる冬の間にゆっくり作れる髪飾りは、必然的に後回しになる。


「……とは言っても、俺も元旅商人。冬の居場所と居心地は大事だよな」


市民権を持っておらず、自分の荷馬車くらいしか明確な居場所がない旅商人にとって、冬の居場所を確保できるかどうかは生死を左右する。また、そこの居心地は非常に大事だ。長期間閉じ込められる閉鎖的な場所ではどうしても鬱憤うっぷんを向けられやすい立場になる。村長の娘の機嫌を取れるかどうかで、ドルムの冬の生活は大きく変わるだろう。


「お前ならわかってくれると思ってたぞ、オットー」


「でも、髪飾り職人ではないのに作り方を知っていて、仕上がりの質が保証できるってかなり難しいな」


村長の娘に売る髪飾りならば、初心者の練習作品を横流ししたところで満足してもらえないだろう。何と言っても村の頂点だ。富豪ふごうの娘に売れるような既製品が必要になる。それなりに作り慣れた職人でなければ難しいが、職人達に余裕は全くない。


俺は頭の中で今まで売ってきた富豪の娘を思い浮かべていく。自分が対応し始めて以降の客は明確に思い浮かべることができるが、その商品を作った職人達は全員が注文を抱えている。


……正式に職人として登録されていない髪飾り職人なんていたかな？　最初に作っていたのはトゥーリとマインちゃん……あ！


考え込む俺の脳裏に閃ひらめいたのは、トゥーリの母親エーファの存在だった。彼女はマインの母親として初期から髪飾り作りをしていた。オトマール商会のフリーダやローゼマイン様の洗礼式の髪飾りは、トゥーリと一緒に作っていたと聞いている。腕前に問題はない。今回の件ではうってつけだ。ただ、染色の催しでローゼマイン様から布の依頼があった。そちらの仕事を優先されれば難しいかもしれない。


「……一人だけ当てはあるが、忙しそうだからな。引き受けてくれれば良いが……」


「頼む。この通りだ」


「特急料金はいただくぞ。ここはそろそろ冬支度を始める時期だから」


「わかった」


俺はドルムから料金を受け取ると、自分の店のダプラ見習いであるトゥーリを通してエーファにお願いすることに決めた。






「トゥーリ、頼む。エーファさんにお願いしてくれ」


俺がギルベルタ商会の執務室へ呼び出して頼むと、トゥーリは少し考えるように上を向いた後、ニコリと笑った。


「わたしから母さんに頼むのは構いませんよ。ローゼマイン様の布も染め終わったみたいで、先日工房に届きましたから今はそれほど忙しくないと思います。料金も多めにいただけるようなので、あまり嫌な顔はされないでしょう。……けど、交換条件として最高級の糸を多めに仕入れてくれませんか？」


「えーと、トゥーリ。ちょっと意味がわからないんだけど……何のために？」


トゥーリの口から交換条件が出てきたのは初めてだ。俺は少し面食らいながら、その条件を吟味ぎんみし始めた。最高級の糸を何のために仕入れなければならないのか。今まで通り、ローゼマイン様に似合う、それぞれの貴色きしょくではダメなのか。正直なところ、注文が来る前から最高級の糸をたくさん揃そろえておくのは無駄になった場合に非常に困る。


「何となく、本当にただの勘なんですけど、去年みたいな突然の大仕事が来るような気がするんです。一番糸が多くなる今の季節に買い込んで、事前に準備しておきたいと思って……。ローゼマイン様の髪の色に合わせた糸はある程度揃えているけれど、それで合わない髪の持ち主から依頼が来た時に困るんです」


「一応領主一族の女性に合わせた糸は準備したよな？　その上でどこの誰なのかもわからない、そもそも注文が来るかどうかもわからない相手のために最高級の糸を仕入れておきたいってことかい？」


俺の問いかけにトゥーリが真剣な目で頷く。


「勘だけで、無駄になるかもしれない糸を仕入れてほしいとは言いにくいので交換条件にしたんですよ。でも、本当に嫌な予感がするから、ローゼマイン様の髪飾りを早めに仕上げて手を空けておきたいんですよね」


色々と考えた上で交換条件を出してくるとは、トゥーリもなかなか強したたかになってきたものだ。去年の冬に王族からの依頼が来てビクビクと尻込みしていたとは思えない。どうせエーファ以外に頼める当てはないし、トゥーリの商人らしい一面の成長が面白くて、俺は交換条件を呑んだ。


「わかったよ。トゥーリのお眼鏡に適う糸を探しに行こうか」


「ありがとうございます」






エーファから承諾しょうだくの返事をもらった翌日、俺はトゥーリと一緒に糸問屋へ出かけた。量産品用の糸を購入するだけならば俺でもできるが、王族に納品できるような最高級の髪飾りに使いやすい糸の色や太さ、艶つやなどは、実際に作るトゥーリに決めさせるのが一番だ。


「ローゼマイン様やフロレンツィア様の髪飾りに使わない色がほとんどないから、そこを何とかしたいんですよね」


ローゼマイン様は季節毎に髪飾りを購入する。フロレンツィア様とシャルロッテ様は髪の色がほとんど同じなので、注文が少なくても使い回せるし、彼女達の専属に回すこともできる。最高級の糸であっても、一応採算が取れるのだ。けれど、客が決まっていない場合は難しい。


「うーん、そりゃ誰からどんな注文が来ても対応できるようにたくさんあるのが一番だけど、ローゼマイン様に使えない色は余った時に困る。五色までかな。あまり多くは仕入れられないよ」


トゥーリが鼻歌混じりにいくつもの色合いの糸を並べていくのを見ながら、俺は急いで上限をつけた。お貴族様は階級によって、使える糸も変わってくる。いくらお金があっても、超えてはならない線があるのだ。


「いざとなったら、ローゼマイン様から他領の領主一族のお友達に紹介してもらって王族にも売れたんですよって押し売りするとか……どうでしょう？」


「上位の領主一族が既製品を購入してくれればいいけど、無理だろうね。トゥーリが作った物ならば買い取るというローゼマイン様のようにはいかないよ」


王族と並ぶような上位の領主一族が喜んで既製品を手に取るとは思えない。貴族院で印象付けるためにローゼマイン様から領地内の貴族へ贈る髪飾りでも、それぞれの階級や髪の色を考慮して購入するくらいだ。最高級の糸を使用した髪飾りを購入する者達は、デザインも色も自分の好みに合わせて注文するだろう。


「余るのも困りますけど、ないのも困りますよ。去年の冬は大変だったじゃないですか。……あ！　これ！　このビーズ！　どうしたんですか？」


途中まで言い訳がましく購入理由を述べていたトゥーリが、青い瞳を輝かせて小さなビーズを手に取る。だが、俺は見た。店主がトゥーリに見えるようにそれとなく箱を移動させているところを。


「ボタン屋の店主が髪飾りに使えないかって売り込みに来てたんだ。糸と一緒に置いてほしいって……」


「使えますよ。花や葉に付けたら朝露あさつゆのように輝くと思います。旦那様、これも仕入れて良いですか？」


トゥーリから興奮気味に訴えられ、糸問屋の店主から「ちょっと値引きするから」とにんまり笑われれば、俺としては「いいよ」と答える以外に道はない。商売上手め。


「これから先ずっと店主に仲介料を取られるのも癪しゃくだ。直接ボタン屋とも話をつけておくことにするよ」


「それは助かる。ビーズは俺の管轄外かんかつがいだし、棚に置くには邪魔だ」


俺達はボタン屋へ足を運ぶことになり、上機嫌のボタン屋の店主から数種類の大きさのビーズを買い付けた。


「可愛い物がたくさんありましたね。小さいボタンや金属の飾りも組み合わせれば、もっと髪飾りを素敵にできるかも……？」


買い物袋を抱えたトゥーリはご機嫌で、これから先の髪飾りのデザインについてブツブツと呟いている。俺はデザイン的な部分であまり相談に乗れないので、周囲に視線を向けた。


「あれ？　ベンノと……カーリンかな？」


中央広場から北側に入ってすぐのところで、路地へ入っていった二人連れに俺は目を留める。あの赤茶の髪はカーリンに違いない。何となくベンノをからかうネタが見つかった気がして、俺は二人が曲がっていった路地まで足を速める。


並んで歩いているのは、間違いなくベンノとカーリンだった。あちらこちらを指差し、何やら言い合いながら歩いている。冬支度の買い物だろうか。街の案内だろうか。二人ともある程度お互いの存在に慣れてきたのか、商業ギルドで初対面だった時よりはずっと親しそうで、気安い雰囲気に見える。


「ふーん、あの二人、意外とお似合いじゃないか。領地同士の関係がどうのと言っていないで、ベンノは諦めて結婚すればいいのに……。トゥーリもそう思わないか？」


「……年が違いすぎますよ。あの人、わたしとあんまり変わらないじゃないですか。ベンノさんが選ぶとは思えません」


カーリンは確か十六歳と言っていたと思う。赤茶の髪に青い目が印象的な美人だ。トゥーリは十三歳だが発育が良くて大人びて見えるので、確かにパッと見た感じは同じくらいの年頃に見える。だが、トゥーリと話をしている時より今のカーリンの相手をしている時の方が、ベンノの表情がよほど親密というか、空気が馴染んでいる気がした。


……やっぱり成人しているかどうかが大きな違いかな？　それとも、小さい頃を知っているトゥーリではベンノの方に保護者感が出るからかな？


「まぁ、ベンノが選ぶと思えないってところは同意するよ。あいつには大事な想おもい人がいるからさ。……個人的にはそろそろ結婚を考えてもいいと思うけどね」


「え？　想い人？　ベンノさんに？」


「トゥーリは知らないかい？……とは言っても、俺もコリンナから聞いただけなんだけど」


目を見張るトゥーリに、俺は成人前後のベンノとその亡くなった恋人リーゼの話をしながら足を動かす。俺も知らない、昔の話だ。あっという間にギルベルタ商会に到着した。






エーファに注文した髪飾りは俺の予想以上に早く完成した。髪飾りは揺れる小花が付いていないけれど、大きな花の形はローゼマイン様の物とよく似ている。領主の娘の専属が作った特別な髪飾りと書いたカードを添えて、ドルムに渡した。これでドルムの冬の生活は安泰あんたいだろう。


俺は良いことをした満足感でいっぱいだったが、顔を険しくしたベンノに押しかけられ、自分の執務室で説教を受けることになった。子供達の手前、「仕事の話だ」と執務室を二人だけにし、父親の体面をギリギリ保ってくれたことには感謝しておく。けれど、せっかくコリンナが淹れてくれたお茶に手を伸ばすこともできない雰囲気だ。


「お前がまだ旅商人と関係があることには文句を言わんが、付き合い方はちょっと考えろ。職人の数が足りなくて注文を受けられなかった客もいる中で特別扱いをするんじゃない。ギルベルタ商会の旦那様として注目される立場になってるんだ。今のお前が優先しなきゃいけないのは、旅商人時代の知人じゃなくて、この街の客だろう」


ベンノの言い分は、俺も頭では理解できる。だが、感情はどうにもついていかない。


「この街の客は髪飾りがなかったところで生死に関わるような事態にならないからさ。深刻な事態になりそうな方を優先したいと思っちゃうんだよ。……やっぱり俺の根っこの考え方が旅商人なんだろうな」


「根っこはどうでもいい。人目に触れる部分はきっちり取り繕え。あまり目立つことはするなってことだ。それから、トゥーリを通じてあそこの家族には口止めをしておけよ。余計なことは喋らないと思うが、念のためだ」


染め物の催しでエーファはローゼマイン様の専属候補として注目されることになった。俺のせいで協力してくれた彼女に悪意のある噂うわさが立ったり、ローゼマイン様との関係を邪推じゃすいするような奴が出てきては困るとベンノは言う。


「わかった。その辺りは十分に注意するよ。……それはそうと、この間、見たぞ」


お説教が一区切りついたことを察して、俺はさっさと話題を変える。ベンノは警戒するように眉をひそめて俺を見た。


「ベンノとカーリンが二人で歩いているところだよ。結構仲良くやってるじゃないか。商売上の利点はあるし、結婚しても良いと思うけどな」


「んぁ？　あぁ、カーリンに知られたくない作業を一気に終わらせるために、買い物に行ってこいってマルクに追い出された時のことか……」


見習いと買い出しを命じたら、途中ではぐれたカーリンが店に戻ってきて慌てふためいたことがあるらしい。本当にはぐれたのか、彼女が見習いを撒まいたのかわからないが、それ以降はベンノが連れ出すようになったそうだ。


「情報漏洩を防ぐためとはいえ面倒臭いぞ。実務で細々とした指示を出すのは俺よりマルクの方が向いている。そのせいで、俺は子守りを押しつけられているんだ」


嫌そうな顔で腕を組んでそう言ったベンノに、俺は顔をしかめた。


「あのさ、結婚を押しつけられそうになってるベンノがカーリンを邪魔に思うのは仕方ないことだと思うよ。でも、俺から見れば可哀かわい想そうすぎる。もうちょっと優しくしてやっても良いんじゃないか？」


カーリンは領地の順位が第一位のクラッセンブルクの大店で生まれ育ったにもかかわらず、ここ数年でちょっと注目され始めた田舎のエーレンフェストへ、しかも、父親でもおかしくないような年齢の男に嫁ぐために連れてこられたのだ。それなのに、その田舎の商人に目の前でバッサリと断られた挙げ句、父親からは置き去りにされた。


「そりゃ、カーリンの父親は強引で傲慢ごうまんな商人みたいだけど、あの娘自身は父親に振り回されているだけじゃないか。まだプランタン商会に何かをしたわけでもない。自力で帰ろうとした彼女を、野垂のたれ死じにされたら困るって引き留めたのはベンノだ。それなのに、周囲からの警戒心が剥むき出しな環境に置かれて、泣き言も言わずによく頑張っていると思うよ。ベンノはこの先のカーリンの状況を想像したことがあるのか？」


大店のお嬢様が肩身の狭い思いをしながら一年契約の住み込みダルアとして生活しなければならない状況へ追いやられた。おそらく次の夏にクラッセンブルクへ戻ったところで結婚を断られた女と笑い者になり、親から離れてエーレンフェストで過ごしたことで傷物扱いされ、役に立たなかったと父親から罵ののしられるような生活が待っていることだろう。


それに、父親を追いかけて船に乗るための旅費を得ようと、手持ちの服や宝飾品を売ろうとしていたカーリンの相手をしたのは俺だ。彼女の懐ふところ事情はよくわかる。エーレンフェストの商人達に借りを作らず、一人だけで何とかしようとしている彼女の冬の生活は決して楽ではないはずだ。


「カーリンが気丈だから何事もないみたいに見えるけど、気の弱い娘だったら、あまりにも情けない立場になったことを悲観して自殺してもおかしくないぞ」


「……そのくらいは知っている」


「だったら……」


「だが、俺はここで中途半端に手を差し伸べる気はない。カーリンの事情とウチの店の事情は別だ。同情だけで結婚なんぞできるわけがない」


ローゼマイン様という後ろ盾を得て領主一族の専属に成り上がったプランタン商会と違い、カーリンの店は上位領地の老舗しにせだ。情報を守ることを考えると圧倒的に不利だという。


「俺はベンノなら何とかできると思うけど？　ローゼマイン様の後ろ盾だって……」


「ふざけるな、オットー。お前はローゼマインの後ろ盾に甘えられると本気で思うのか？　アレは貴族相手に必死で俺達のために道を作ってくれているが、生来しょうらいの領主一族じゃない。貴族社会でのあいつの立場は危ういもんだ」


いつどのように立場が変わるかわからないとベンノが俺を睨んだ。俺の目にはローゼマイン様が領主の養女として順調に進んでいるようにしか見えなかった。領主の息子との婚約も決まったし、ずいぶんと貴族社会に馴染んでいて安泰だと感じたのだが……。


「ただでさえ危なっかしいのに、これ以上の負担をかけるつもりはない。それに、俺はあいつを補佐しつつ成り上がると決めた。今はこれ以上大事なものを抱え込む余裕はないんだ。俺にとって大事なのは、プランタン商会やギルベルタ商会であり、リーゼとの約束だ」


……ここでどうしてリーゼとの約束が出てくるんだい？　過去にしがみつき過ぎじゃないか？


俺は喉のどまで出かかった言葉を呑み込んだ。ベンノの赤褐色の目があまりにも真剣で険しくて、とても軽口を叩けるような空気ではなかったからだ。


「いざとなったら、俺はカーリンを始末してでも、ローゼマインや領主様がクラッセンブルクに不利な立場にならないようにするつもりだ」
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ベンノの決意が痛いほどに伝わってくる。その目の険しさはかなり昔のベンノを思い出させた。ピリピリ苛々いらいらしていて近付きにくい。この鋭い目付きだけは少し和やわらげておかないと、後でコリンナとベンノに懐いている娘のレナーテに怒られるだろう。


「悪い。余計なことを言っちゃったかな。ちょっとカーリンへの態度が厳し過ぎると思ったけど、更に警戒させることになったみたいだ」


俺は先に謝って、お茶のカップに手を伸ばす。コリンナがせっかく淹れてくれたお茶は完全に冷め切っていた。それを一口、二口と飲んでいく。ベンノは一つ息を吐いた後、同じようにお茶のカップを手に取った。


「いや、俺も少し気を付ける。……あいつが悪いことをしたわけじゃないからな」


冷たくなっていたお茶がベンノの感情を冷ましてくれたようだ。ホッとして、俺はカップを置く。


「じゃあ、冬の仕事について話をしようか。これはトゥーリの勘で予想なんだけど……」


トゥーリの嫌な予想について話をすると、ベンノは顔をしかめて「できるだけ準備はしておけ」と指示を出し、プランタン商会での対応について考え始める。もういつものベンノだった。
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「嫌だ。私は第二夫人など娶めとらぬ。フロレンツィアも嫌だろう？」


「好き嫌いで判断することではございませんよ。アウブには必要ではありませんか。わたくしはアウブ・エーレンフェストの第一夫人として対応いたします。ご安心なさいませ」


第二夫人を迎えたくないと駄々をこねて嫌がる夫を宥なだめながら、わたくしは今後どこの領地との繋がりが必要なのか吟味しなければならない状況になっています。


いつもならばエルヴィーラが相談に乗ってくださるのですけれど、フェルディナンド様のご結婚が決まってからというもの、本当にとても珍しいことに感情を荒らげていました。それはもちろん、話を聞いたエルヴィーラの大事なお友達も同じことです。


お茶会ではハンカチもなく過ごせないという有様で、王命の無情さを嘆なげき、これまでのフェルディナンド様の半生を振り返っては不遇さに涙を流しています。彼女達が落ち着くまで、わたくしからの相談は控えた方が良いと思わざるを得ません。


王命が不本意なものですし、ヴェローニカ様に疎まれていたフェルディナンド様がよく似た面差おもざしのディートリンデ様とご結婚することになるのです。とても歓迎できない事態でしょう。


けれど、ジルヴェスター様と話し合えば王命を回避できたかもしれないところを、フェルディナンド様がエーレンフェストにとっての最善を見据えてアーレンスバッハへ向かう、とおっしゃったのです。王命である上に、ご本人がすでに決意していることですから、わたくし達が大騒ぎをするのはフェルディナンド様のためにならないのではないでしょうか。


「……何か良い方法はないかしら、ローゼマイン？」


フェルディナンド様が望んだことだと理解させ、皆の心を落ち着かせるためにはどうすれば良いのか相談したつもりだったのですが、ローゼマインには少し違って受け取られたようです。


「湧き上がる激情を無理やり抑えるだけでは不満も残るでしょう。ですから、怒りも嘆きも悲しみも、全ての感情を創作に向けるのはいかがでしょうか？」


「……ごめんなさい。どういう意味かしら？」


「フェルディナンド様をモデルにお話を作るのはどうでしょう？　せめて、お話の中だけは幸せにしてあげるのです」


予想外の答えに戸惑うわたくしの前でエルヴィーラがバッとローゼマインを振り返りました。


「お話の中だけでも幸せに……ですって？」


「そうです。お母様の手でフェルディナンド様を幸せに導いて差し上げてくださいませ。そうして感情を昇華しょうかすれば、少しは落ち着いて見送ることができるのではないかしら？」


エルヴィーラの漆黒の目が輝き、周囲のお友達を見回します。皆が揃って力強く頷かれました。こうして、わたくしには思いもよらなかった「フェルディナンド様を幸せにし隊」の活動が始まったのです。






フェルディナンド様が神官長を退くため、ローゼマインは引き継ぎをしなければならず、自分の側近達と共に忙せわしなく神殿に戻って行きました。


ローゼマインが忙しい間、わたくしも忙しくしていました。アーレンスバッハへ向かうフェルディナンド様のために贈り物の準備をしたり、各地のギーベに知らせを送ったり、城の内部の彼の仕事を振り分けたりしなければなりません。その合間を縫ってお茶会に参加し、「フェルディナンド様を幸せにし隊」の活動に目を光らせなければならなくなったのです。


エルヴィーラが目を輝かせて「こうすれば、フェルディナンド様の不遇を訴えられるのではないかしら？」と不遇さを書き連ねるのを見て、わたくしは溜息を隠せませんでした。あまり真正面から王命を批判する物語になるとエーレンフェストが困るのですが、感情が荒れている今の彼女達の耳には届かないでしょう。


……どうすればフェルディナンド様のお話だと気付かれないようなお話になるかしら？


わたくしは悩みに悩んだ結果、このように声をかけました。


「フェルディナンド様の不遇さを訴えるお話という点には賛成いたしますけれど、フェルディナンド様がご自身のお話だと気付けば取り上げられてしまうかもしれなくてよ、エルヴィーラ」


「そうですわ。皆様、絵の販売を止められた悲劇を繰り返さないようにしなければ！」


「えぇ、あの時の絶望感を何度も味わうわけには参りません。決してフェルディナンド様のお話だと気付かれてはならないのです」


フェシュピールの演奏会でフェルディナンド様の姿絵が売られ、それが本人に見つかって、以後の姿絵は禁止されてしまいました。あの時の嘆きも大変だったのです。同じ悲劇は繰り返さない、と「フェルディナンド様を幸せにし隊」の心が一つになるのを感じました。


「フェルディナンド様とわからないようにするためにはどうすれば良いのかしら？」


「主人公の名前を変えたところで、エーレンフェストから出た本の、王命によって大領地に婿入りをした不遇の領主候補生という時点でどなたのお話なのかはすぐにわかりますわよね？」


ひとまずフェルディナンド様のお話だとわからないようにするという方向に皆の気持ちを向けられたことにわたくしは安堵の息を吐きます。


「……王命による婿入りが珍しいですからねぇ」


婿を取るよりは嫁を取る方が多いのです。王命による婿入りともなれば、すぐにわかるでしょう。どのようにその部分を誤魔化すのか、それはとても難しい問題です。


「王命ではなく、アウブの命令にしてはいかがでしょう？」


「フロレンツィア様、それでは王命の無情さがちっとも伝わらないではありませんか」


「アウブ・エーレンフェストが悪者のように感じる者が出そうなので、あまり賛成できません」


「……そうですね」


ここにいる皆が創作にどこまで感情的になるのかよくわからないため、わたくしは自分の提案を下げました。このような創作で「フェルディナンド様を幸せにし隊」におけるジルヴェスター様への評判を下げるわけには参りません。


「お嫁入りならばそれほど目立たないかもしれませんけれど……」


どなたの呟きだったのかわかりません。ただ、その言葉にエルヴィーラがハッとしたように顔を上げました。


「それですわ！」


「エルヴィーラ様、何ですか？」


「フェルディナンド様のお立場を女性に置き換えて書くのです。そうすれば、どなたもフェルディナンド様のお話だとは思わないでしょう！」


エルヴィーラの突然の言葉にわたくしは呆然ぼうぜんとしてしまいました。意味がわかりません。それはもうフェルディナンド様のお話ではないでしょう。


けれど、わからなかったのはわたくしだけだったようです。皆は目を輝かせて賛成し始めました。


「まぁ、なんて素晴らしい提案でしょう！　それでしたら、ご本人にもわかりませんわね」


「洗礼式直前に引き取られて不遇な子供時代を過ごす者は決して少なくありませんもの。きっとお話を読む方々の共感を得られますわ」


「最後が幸せになれば、今、不遇の立場にいる者にも希望を与えることに繋がります」


女性として書かれることになるフェルディナンド様がエルヴィーラ達の手によってもっと不遇の立場に追いやられているような気がしたのですけれど、それに関しては見ない振りをすることに決めました。


……最も大事なのはフェルディナンド様のお話だとわからないようにすることと、王命批判をなるべくやんわりと包んでもらうことですもの。別人の話になりそうなのは歓迎することではありませんか。


「やはり貴族院での恋も入れなければ！　エルヴィーラ様のお話でしたら、それを期待していらっしゃるご令嬢も多いでしょう」


「そういえばフェルディナンド様の貴族院時代の噂には王女とのものがあったではありませんか。王子との恋物語を入れるのはどうかしら？」


「素敵ですわ！　王子が惹ひかれても当然と言えるほどに美しく賢く素晴らしい女性ですけれど、母のない領主候補生ということで王子の周囲には反対されるのです」


そこで華やいだ歓声が上がり、主人公と王子の恋愛が決定してしまいました。皆が楽しそうで何よりですし、ここまでかけ離れてしまえばフェルディナンド様のお話と思う方はいないでしょう。


「そして、二人を引き離すために下された王命を撤回してもらえるように、王の説得を試みて、最終的には王命の撤回と主人公の愛を王子が勝ち取るのですね」


「あら……？　わたくし、そのお話、どこかで聞いたことがあるような……」


「アナスタージウス王子とエグランティーヌ様のお話ですわ。せっかくですから、参考にさせていただきましょう。これでフェルディナンド様とは誰も思わないでしょう」


最終的に主人公が幸せになるまでの大まかな道筋ができたことでエルヴィーラ達は満足したようです。細かい部分についての話し合いが始まりました。


ジルヴェスター様も女性にするのか、男性のままにするのか、主人公が女性である以上、側近も女性にするべきではないのか、などが話し合われます。


「主人公の名前はどうしましょう？　せめて、主人公のお名前だけは繋がりがあるようなものでも良いかしら？　あまりにもかけ離れてしまうと感情移入できなくてペンが動きませんもの」


エルヴィーラの発言によって、主人公の名前をどうするか皆が頭を捻り始めます。いくつもの候補が出て、最終的にはフェルネスティーネで決定しました。フェルディナンド様とエグランティーヌ様を程よく混ぜたそうです。


ジルヴェスター様は異母兄そのままで、母親からフェルネスティーネを庇かばう役となりました。わたくしへの配慮と、ときめきが足りない前半部分にエルヴィーラの気分を乗せるために必須ひっすの存在だそうです。


……フェルディナンド様の護衛騎士であるご自分の息子でさえ、あっさり女性騎士にしてしまえるエルヴィーラからの貴重な配慮ですもの。ありがたくいただきましょう。


「ここにたくさんあるフェルディナンド様伝説から物語に向くお話を探し出しましょう」






こうしてできあがった原稿はエルヴィーラの下で側仕え見習いになるために修行中のベルティルデを通してグレッシェルで印刷されることになりました。ハルデンツェルの印刷は冬だけですし、神殿のローゼマイン工房にはフェルディナンド様の目がございますから。


あまりにも大長編となったため、ダンケルフェルガーの本と同じように分冊されることになりました。一巻は領主候補生として洗礼式を受け、義母にいじめられ、異母兄に庇われながら貴族院へ行き、王子と恋に落ちるまでです。


貴族院へ向かう直前に完成した本を見せられたローゼマインは呆然とした顔になっていました。


「……お母様、これは女性になっていますけれど、フェルディナンド様のお話ですよね？」


ジルヴェスター様が気付かれたようにローゼマインも気付いたようです。けれど、フェルディナンド様とよほど親しくしている者でなければ気付かないようなので、わかる人だけにわかるフェルディナンド様のお話としてはよくできているのではないでしょうか。


「あら、ローゼマイン。この物語は虚構きょこうの話であり、登場する団体・人物などはすべて架空かくうのものです、とここに明記されているでしょう？　似ているように感じられても別人なのです」


……フェルディナンド様がその言葉で誤魔化されてくだされば良いのですけれど。
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パチッと音を立てて暖炉だんろの火が爆はぜた。暖炉の前を陣取っているのは、王族の髪飾りを作っているわたし達だ。わたしは複雑に糸を編んで髪飾りを作っている手元から視線を上げる。すぐに薪まきを足す必要はなさそうだと判断すると、再び手元へ視線を落とした。


「トゥーリ、こっちはできたよ。そっちはどう？　間に合いそう？」


「多分大丈夫。今年は先に注文書が届いたし、糸の準備もできてたから去年よりはゆとりがあるもの」


「トゥーリの予想、大当たりだったね」


冬になる前から予想していた通り、やはり王族からの依頼がやってきた。今までは必死に作っていたけれど、ある程度の目処めどがついたことで張り詰めていた雰囲気が緩んだ。そうなると、今度は手より口が滑なめらかに動くようになる。


「今年は前準備ができてたから余裕を持ってできたけど、来年の冬は成人前だからトゥーリは実家で過ごすんでしょう？　大丈夫かしら？」


今から来年の冬を心配しているダプラ達の言葉にわたしはクスと笑った。そう、来年は成人式の晴れ着を作るために実家で冬籠もりする予定だ。わたしの場合は夏生まれなので、その晴れ着をそのまま結婚式でも使うことになる。ギルベルタ商会のダプラ見習いとしては、気合いが入るところだ。丁寧に作らなければならない。


「大丈夫だよ。グニラもいるんだから」


グニラはめきめき髪飾りの腕を上げているダプラだ。成人していて腕が良いので、旦那様やコリンナ様が貴族街へ行って髪飾りの注文を取る時に同行することが多い。彼女がいれば来年の冬の依頼も大丈夫だと思う。だが、安心感と同時に羨望せんぼうもある。


……わたしも早く成人したいな。


貴族との交渉へ同行することでグニラは立ち居振る舞いがどんどん洗練されているし、貴族から直接注文を受けるようになっている。ローゼマイン様の専属という立場が近い内に脅おびやかされるのではないかとも考えてしまうのだ。


「トゥーリからこんなに頼りにされてるんだから、グニラはトゥーリの成人式が終わるまで結婚しちゃダメよ。一度に二人がいなくなったら困るもの」


「何よ、それ？　わたし達がいなくても平気だから、余計なことを考えずに早く結婚しろってルキに言ってほしいくらいなのに。ねぇ、トゥーリ」


グニラが苦笑した。ルキはグニラの恋人だが、グニラより収入が多くなるまで求婚したくないと言っているらしい。恋人同士でも実際に結婚に踏み切るまでには色々あるようだ。


「結婚と言えば、プランタン商会の旦那様はどうするのかしら？　元々はこの店の旦那様だったわけだし、この夏に結婚ならお祝いが必要じゃない？　他領の御用商人達が来るんだから、それこそ早めに準備が必要だと思うんだけど」


「あぁ、クラッセンブルクの娘？　前にベンノさんがどこかの店へ案内する様子を見たけど、結構仲良さそうに歩いてたもの。このまま結婚するでしょ。商売上は利になることばかりだし……」


大領地クラッセンブルクの商人の娘が置き去りにされたことは、商人達の間で有名だ。大領地と繋がりを持つことは商売上も利が多く、商業ギルド長が取り持とうとしていたくらいなので、さすがにベンノさんも結婚することになるだろうというのが大方の意見だ。


……ベンノさんが結婚なんて……。


秋の終わり、髪飾りの糸を買い込みに行った時にわたしもベンノさんとカーリンが連れ立って歩く姿を見た。グニラが言っていたように二人で仲良く連れ立って歩いていたし、何だかお似合いに見えてしまって、何故かわからないけれど、妙に嫌な気分になったものだ。今のように二人の噂話を聞くだけでも落ち着かなくなって、もやもやそわそわしてしまう。


「……ルッツは違うって言ってたよ。事情があるから保護してるだけで結婚の意思はないって……」


「そうなの？　でも、大領地の御用商人の娘よ。断るような理由なんてないじゃない」


プランタン商会のダプラ見習いであるルッツの言葉は信憑性しんぴょうせいが高いはずだ。それなのに、わたしの言葉は軽く流される。皆は髪飾りを作っている間の暇潰ひまつぶしになる話題が欲しいだけで、真偽しんぎはどうでも良いに違いない。その証拠に彼女達の話題はポンポンと移り変わっていく。


「確かカーリンだっけ？　美人だし、商人としても有能って噂よ」


「プランタン商会の旦那様の結婚準備なら豪華になるんじゃない？」


「わたしだったら新しい家具はインゴ工房に頼んでみたいわ。グーテンベルクなんでしょ？」


自分達が結婚する時に揃える物についての話になり、腕の良い家具職人や店の評価で盛り上がり、周囲の恋人達や婚約者の噂話へと流れていく。皆の話に相槌あいづちを打ちながら、わたしはルッツから聞いた言葉を心の中で何度も繰り返した。


……ベンノさんはクラッセンブルクの商人の娘と結婚なんかしないんだよ。相手がいくら美人でも重要な情報を流すような人じゃないし、そんなことをしたらマインの立場が悪くなるかもしれないもん。


ベンノさんの結婚の噂を聞いて不安だったわたしに、ルッツが流してくれた情報だ。「旦那様は結婚しない」とキッパリと断言してくれたことで、わたしはすごく安心した。


……わたしは無責任な周囲の噂話よりベンノさんやルッツを信じるよ。






王族の髪飾りの納品が完了すると、今度は夏向けの商品作りだ。たくさんやってくる他領の御用商人達向けに様々な価格帯の髪飾りを量産していく。旦那様やコリンナ様は「今は物珍しさでたくさん売れているけれど、そのうち似たような飾りがそれぞれの領地で作られるようになる」と言っている。今のうちにしっかり売っておきたいようだ。


次々と髪飾りを作るうちに冬の終わりになった。


「グーテンベルクへ神殿から召喚状しょうかんじょうが届きました。神官長が同席を希望しているということなので、今回の参加はプランタン商会とグーテンベルクに限らせていただきたいというのが旦那様の意向です。以前に話し合ったこと以外にローゼマイン様へ伝えることはありますか？」


今回の呼び出しは、グーテンベルクの長期出張の話と、春の終わりに行われる領主会議への要望などが主な話題になるらしい。ルッツによると、城での販売会の時にも話し合いの場があったようで、大まかな合意は終わっているそうだ。


「いや、プランタン商会が矢面やおもてに立ってくれるのは助かるな。任せるよ」


旦那様の返事に頷き、さっさと帰ろうとするルッツをわたしは急いで捕まえた。


「ルッツ、後でわたしにも何の話をしたのか教えてね」


「トゥーリ？」


「わたしの中で神官長って例の契約の時の印象が強くて……。神官長の呼び出しって聞くと、どうしても不安になるの」


マインをローゼマイン様にすることを静かに要求されたあの時を思い出してしまうのだ。神官長が同席するという言葉にはどうしても緊張してしまうし、ベンノさん達が何を言われるのか気になって仕方がない。


「長期出張の前に一度家へ帰るから、その時に話す。……もちろん話せる分だけな」


「ありがとう、ルッツ」


その約束に胸を撫で下ろし、わたしはルッツを見送った。






「雪解けに祝福を。春の女神が大いなる恵みをもたらしますように」


春の挨拶と共にルッツがギルベルタ商会へやってきた。今日は実家へ帰る日だ。ルッツは長期出張前に両親と会うため、わたしはルッツから会合の様子を聞くために。


普段より質素な服に着替えて待ち構えていたわたしを、同僚達がニヤニヤとした顔で見てくる。


「いいわね、一緒に帰ってくれる恋人がいるんだから」


「いってらっしゃい。またしばらく会えなくなるんだから仲良くね」


いくら「恋人じゃないから」と否定したところで余計に面白がってからかわれることは目に見えている。わたしはルッツと顔を見合わせると、軽く肩を竦めて受け流して外へ出た。


その途端、頬を刺すような冷たい風を感じた。暦こよみの上では春になったとはいえ、道にはまだ解けきっていない雪が残っている。灰を撒いて雪を少しでも早く溶かそうとしている人達の姿があり、ガタガタと動く馬車が雪解け水を跳はねていく。


「……ねぇ、ルッツ。大通りは避けて、こっちの裏道から帰らない？」


「あぁ。家に着くまでに風邪かぜを引きそうだし、荷車の少ない道の方が早く帰れるもんな」


この時期は中央広場より南へ入ると、雪道に難儀なんぎしている荷車を引く者から手伝ってほしいと声をかけられることも多い。人通りの少ない道を選びたいという気持ちはルッツも同じだったようだ。


角を曲がって少し歩くと、前方の角から見慣れた人物が出てきた。


「あ、ベンノさんじゃない？」


こんなところで会えるなんて奇遇きぐうだ。弾んだ声を上げたわたしは、ベンノさんの隣を歩く赤茶の髪の女性に気付いて目を見張る。ベンノさんの肩くらいの身長で、まるで雪道を歩くことに慣れていないような変な歩き方をしていて、ベンノさんが転ばないように手を貸している女性はカーリンに違いない。あまりにも二人の距離は近かった。まるで恋人同士だ。この様子を見ていれば、結婚を拒否しているとは考えないだろう。


カーリンの歩き方が変なせいで、少し歩くだけでも二人との距離はどんどん近付いていく。何となく近付きたくなくて歩みを緩めるわたしと違って、ルッツは早足になってベンノさんへ声をかけた。


「旦那様、これから商業ギルドですか？」


「おぅ、ルッツじゃないか。お前達は帰るところか？」


振り返ったベンノさんがニッと笑う。急にベンノさんが立ち止まって振り返ったことで、カーリンが転びそうになった。


「ちょっと、ベンノ！　危ないじゃない」


パッと顔を見た印象で気が強そうな美人だと思っていたが、本当に気が強いようだ。青い瞳でベンノさんを睨んで文句を言っている。


……え？　おかしくない？　プランタン商会の人間なのに旦那様であるベンノさんを呼び捨てにしていいの？


変則的な一年契約の雇用関係とはいえ、雇い主と従業員のはずだ。信じられない思いで見ていたが、呼び捨てにされているベンノさんは「あ、悪い」と言っただけ。当然のこととして受け入れている。それに、二人だけで一緒に出かけているところを見られても特に気にしていないようだ。不意にわたしは何だか息苦しい気持ちになってきた。


「ねぇ、ルッツ。こちらのお嬢さんは？」


体勢を立て直したカーリンが青い目を瞬かせ、わたしを物珍しそうに見つめる。ベンノさんを呼び捨てにしていて良い印象を抱けなかったせいだろうか、何だかルッツに呼びかける様子も馴れ馴れしいと感じてしまった。よく考えれば、同じ店で働く同僚なのだから、わたしがそんな苛立ちを感じる方がおかしいのだけれど。


「わたしに紹介してくれないの？」


ルッツはベンノさんと視線を交わし、困ったように眉尻を下げてわたしを見た後、「……幼馴染みのトゥーリです」と簡潔に答えた。多分カーリンが望んだ言葉ではなかったのだろう。不満そうにルッツを見て、わたしを見て、それから意味ありそうな笑みを浮かべた。


「あら、それだけじゃないでしょ？」


カーリンの青い目は「恋人じゃないの？」と雄弁ゆうべんに語っている。ルッツとわたしが恋人同士だと勝手に思い込んではやし立ててくる人達と同じ表情だ。カッと頭に血が上るのを感じた。周囲がわたしとルッツを恋人扱いしていることは知っているし、いくら弁解べんかいしても聞いてくれないので面倒臭くて放置しているけれど、ベンノさんの前でそういうことを言われたくない。


「それだけです。ただの幼馴染みですから」


「ふーん、そうなの。幼馴染み。……いいわね」


わたしの反論を歯牙しがにもかけない様子で、カーリンがフフッと笑う。微笑ましいという言葉がよく似合う笑顔に、わたしは何だか子供扱いされている気分になった。


「トゥーリ、こちらはカーリン。クラッセンブルクの商人の娘で、今はプランタン商会のダルアだ」


「はじめまして。……雪道に慣れていないように見えますが、クラッセンブルクはエーレンフェストより寒くて雪が多いのでは？」


ハルデンツェルへ行ったルッツから、クラッセンブルクは更に寒いところにあると聞いたことがある。わたしがカーリンの変な歩き方に不審ふしんを抱くのも当然だろう。


「雪用の靴くつを持ってないの。クラッセンブルクは雪が多すぎて、地下街が発達しているから」


地面を指すカーリンにつられて、わたしは足元を見た。なんとクラッセンブルクはエーレンフェストと違って土の中に街が広がっているため、雪の中を歩くことがほとんどないらしい。話を聞いても、すぐには理解できない。虫が土の中に巣穴を作ることもあるけれど、それの巨大な感じだろうか。


「そういえば、旦那様は商業ギルドへ行く予定じゃなかったんですか？」


カーリンの話を打ち切るようなルッツの言葉に、わたしはベンノさんへ視線を移した。情報を奪われたら困るはずなのに、重要な話をする商業ギルドへカーリンを同行させる意味がわからない。わたしが不安な気持ちを隠さずに見上げると、ベンノさんは苦笑気味に手を振っていつも利用している中古服屋を指差した。


「俺が商業ギルドで用を済ませている間、こいつは服の買い物だ。春物がないからな」


ベンノさんの口利きで少しおまけしてもらうために同行しているらしい。二人の目的地が同じでないことがわかって、わたしは胸を撫で下ろした。


「気を付けて帰れよ」


中古服屋の前で別れ、わたし達は交通量が少ないせいか雪が多めに残っている道を歩いた。雪が少し凍っている部分を歩けばザクザクと音が響く。そのくらい周囲はシンとしていた。


「ハァ、助かったよ。トゥーリがギルベルタ商会のダプラ見習いだって言い出したらどうしようかと思った」


「え？」


「髪飾り、他領の御用商人達にとっては重要商品じゃん？　作り方さえわかれば自領で生産できる。だから、髪飾り職人の情報ってかなり重要視されてるんだ。去年の夏は不用意に出歩くなって言われてただろ？」


ルッツの言う通りだ。どこへ行く時も必ず誰かと一緒に、できれば男性を連れていくように言われていたことを思い出す。秋の終わりから冬になると、他領の御用商人達がいないので誰もそんなことを口にしなかった。そのせいで、すっかり忘れて気が抜けていたようだ。カーリンは他領の御用商人の娘で、情報を求めている人だから、わたしはもっと警戒しなければいけなかった。


……ベンノさんの前でルッツと恋人扱いされて怒る前に、周囲の状況をよく見なきゃダメじゃない。


「プランタン商会の人達は、カーリンがいると本当に気が抜けないね」


「あぁ、今日も元々ライゼガングへ持っていく書類を準備するために誰かがカーリンを店から連れ出すことになってたんだ。……商業ギルドに用があるって言ってた旦那様が担当するとは思わなかったけど」


服などの身の回りの荷物はカーリンに見られても特に問題ないが、印刷協会や植物紙協会の書類は隠しておきたいらしい。


……なぁんだ。


二人だけで出かけていた理由やプランタン商会が重要な情報を秘匿ひとくするために店全体で頑張っていることがわかった途端、わたしの中の不満が消し飛んでいく。気分と一緒に雪の道を歩く足取りが軽くなった。


「ねぇ、ルッツ。この間は神殿にグーテンベルクを集めてどんな話があったの？」


「次に行くのはライゼガングってところなんだけど……」


ルッツが話しても良さそうな情報だけを選んで教えてくれる。ライゼガングでも平民達が暮らしている下町に仕事場を準備してもらえるようにお願いしたこと。ローゼマイン様がグーテンベルクに依頼していたマットレスが神殿へ納品されたこと。それを神官長が気に入って、その場で追加の注文があったこと。


「ザックがヴェルデ工房を領主一族全体の御用達ごようたしにするって息巻いてるよ」


「ふーん。そういえば、神官長が同席する理由は何だったの？」


「石屋について知りたがってた。特に、解体に失敗した時に出てくる魔石関係。……あの時は大変だったぜ。オレ以外に答えられる奴がいなくてさ……」


普段は貴族の対応に慣れているベンノさんが代表として回答しているが、ベンノさんやマルクさんは森で狩りや獲物の解体をしないので石屋に出入りすることがない。職人の大半は大勢のお貴族様が並ぶ中で失礼にならない言い回しで答えられるような教育を受けていない。ルッツはかなり緊張しながら、神官長に答えたそうだ。


「失敗したり、怒られたりしなかった？」


「大丈夫だって。神官長はローゼマイン様が青色巫女の頃から面倒を見てるし、ウチの父さんや母さんの物言いにも文句を言わなかったんだ。平民の言動がちょっとくらい変でも怒り出すような人じゃない」


マインと引き離されたことが一番強く印象に残っているわたしと違って、ルッツにとっての神官長は家族全員の言い分を聞いて親子関係を取り持ってくれた人だ。


「わたしだって神官長がローゼマイン様を支えてくれていることは知ってるよ」


……感情として割り切れないところが残っているだけで。


わたしは口を噤んで歩いた。ふっと沈黙ちんもくが落ちて、雪を踏みしめる足音が妙に大きく聞こえるようになる。ルッツはわたしの様子を窺うかがい、少し視線を巡らせた。


「……後は、何を話してたかな？　あぁ、そうだ。旦那様の結婚についてローゼマイン様が質問したんだ」


「え？　それで何てベンノさんは答えたの？」


「結婚はしないし、ローゼマイン様や領主様にとって不利になるようなことはしないって宣言してたよ。城での話し合いでは、エーレンフェストが交易こうえきでクラッセンブルクより少しでも優位に立つために、カーリンの父親にも罰を下すのはどうかって進言したらしい。今後、同じようなことをする商人が出ないようにって……」


「ホントに？　さすがベンノさん。すごく安心したよ」


皆の前で質問してくれたローゼマイン様に感謝したい。わたしが一番知りたかったことを聞き出してくれたのだ。ローゼマイン様じゃなくてマインだったら、ぎゅーって抱きしめて頭を撫でまくって褒めただろう。


鼻歌混じりに歩を進めるわたしに対して、今度はルッツが口を噤んだ。不意に落ちた沈黙に、今度はわたしがルッツの様子を窺う。ルッツの緑の目がわたしをじっと見つめた。


「……あのさ、トゥーリは旦那様が好きなのか？」


「え？」


ルッツの質問が突然すぎて、予想外でビックリした。わたしは何度か目を瞬かせた後、思わず笑い出す。


「ルッツったらいきなり何を言い出すの？　わたしはお店とかローゼマイン様のことが心配なだけだよ」


「そうか？」


「そうだよ。ベンノさんは大店の旦那様で、ずっと年上だし、わたしみたいな成人もしていない子供がそんな感情を持つわけないでしょ。そりゃ、素敵だと思うけどね。いきなり変なこと、言わないで」


わたしが笑い飛ばすと、ルッツは少し首を傾げて「うーん……」と唸うなるように言いながら歩いていく。


「いきなりそんなことを言われたらベンノさんだって笑うよ。他の人には言わないでね」






わたしは釘くぎを刺したけれど、ルッツは別に余計なことを周囲に言うような子ではない。何事もなくライゼガングへ出発する日が近付き、雪が完全になくなる頃には旅立っていった。


日差しが日に日に強くなり、初夏の訪れを感じさせる頃になると領主会議がある。わたし達平民は参加できないが、生活には大きな影響があるお貴族様の会議だ。


その報告会があった。神官長がアーレンスバッハへ婿に行くことになって、ローゼマイン様にまた危険が及ぶかもしれないという報告にも驚いたけれど、わたしが一番驚いたのは、神殿を出た後のベンノさんとギルド長だ。


どうやらベンノさんは独断で「エーレンフェストにとって不利になることはしない」と宣言したらしく、神殿から出た直後にギルド長と往来で喧嘩けんかを始めた。ギルド長は多少強引な手を使ってもベンノさんとカーリンを結婚させて大領地との繋がりを強化したかったのに、ベンノさんは「他領との関係より自領の貴族との関係が大事だ」と、お貴族様の力まで使って拒否したのだ。顔を真っ赤にして怒るギルド長の主張によると、ベンノさんの執とった手段は商人同士の関係だけを考えれば最善手とはとても言い難い強行策だったようだ。


……でも、それだけベンノさんはカーリンと結婚したくなかったってことだよ。仕方ないね。


領主会議が終わってしばらく経たつと、他領の御用商人達がやってくる時期だ。カーリンの実家は御用商人から外されたため、ベンノさんはクラッセンブルクの御用商人の一人にカーリンの帰路を任せることを決めたようだ。こちらに瑕疵かしがないことを告げ、カーリンの道中の安全を保証させ、クラッセンブルクの問題はクラッセンブルクで解決するように交渉していると旦那様から聞いた。その交渉の場でもローゼマイン様の威光を使いまくっていたらしい。


……「使えるものは何でも使わなきゃね」だって。


基本的にコリンナ様のことで頭がいっぱいの旦那様だが、元旅商人なので長距離の旅が味方のいない女性にとってどれだけ危険なものかよく知っている。言葉の端々はしばしから旦那様もカーリンの安全には結構口を出しているように感じた。






夏が終わり、風が冷たくなってくると、御用商人達はそれぞれの領地へ戻り始める。雪が深く、街が地下にあるクラッセンブルクの商人達は帰路につくのが他の領地より早い。


今日はクラッセンブルクの商人達が街を出発する日だ。カーリンが本当に帰るのか、また置き去りにされないか、妙に心配になったわたしは見送りの列に参加していた。クラッセンブルクの御用商人達が泊まっていた宿の従業員や商業ギルドの職員の一部、交流の深かった大店の店員などに加えて、物見高い見物人も大勢いる。


名残なごり惜おしそうに会話をしながら西門へ向かう行列の中で、わたしはベンノさんに礼を述べるカーリンをじっと見つめていた。


「ありがとね、ベンノ。わたし、プランタン商会で過ごせて、エーレンフェストへ来られてよかったと思ってる。置き去りにした父さんのことは許せないけど……」


クスクスと笑うカーリンの目には父親に置き去りにされ、結婚を断られて故郷へ連れ戻される悲愴感ひそうかんは全くない。エーレンフェストでの生活も、故郷に戻った後の生活も楽ではないはずなのに、力強い笑顔を浮かべている。今まで良い印象を抱いていなかったけれど、カーリンは強くてすごい女性だと感じずにはいられなかった。


「許す必要はない。徹底的に反抗してやれ」


そう言いながらカーリンを見つめるベンノさんの赤褐色の目はとても甘さを含んだ優しさを帯びていて、離れ難いと雄弁に語っている。今まで見たことがない熱のある眼差まなざしを見て、わたしは胸を鷲わし掴づかみにされたような痛みを覚えた。


……なんで？　どうしてベンノさんがそんな目でカーリンを見てるの？


わたしが明確な答えを出したくないだけで、答えなんて明らかだ。ベンノさんはカーリンを特別大事に想っている。


「……お前、これからどうするつもりだ？」


「うーん……。わたしの目標はベンノが超えちゃったから、わたしはベンノの目標を超えようかしら？」


悪戯いたずらっぽく笑ったカーリンはベンノさんの頬に軽く口づけると、手を振ってクラッセンブルクへ戻る商人達と一緒に歩き出す。


頬を押さえて「……ったく」と顔をしかめながらも、ベンノさんは小さくなっていくカーリンの背中から目を離さない。


わたしは自分の中から湧き上がってくるもやもやとした感情と胸の痛みに翻弄ほんろうされながら、二人の距離が離れていく様子をじっと見つめていた。


西門の向こうへ一行が行ってしまうと、見物人が踵きびすを返して三々五々日常へ戻っていく。秋の冷たい風が吹いた。一度目を伏せたベンノさんが西門に背を向ける。その途端、目が合った。


「よぉ、トゥーリも見送りに来ていたのか」


フッと笑った顔は、いつも通りのベンノさんの表情だ。親しい者に見せる笑みだけれど、先程カーリンに向けていた熱など欠片かけらもない。無造作にポンポンと軽く頭を叩く仕草は、ベンノさんがわたしに対してよくすることだ。いつもならば、恥ずかしくなるようなむずむずとした嬉しさを感じるのに、今日は哀かなしさしか感じない。


「……子供扱い、しないでくださいよ」


「あぁ。悪い、悪い」


苦笑しながら何事もなかったような顔でスタスタと去って行くベンノさんの背中を見つめて、わたしは泣きたい気分になった。違うのだ。わたしが欲しいのは、親しい子供に対する扱いではない。さっきカーリンへ向けていたような熱のある眼差しだ。


でも、ベンノさんに子供扱いされても当然だ。彼が感情を抑えて、プランタン商会の旦那様としての立場を優先しているなんて知らなかった。ローゼマイン様や領主様の不利にならないように、自分の恋情を押し殺してカーリンと離れることを選んだなんて気付かなかった。カーリンが帰郷することを、彼女の実家が罰せられることを無邪気に喜んでいた自分はどれだけ残酷ざんこくな存在だろうか。


わたしはベンノさんの背中を見つめながら足を動かす。今日の中央広場は人が多いせいか、ベンノさんの背中しか見ていなかったせいか、誰かとぶつかった。よろけて踏ん張り、何とか転ぶことは回避する。


けれど、その数秒間で、わたしはベンノさんの背中を見失った。何だか迷子になったような気分で、わたしは噴水のところに腰掛ける。もう水浴びをして遊ぶ子供もいない。


「早く大人になりたい」


意味をなさない周囲のざわめきに向かって、わたしは呟く。


大人になったところでベンノさんの恋愛対象に入れるはずがない。それくらいはわかる。今までたくさん大人の女性がいても、ベンノさんは誰にもあんな目を向けなかったのだ。カーリンでなければならない何かがあるのだろう。でも、わたしはもう子供でいたくなかった。


「知りたくなかった。こんな感情が自分の中にあるなんて」


カーリンと自分を比べて、羨んで、妬んで、二人が離れることを喜ぶ自分の気持ちになんて気付きたくなかった。


不意に「トゥーリは旦那様が好きなのか？」と言ったルッツの声が脳裏に蘇よみがえった。きっとあの時にはもう好きだったのだ。色々な理由を付けて、実る希望のない想いに気付きたくなくて無自覚に蓋ふたをしていたに違いない。


……馬鹿ばかみたい。ルッツにはとっくに気付かれてたのに。


目頭めがしらが熱くなってきて、わたしは俯うつむいた。膝の上に涙が落ちる。


「ルッツの言った通りだったよ。わたし、ベンノさんのこと、好きみたい」


わたしが小さく零こぼした言葉を受け止めてくれる者はいない。


周囲のざわめきに心情を吐露とろしたこの日、わたしは自分の恋を初めて自覚し、失恋した。
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「おい、ギュンター」


補佐のオリスに声をかけられて、俺は振り返る。オリスは俺がハッセへ護衛任務で向かう時に小銀貨五枚の手当と引き換えに留守番をしてくれる有能な補佐だ。こいつがいなければ、ハッセでマインと会うこともできなくなるかもしれないという意味では大事な恩人だ。


「何だ？　またお貴族様の馬車が北門へ来るとでも言うのか？」


「その通りだ」


「まだ前の馬車が通り抜けてないんだろう？　勘弁してくれ」


俺はげんなりとした気分でオリスと一緒に北門の上へ向かう。門の上部からは街の様子がよく見える。神殿の正門と北門の間にある馬車屋通りは近いので尚更だ。


「最初にやって来たお貴族様は門番がいないって言ってたが、この時期に神殿の門が開かないってどういうことだよ」


オリスの愚痴もよくわかる。この時期というのは、冬の社交界に向けて貴族達が次々と貴族街へ集まってくる季節のことだ。長旅で疲れている貴族には機嫌の悪い者が多く、門番の兵士にとっては要注意の時期になる。


そんな時期に貴族達を受け入れる神殿の正門が開かないのは、どう考えてもおかしい。一台くらいならば、事情があって貴族用の門を使えない貴族なのかと思うだけだが、もう六台目だ。






「お前等、まだここにいたのか……」


「お貴族様と騎士様の近くに寄りたくないですから」


門の上には普段ならば見張りが二人だけだが、今日は人数が多い。皆があちらこちらに避難しているせいだ。


俺は少し身を乗り出すようにして馬車屋通りの馬車の動きを注視した。二台の馬車があって、職人達が汚れを落としたり、部品を交換したりしている。もし、大掛かりな修理が必要なくらいに壊れている時は新しい馬車に乗り換えることもできるし、貸し出しもしている。通常、貴族の馬車は街に入ってきた後、馬車屋通りで旅の汚れを落とし、神殿の正門からその奥にある貴族用の門を抜けて貴族街へ入っていく。そのため、馬車屋通りが賑にぎわうのは、貴族が多く出入りする夏の盛りと秋の終わりだ。それ以外の季節は富豪が馬車を借りていることが多い。


「……確かにお貴族様の馬車が北門へ向かって動いているな。なぁ、オリス。騎士様へもう一台増えるって報告した方がいいと思うか？」


「あぁ。そろそろ尋問じんもんが面倒になってきた騎士様に八つ当たりされると思う」


俺が士長を務める北門を通る馬車は、貴族街に用のある平民がほとんどだ。それなのに今日は馬車屋通りで準備を整えていた馬車が、神殿の正門ではなく北門へ方向転換を始めるのである。昼からそんな馬車ばかりだ。


「神殿で何が起こっているんだ？」


最初に北門へやってきた一台目の馬車が「神殿に門番がいないから」とこちらを通過する理由を述べた時、俺達兵士は神殿へ行こうとした。だが、それを騎士が止めたのだ。「彼等が後ろ暗い事情を隠すための嘘うそに違いない。余計なことをするな」と。


他の門と違って北門には騎士も詰めているため、貴族の相手は騎士に任せることになる。騎士に命じられれば、俺達兵士は身分差で勝手に動けない。長旅の後で神殿の門が使えず、北門を通ろうとしたら妙な疑いをかけられて機嫌が最悪になっている貴族と、裏事情があるに違いないと決めつけて通過検査に力の入っている騎士のとばっちりを受けないように離れておくしかなかった。


……俺は神殿でマインに何かあったのではないかと、飛び出したくて仕方がないのに！


「士長、そろそろ神殿へ様子を見に行ってもいいんじゃないですか？」


「良いと思うか、レクル」


「さすがに神殿がおかしいって気付かなきゃ馬鹿ですよ」


レクルの言葉に勇気をもらって、俺は下へ降りていく。馬車がこちらへ向かっているという報告と、神殿の様子を見に行く許可を得るためだ。そこでは北門を通過する上での検査に協力したがらない貴族が、騎士を相手に怒りを炸裂さくれつさせていた。


「神殿の門番がおらず、貴族門が使えぬのだ。私とて好んでこちらへ来たわけではない。文句があるならば、其方が神殿の門を開けよ！」


「北門を通る以上、検査は必要なのです。これまでの四台の馬車には例外なく検査を受けていただきました。ギーベであってもご協力いただきます」


平民の俺としては、「下町側から神殿へ入って、誰かに門番の行方や事情を尋ねる」「門番が戻るまで下町でおとなしく待機する」「北門を通るのだから騎士様の検査に快く協力する」のどれかを選択してくれれば揉もめ事ごとは起きないのにと思ってしまう。


だが、貴族は平民用の門を使って自分から神殿へ行くなどあり得ないし、平民や灰色神官は説明に来る対象であって質問に行く相手ではないし、汚い下町で待機などできるはずはないし、騎士が身分の高い自分に検査など無礼だと本気で考えているのだ。


……普段の通路が使えず、平民の門を使わなければならない事態が非常に屈辱くつじょくってことはわかるけど、面倒臭ぇな。


「騎士様」


「何だ？」


思うように検査が進まなくて苛々しているらしい騎士にギロリと睨まれた。だが、ここで怯ひるむ気はない。


「この後にまた一台、馬車がやってきます。そろそろ原因の解明のために神殿へ行く許可をいただけませんか？」


俺が提案した途端、「余計なことをするな！」という騎士の声と「ぐずぐずせずに早く行け！」という貴族の声が同時に出た。


一瞬の沈黙の後、貴族が騎士を睨む。どうやら貴族は騎士より身分が高いようだ。騎士は「申し訳ございません」と言った後、黙り込んだ。


「私は貴族門さえ使えれば、このような通用門に用はないのだ。そこの兵士、神殿へ行って門番を引きずり出してきなさい。私はこれから神殿へ向かう準備をする」


「かしこまりました。神殿へ赴おもむいて門番の不在を伝え、代わりの門番を立たせるように言ってきます」


大義名分を得て神殿へ行けることになったので、俺は険悪な雰囲気になっている騎士と貴族の横をそっと通り抜け、急いで駆け出した。






馬車屋通りの前を駆け抜け、神殿の正門が閉まっていることを一度確認する。それから、下町側の門へ向かって走った。


「……いるじゃねぇか」


神殿の門の付近に灰色神官達の姿が見える。何か厄介事が起こって席を外していただけのようだ。どうせ席を外すことになった原因も貴族の無茶振りに違いない。普通の貴族が平民や神官達に対してどのような扱いをするのか、俺はよく知っている。


「おーい、さっきまで門番がいなかったみたいだが、何かあったのか？」


俺は灰色神官達を森へ連れ出すための保証人や冬支度の指南役をしていたし、ハッセへの護衛にも必ず参加している。孤児院で生活している奴等は大体顔見知りだ。大声や荒っぽい言動に慣れていない彼等を緊張させないように気を付けながら声をかけた。


「あぁ、ギュンター様。それが、交代に来たら誰もいないので、私達にもよくわからなくて……」


どうやら彼等は交代のために出てきたばかりで、状況がまだつかめていないようだ。これ以上は尋ねても大した答えが返ってくることはないだろう。俺はさっさと踵を返すことにする。


「俺は別に怒っていないが、門番がいなくて神殿を通れないと北門で足止めを食らっているお貴族様はカンカンだ。これから二台の馬車が立て続けに来るから覚悟しとけ」


「……ご迷惑をおかけしました」


詫わびる灰色神官に背を向けて、俺は北門へ走る。貴族の馬車に乗っている御者に声をかけて、神殿の門番が戻っていることを伝えた。北門での言い合いをずっと聞かされていた彼は相当疲弊ひへいしていたのだろう。ホッとした様子ですぐさま神殿へ馬車を走らせ始めた。


……ふぅ、平穏が戻ったな。


俺は北門の兵士の部屋でゆっくりと息を吐いた。何にせよ、大きな問題が起こらなくてよかった。そう思う。神殿はマインの居場所だ。問題は起こってほしくない。


しかし、普段と違うことが起こっているのに、何事もなく終わるはずがなかった。






「ギュンター、上へ騎獣でやって来た騎士様がお前を呼んでるぞ！」


お貴族様の馬車が去り、兵士達が日常業務を始めてしばらくすると、補佐のオリスが飛び込んできた。北門に詰めている騎士ではなく、平民の士長である自分が名指しで呼ばれるなど、明らかな緊急事態だ。俺は慌てて階段を駆け上がって門の上へ出る。


「ダームエル様とアンゲリカ様ではありませんか」


門の上にいた騎士は、マインの護衛騎士の二人だった。ダームエル様はマインがまだ青色巫女見習いの頃から護衛として側にいる騎士だ。神殿から下町の家まで送り迎えしてくれ、神殿で他領の貴族と対立した時にマインを守ってくれた。ローゼマイン様となった今でも、娘を守ってくれているようで、ハッセで顔を合わせることもある。


もう一人の女性騎士アンゲリカ様もハッセの小神殿で、マインの背後を歩く姿を見たことがある。マインが名前を呼んでいたので一応覚えているだけで、ダームエル様と違って直接会話をしたことはない。


俺を呼び出した騎士が見知った顔だったことに、少しだけ肩の力が抜けた。二人がとんでもない無理難題を言ってくるような貴族でないことはわかっている。と、同時に、ローゼマイン様の護衛騎士達が北門へやってくる意味に気付いて姿勢を正した。
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「ローゼマイン様に何がございました？」


「話が早くて助かる。アンゲリカ、シュティンルークの準備を！」


「はっ！」


アンゲリカ様が自分の剣に手をかける。何が起こるのかと緊張が走った。騎士がいきなり飛び込んできて武器を手にすれば、平民の兵士など簡単に殺される。反射的に武器に手を伸ばしかけて、俺は自分の手を押さえた。


だが、アンゲリカ様は剣の柄つかに触れるだけで抜こうとはしない。その姿勢のままで「準備完了です、ダームエル」と言った。何の準備ができたのか知らないが、ダームエル様は一つ頷いて説明を始めた。


「先程、ローゼマイン様とフェルディナンド様のお二人が揃って神殿を不在にしたところ、門番が四人さらわれた。犯人の目的はどうやら神殿長室への侵入だったらしい。その形跡けいせきが認められている。おそらく灰色神官が何人消えたところで誰も気に留めないと思い込んでいる貴族の仕業しわざだろう、とフェルディナンド様は推測していらっしゃった」


俺はグッと腹に力を込めて、「何だと!?」と叫びたいのを呑み込んだ。またしてもマインが貴族に狙われ、危険が迫っているのだ。俺が顔色を変えたことに気付いたのか、ダームエル様が少しだけ灰色の目を笑みの形に細めた。


「安心せよ。ローゼマイン様ご自身には何事もない」


マインに怪我けがなどがないことを知って、俺はそっと胸を撫で下ろす。


「四人の灰色神官を救助するため、神殿長室を荒らした犯人捜索そうさくのため、其方等に協力を求む。下町の兵士を動員して目撃証言を集め、四人をさらった不審な馬車の情報を持ってくるように」


そこで一度ダームエル様が言葉を切って、軽く手を振った。それを見たアンゲリカ様が剣の柄から手を離す。何をしているのかと訝いぶかしく思う俺に、ダームエル様が灰色の目を向けた。


「ギュンター、其方に話を通せば手早く動いてくれるとローゼマイン様はおっしゃった。頼むぞ」


目の前に立っている護衛騎士のような立派な貴族が周囲にいるにもかかわらず、マインは俺を頼ってくれたらしい。馬車の目撃情報を集めるならば、騎士より兵士が確実だ、と。


……ここで応えなきゃ父親失格だろう！


「四の鐘が鳴った後から、門番がいないという理由でお貴族様の馬車が北門へやって来ました。北門を通過した馬車を四台、交代の門番が出てきたことにより神殿へ向かった馬車を二台、確認しています。これらの馬車に不審な点は特にありませんでした」


「街へ入ってきた馬車は……」


「それは北門以外で情報を集める必要があります」


他領の貴族を入れてしまった時のような失敗は二度としたくない。マインにとって危険な犯人は、父親の俺が排除はいじょするのだ。少なくとも、娘の期待には応えたい。俺はダームエル様から補佐のオリスへ向き直る。


「オリス！　情報収集だ。班分けをして灰色神官四人を乗せた不審な馬車の目撃情報を集めさせろ。それから、レクル！　神殿から門番がいなくなった時間をもっと絞しぼり込みたい。朝番だった奴等からも情報収集を。馬車屋通りにも聞き込みをして神殿の正門へ入っていった最後の馬車を見ていないか確認しろ。情報が集まったら中央の会議室へ知らせに来い！」


「はっ！」


命令を受けた兵士達が素早く散るのを見て、俺はダームエル様に向き直った。


「私はこれから全ての門を回り、士長権限で情報収集に協力するように伝えます」


「いや、それは私達がやるつもりだ。騎獣があるので、其方が行くよりよほど速く移動できる。アンゲリカ、シュティンルークは作動するか？」


「やってみます」


アンゲリカ様が再び剣の柄に触れた。反射的に武器へ手を伸ばしたくなる。と、同時にアンゲリカ様の剣から神官長の声が流れ始めた。先程のダームエル様の説明をそのまま喋る。


……何だ、これは？


記憶にある神官長の声で喋り始める奇妙な剣。「これで他の兵士にも過不足なく伝わるだろう」とダームエル様は満足そうだし、アンゲリカ様は「シュティンルークに説明は任せます」と頷いているが、武器に手をかける時点で他の兵士より魔術具を見慣れている俺でも直立不動でいるのが難しい。


……これを野放しにできるか!?　他の門の兵士が卒倒するぞ。


「では、アンゲリカは西門だ。私は東門へと向かう。南門で落ち合おう」


「お待ちください！　同乗が可能であれば私もお連れください。見知らぬ騎士様が突然現れて武器を手にされては、兵士達が冷静に話を聞けません」


俺が同行を願い出ると、ダームエル様は少し考え込んだ。


「祈念式や収穫祭に同行していたので、我々の顔はある程度は知られていると思っているのだが……」


「ローゼマイン様の護衛としてハッセへ向かうのは、兵士の中でも一部です。全ての門の士長がダームエル様やアンゲリカ様のお顔を知っているわけではありません」


突然現れた時に、「あ、ローゼマイン様の護衛騎士だ」と顔や役職が一致するほどは知られていない。俺が知っているのは、ダームエル様が青色巫女見習いのマインの護衛として家まで送り迎えしてくださっている期間があり、他領の貴族の危険について直接言葉を交わしたり、その危機に立ち向かって共に戦ったりしたことがあるからだ。


「では、今後のためにも私とアンゲリカの顔見かおみせをしておこう。頼んだ、ギュンター」


「かしこまりました」






俺はダームエル様の騎獣に同乗させていただき、北門から一番近い東門の上部に降り立った。もしかすると、俺の人生の中で今が一番騎士っぽく輝いているのではないだろうか。エーファに見せてやりたいとか、ダームエル様と一緒にマインが来ていれば……など考えているとはおくびにも出さず、真面目な顔で見張りに指示を出す。


「北門の士長、ギュンターだ。神殿長から協力依頼が来ている。東門の士長及び班長を集めてくれ」


「はっ！」


騎獣に驚いていた見張りが駆け出していく。おそらく俺を呼びに来たオリスのように士長達を呼んだに違いない。東門の士長や班長が慌てた様子で階段を駆け上がってくるのがわかった。


「こちらは神殿長ローゼマイン様の護衛騎士であるダームエル様とアンゲリカ様です。今後、神殿長から兵士に協力依頼がある場合、お二人が直接こちらの門を訪れることもあります」


「ギュンター、紹介に感謝する」


東門の士長は俺が二人を紹介するために付いてきたことを察したらしい。安堵したように頷いた後、彼はダームエル様とアンゲリカ様の前に跪いた。


ダームエル様が説明をしてローゼマイン様の命令を伝える。俺は朝番の兵士から情報を集めることも忘れないでほしいと言い添そえた。


……東門では今のところ貴族の紋章を付けた馬車は六台が通過、特に不審な点はなし……か。


「情報が集まったら士長は中央の会議室に集合だ」






東門での説明を終えると、俺達はすぐに南門へ移動した。紹介と説明を終えると、南門では士長からすぐに不審な馬車について情報が出てきた。


「荷物が入っているはずの部分で物音のした馬車があったと先程報告を受けました。中身を見せるように言ったところ、貴族の指輪を見せられて黙らされたそうです」


士長が班長の一人へ視線を向ける。彼はコクリと頷いて士長の報告を肯定した。


「私がその場で対応しました。馬車には紋章が付いておらず、指輪が小さいため、紋章をしっかりと確認できませんでした。ですが、指輪自体は本物です。ガラス玉ではなく、不思議な揺らぎのある石の指輪で……。もしかすると、盗難品ではないかという意見もありました」


俺はダームエル様と顔を見合わせる。非常に怪しい。


「その馬車がどこから来たのか、わかるか？」


「どこから来たのかハッキリとはわかりませんが、職人通りを通ってきました」


「先程というのはいつだ？」


「見習いの文字練習くらいです」


ダームエル様がよくわからないというように眉を寄せている。兵士達の間ではよく使われるが、騎士様にはわからないだろう。


「子供が勉強して飽あきるほどの時間も過ぎていないようです。本当に、ついさっきのことだと……」


「何!?」


「ダームエル、行ってみますか？」


それまで黙って控えていたアンゲリカ様が騎獣へ手を伸ばし、今にも飛び出していこうとする。その素早い動きをダームエル様が止めた。


「駄目だ、アンゲリカ！　我々が命じられたのは情報収集だ。追跡はローゼマイン様のご指示を仰あおいでからにせよ」


「はっ！」


鋭い声で止められ、アンゲリカ様は残念そうに手を下ろす。しかし、その青い瞳だけは敵の逃げた先を見つめるように、南門の先を睨んでいた。貴族女性が、戦う者の気配を漂わせている。それに驚いたが、マインの命令に従って本気で灰色神官を救おうとしてくれていることは素直に嬉しい。


……普通のお貴族様は神殿の奴等を救おうなんて考えないからな。


俺ではあんな速さで空を駆けてさらわれた者達を助けることはできない。ならば、マインの命令とはいえ、微塵みじんも平民や灰色神官への嫌悪けんお感を見せないダームエル様やアンゲリカ様のために、俺もできる限り助力しようと思う。少しでも早く二人がこの情報をマインへ届けられるようにするのだ。


「ふむ。南門から入ってきた貴族用の馬車はない。他にもお貴族様の馬車や不審な馬車の目撃情報がないか調べてくれ。情報が集まったら中央の会議室へ集合だ。……後の情報収集は兵士達に任せて西門へ向かいましょう」






西門でも紹介と説明をする。ハッとしたように一人の班長が挙手した。


「不審な馬車について朝番の兵士から申し送りがありました」


「朝？」


「三の鐘が鳴るより前だったそうです。紋章もなく、富豪の平民が使う簡素な見た目なのに、御者は明らかに貴族に仕えている傲慢な者というちぐはぐな印象の馬車が通過したと聞いています」


それは明らかにお貴族様が平民を装よそおっている馬車だ。いくら装っても細かいところで違和感いわかんが出るものだ。


「おそらくそれだ。南門の情報とも一致する」


「その朝番の兵士を中央の会議室へ連れてきてくれ。それから、その馬車が他の場所で目撃されていないか情報を探してほしい。一応他に貴族の馬車がどれだけ入ってきたか質問しても良いか？」


「本日は四台ですね。特に不審な点はありませんでした」


俺は指示と最低限の確認をすると、護衛騎士の二人を振り返った。


「ダームエル様、アンゲリカ様。この先の情報収集は我々に任せ、神殿へ一度お戻りください。ローゼマイン様の判断を仰ぎ、南門から出た馬車を早急に追いかけた方が良いでしょう」


「だが、門を一回りしただけで予想以上に情報が集まったのだ。もう少し待てば更に有用な情報が出てくるかもしれない」


ダームエル様はおそらく確実性を得たい慎重な性格なのだろう。初めて会った頃の、まだ少年の印象が残っていた面差しが蘇る。実直にマインを守ってくれる騎士だ。それがわかっているから、俺は騎士相手に意見する。


「ですが、今この瞬間にも不審な馬車は逃亡を続けています。間に合わなくなる可能性が高まるのです。この先に街中で集めた情報は、私が責任を持って神殿へ知らせるので、できるだけ早く灰色神官を救ってください。彼等を救えなければ、ローゼマイン様はひどく落ち込むに違いありません」


ダームエル様は「わかった」と即座そくざに騎獣へ飛び乗った。相変わらず平民の意見でも真面目に聞いてくれる方だ。面差しが大人らしく変わっても、性格や考え方は変わっていない。


「ギュンター、後のことは其方に任せる。行くぞ、アンゲリカ」


「はっ！」






その後、俺も街中を駆け回り、同じように情報を集める商人達との連携れんけいも取りつつ、不審な馬車の情報を探った。それらをまとめ、兵士の代表として神殿へ持っていく。残念ながらマインに直接会って知らせることはできなかったが、ギルから灰色神官の救出が無事に終わったことを知らされた。


「平民がこれだけ情報を集められるとは……って、神官長も驚いてたみたいだぜ」


ギルは神殿長室で交わされる貴族の側近達とのやり取りについてもいくつか教えてくれた。灰色神官達を救出できて、俺達の連携でお貴族様達を驚かせることもできたらしい。


「門からの情報で間に合ったと聞きました。ギュンター様のおかげで兵士達の協力を得られたそうですね。助かったお礼を言わせてください」


「灰色神官の我々を救うために動いてくれる者がこんなにいると思っていませんでした」


救われた灰色神官達が進み出てくる。その顔も安堵と喜びに満ちている。守ってやることができて良かったと、こちらが誇らしくなるような笑顔だ。


……あぁ、マインは立派にこいつらを守っているんだな。


不意に脳裏に蘇るのは、マインの声と大事な約束。


「わたし、父さんの娘だから、わたしも街ごと皆みんなを守るよ」


俺との約束を守り、マインが神殿長として、孤児院長として頑張っていることがよくわかる。神殿での冬籠もりに怖じ気づいていた幼い子供が、今では自分の側近を率いて灰色神官を救出に行くくらいに成長しているのだ。


……さすがマイン。俺の娘。


助かったことを喜ぶ奴等を見て、何だか俺の方が泣きたくなった。
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客室には隠し部屋がない。魔力登録が必要な魔術具の箱に管理しておくしかないのだ。私はフェルディナンド様から預かった魔術具を丁寧に箱に入れていく。


「エックハルト、これを持っていてくれ。邪魔だ」


私は魔術具を入れるのに邪魔な木札を取り出して軽く投げた。くるりと回った木札はエックハルトの手に向かう。


「まさか本当にこの木札の通りになるとは思わなかったな」


エックハルトが古ぼけた木札を手にして、軽く息を吐いた。木が黒ずんで少しインクが読みにくくなった古い木札には「フェルディナンド様はアウブ・アーレンスバッハと婚約され、エーレンフェストを出られるらしい。喜ばしい」と私の字で書かれている。ただし、私にそれを書いた記憶はない。


フェルディナンド様が貴族院に在学している時の、ある三日間に書かれたことは間違いないが、その三日間の記憶がすっぽりとないのだ。書いた私も、その時に一緒にいたフェルディナンド様も、エックハルトも、ダンケルフェルガーの騎士見習い達も。


素材を狩るために出発した日付と寮に戻って周囲の者から話を聞いて三日間の記憶がなくなっていることがわかった。どうやら消えた三日間もしっかりと素材集めはしていたようで、大量の素材がすでに分けられた状態で手元にあった。


ダンケルフェルガーの騎士見習い達は目的が達成できたので記憶の有無はどうでも良いと早々に頭を切り替えた。けれど、何事も追究しなければ気が済まないフェルディナンド様は、少しでも手がかりがないか探し回っていた。けれど、残っていたのは素材といくつかの木札だけで、その字は自分とフェルディナンド様のものだったのだ。結局、追究しようがなくて諦めるしかなかった。


「これを初めて見つけた時は本当に喜ばしかったのだが……」


「あぁ、ハイデマリーがずいぶんと興奮していたものだ。フェルディナンド様がエーレンフェストを出られる、と」


フッとエックハルトが遠くを見るようにして懐かしそうに淡く笑む。


フェルディナンド様が貴族院の高学年になる頃には先代領主が病床にあることが多くなったせいか、貴族院で優秀な成績を収めるたびにヴェローニカ様の嫌がらせがひどくなっていった。


「あの時、ハイデマリーはフェルディナンド様がアーレンスバッハへ向かうことになってもついて行けるように私と結婚すると言ったのだぞ」


婚姻で移動する時には独身の異性の側近が同行を許されることは滅多にない。側仕えや護衛騎士は同性が選ばれるし、文官は情報や魔術具の扱いによっては危険なので同行を許されない方が多い。私とエックハルトが同行を許されてもハイデマリーは許される可能性が低かったため、エックハルトと結婚して家族枠でついて行く計画を立てていたのだ。実にハイデマリーらしいとフェルディナンド様と苦笑したことを思い出す。


「ハイデマリーはフェルディナンド様のことが一番だったからな」


「エックハルトもそうではないか」


エックハルトとハイデマリーは似たもの夫婦だった。どちらもフェルディナンド様が一番で、どちらが役に立っているのか、どちらの方がすごいところをたくさん知っているのか、よく争っていて、判定を求められる私は非常に迷惑していた。


……あの時はこの木札を発見して本当に嬉しかったのだ。


貴族院で比較的自由に過ごしていたフェルディナンド様であったが、婚約話が持ち上がっていたダンケルフェルガーの領主候補生が王族に輿入こしいれすることが決まり、婚約話が立ち消えになるとエーレンフェストに戻るしかなくなった。


フェルディナンド様の活躍で多少順位が上がったとはいえ、エーレンフェストはアウブが病床にあり、政変は中立でどちらにもつけていなかった。母のない領主候補生はアウブが亡くなった時点で完全に後ろ盾を失うことが目に見えている。いくら優秀でもフェルディナンド様を婿にしたいと望む領地はその時点ではなく、エーレンフェストでの地位を失う可能性が高いフェルディナンド様に嫁入りを希望する女性もいなかった。


そんな中で見つけた木札は希望そのものだったが、「アウブ・アーレンスバッハの婚約者」というのがすぐに理解できなかった。少なくともアウブが女性に交代しなければ、フェルディナンド様がアウブの婚約者になるはずがない。たとえ、すぐにアウブ・アーレンスバッハが遥はるか高みに続く階段を上がったとしても、次期アウブと目されている男性領主候補生が二人もいた。


当時の貴族院にアーレンスバッハの第一夫人の末娘、レティーツィア様の母上に当たる方が在籍していたが、何の接点もないままに卒業を迎えることになる。


フェルディナンド様が卒業され、神殿に入ることになった頃は木札の希望にすがっていたが、やはりアーレンスバッハから話がやって来ることはなく、ただの偽情報だと結論付けるしかなかった。


「これが今頃になって実現しなくても良かったのだが……」


「ローゼマインのおかげでエーレンフェストがずいぶんと上手く回るようになってきたからな」


夜空のような髪に、月のような金色の瞳。フェルディナンド様と共にいても見劣りしない整った容姿に、フェルディナンド様の工房に出入りできるほどの魔力を持った変わった子供だ。姫様は名捧げをしていなくてもフェルディナンド様に信用された極めて珍しい存在である。


「私は名捧げをしなければ信用されなかったのだぞ」


エックハルトの不満顔に思わず笑いが漏れた。姫様は特殊すぎる。比較対象にしてはならない。


「感情や事情を隠して近付く貴族と違って、平民は基本的に裏表がない。全くないとは言わないが、隠し方が下手だ。何を考えているのか筒抜つつぬけだからこそ、フェルディナンド様も信用する気になったのだろう。それに、姫様とは同調されたことがあると聞いている。フェルディナンド様が信用できると確信したのはそれからではないか？」


感情に同調し、記憶を探る。そこで姫様を信用できると確信したのだと思う。あの時のフェルディナンド様はとても疲れた顔をしていたが。


記憶を探っていたエックハルトが何を思い出したのか、小さく笑い出した。


「そういえば、当初は青色巫女見習いを私の愛妾あいしょうにどうか、とおっしゃっていたのだ。この先、妻を増やす気がないならば平民を一人保護しないか、と。それが、同調された後は父上の養女に、とおっしゃったので、ずいぶんと対応を変えるのだと驚いた覚えがある」


「そういえば、私が別れていなければ私の養女にしたのに、とおっしゃっていたな」


「ユストクスが独身になっているから、父上が養女にすることになったのだ。気が付いたら養女ではなく、父上と母上を親として洗礼式を受けることになり、実妹となっていたが」


昔のことを思い返してみると、流れは知っているのにどうしてこうなったのか理解できない。平民の娘が貴族の娘として洗礼式を行って領主の養女となり、青色巫女見習いから神殿長となって、フェルディナンド様を貴族社会に戻すなど、誰が想像できただろうか。


だが、姫様が神殿の中を引っ掻き回したおかげで、ヴェローニカ様を処分することができ、フェルディナンド様は貴族社会へ復帰された。ヴェローニカ様が生きている間は神殿を出ることはできないと考えていたので、あまりにも早い復帰に喜びよりも驚きと困惑の方が大きかったくらいだ。


そして、領主一族となり神殿長に就任した姫様はフェルディナンド様を庇うようになった。「質問があるならば文官が神殿へ足を運べば良いでしょう」と城からの呼び出しを減らし、「後進を育てなきゃダメですよ」と青色神官達を教育させることで神殿での業務を減らしていく。


「どちらもフェルディナンド様の臣下であった自分達にはできなかったことだ」


「我々は苦言を呈することはできても、実行するか否かはフェルディナンド様次第だからな。ローゼマインは領主の養女や神殿長という立場を使って強引に実行してしまう。怖いもの知らずだと思うが、フェルディナンド様にはそれが良かったのだろう」


エックハルトの言葉に、神殿で接するので慣れているフェルディナンド様だけではなく、アウブにも交渉した姫様のことを思い出す。私でも躊躇ちゅうちょすることを姫様は当たり前の顔で行うのだ。


「姫様の、あの怖いもの知らずな性格はどこから来たのだろうな？」


「青色巫女見習いになる時も威圧で前神殿長を失神させて力ずくで入ったとフェルディナンド様がおっしゃっていたではないか。元からだろう」


普通の平民ならば恐縮きょうしゅくするだろう。貴族として生きていくことになっても負い目を感じ、貴族らしい振る舞いがそう簡単にできるとは思えない。けれど、姫様は普通ではなかった。洗礼前の教育によって立ち居振る舞いや言葉遣いを急速に改め、貴族らしく見えるようになった。その立場に相応ふさわしい言動を難なく行い、アウブに交渉することも厭いとわない。


「貴族らしく見えるだけで常識の大部分が平民時代に形成されているため、相変わらず突飛な言動は多いが、姫様のそういうところもフェルディナンド様は気に入っているのだと思う。……フェルディナンド様にとって、予想外とか、難しいと思えることは少ないからな」


虚弱で目を離せば死にかけ、次から次へと厄介事を持ってくる存在だ、とフェルディナンド様は姫様のことを語る。だが、姫様が体調を崩すことなく目的を遂とげた時、報告を受けたフェルディナンド様は満足そうな顔をするし、神殿で行われている何ということはない二人のやり取りを見ていれば、日常の刺激には程良い存在なのだろうと思う。


「家族同然という言葉がフェルディナンド様の口から出た時は我が耳を疑ったものだ。だが、アーレンスバッハへの移動準備を手伝って世話を焼くローゼマインとフェルディナンド様のやり取りを見ていると、本当に家族のように見えた」


「平民は我々の家族関係より距離が近い。姫様はおそらく自分が平民の家族にしてもらったことをしただけだ。家族同然のフェルディナンド様に」


名を捧げた臣下でもなく、血を分けた家族でもない赤の他人に心配され、大事にされたことなどフェルディナンド様にはなかったし、親切の裏を読まずにいられなかった生い立ちだ。裏を読まずに接することができる姫様をどれほど大事にしていたのか、ずっと側に仕えていた私は知っているが、多分フェルディナンド様本人は自覚していないと思う。


「領地のため、アウブのため……何かの理由がなければ動けぬ方だからな。あのままエーレンフェストで穏やかに過ごすことができれば良かったのだが……」


「だが、もうアーレンスバッハへ来てしまった。エーレンフェストに戻ることはできないだろう」


私はそう言いながらナイフを取り出し、木札の表面を削っていく。書かれていた文字が古ぼけた表面と共に削り落とされていった。次にまた書き込めるように木札の表面を整えると、木くずをまとめて燃やす。


「ローゼマインに何事もなければ良い。あのお守りでもどうにもできない事態になれば、フェルディナンド様自身が飛び出して行きそうだ」


「姫様にはハルトムートがいる。平民出身であることを自力で突き止め、その上で黙秘もくひして立ち回れる男がいるのだから、あちらはそれほど心配いらないだろう」


孤児院での聞き込みや商人とのやり取りの中から自分で正解を導き出し、どのように立ち回れば良いのかフェルディナンド様に質問してくるような側近が姫様にはいる。下町の家族に比べれば距離感はあるが、貴族間で考えるならば良好と言える関係の家族もいる。まだ頼りない、と言われる婚約者のヴィルフリート様も同じ年頃の子供と比べればずいぶんとしっかりしてきた。


「姫様よりもフェルディナンド様の方がよほど心配だ。面倒で小うるさいと評していた姫様が無意識のうちに惜しみなく与えてくれていたものに対する喪失そうしつ感を覚えるのはこれからだ。レティーツィア様が姫様の代わりになれば良いが、無理だろう。彼女は生粋きっすいの貴族だ。貴族なりの信頼感は得られても、あの姫様の代わりにはなれない」


「ディートリンデ様は言うに及ばず、だな」


そう言うエックハルトの顔が険しくなる。


自分が次期アウブでフェルディナンド様が下位のエーレンフェスト出身で母もない愛妾の子だからだろう。ディートリンデ様はずいぶんと王命の婚約者を下に見ている。「婚約者なのですから、わたくしの役に立ってくださいね」と言っていた顔が、「アウブの子として引き取るのですから少しは役に立ってもらわなくては」と言っていたヴェローニカ様にそっくりすぎて、私でも嫌悪感を覚えたほどだ。


貴族院にディートリンデ様が出発されると、フェルディナンド様は少し肩の力を抜かれたようだった。ヴェローニカ様によく似たディートリンデ様にずっと周囲にいられるのはかなり負担が大きいように見える。冬の間は良いが、今年でディートリンデ様は卒業である。ずっと一緒にいることになって、フェルディナンド様は大丈夫だろうか。これから先の生活が非常に不安で仕方がない。






「ユストクス、貴族院のライムントから手紙が届いています。中にエーレンフェストのローゼマイン様のお手紙も同封されているようです」


ゼルギウスが一通の手紙を持って来た。執務中のフェルディナンド様は少し顔を上げてちらりとその手紙を見て、「緊急ではないのだろう？」とだけ言って、視線をまた書類に落とす。


「ゼルギウス、其方が読んで返事の叩き台を作っておいてくれ。ローゼマイン向けの返事はユストクスに尋ねれば良かろう」


「かしこまりました」


すでに検閲を受けていることは封が開いている状態でわかった。私はゼルギウスと共にライムントから届いた手紙に目を通す。ライムントが書いていたのは、これから開発する魔術具についての見解や質問だった。そして、姫様からの手紙には取り留めもない日常とフェルディナンド様への心配がずらずらと並んでいる。


「貴族院に到着しました。フェルディナンド様の詰め込み予習のおかげで、今年も全て初日合格したのですよ。どうです、すごいでしょう？」


これは素直にすごいと称賛できる。フェルディナンド様の詰め込み速度について行ける姫様は本当に優秀だ。「こんなに無理ですよ」とぶつぶつ文句を言いながらも課題をこなしてしまう。


「この部分の返答にはフェルディナンド様からの褒め言葉が必要ですね。ユストクス、フェルディナンド様はどのように褒めるのでしょうか？」


「全て初日合格したのでしたら、大変結構……ではないでしょうか？」


「……ユストクス、他には？　まさかそれだけではないですよね？」


「それだけです。他の褒め言葉としては、よろしい、良いのではないか、悪くはない、予想通りの結果だ、などがありますが、今回は素晴らしい成果なので最上の褒め言葉にするのが良いでしょう。……あぁ、レティーツィア様を褒める時も似たような言葉しかかけないでしょうから、その辺りで誤解が生まれないようにあちらの側近達と調整をよろしくお願いします」


ゼルギウスは呆然とした様子で「たったこれだけの褒め言葉なのですか」と呟いた。フェルディナンド様に褒め言葉など期待してはならない。これ以上をねだれば、先代アウブにご自分がいただいた言葉がそっくりそのまま出て来るだけなのだ。私は姫様の手紙の先を読む。


「図書館に新しい司書の方が来たので、今年は心置きなくヒルシュール先生の研究室に籠もれそうです。あまりに汚く資料が散らかっているので、思わず側近達と共に整理を始めました。研究室の専属司書になった気分で楽しいですよ。昔はフェルディナンド様がこの役目をしていたとヒルシュール先生がおっしゃいました。師弟でよく似ているのですって」


資料を紛失するのが許容できないフェルディナンド様は仕方なく整理していたが、姫様はとても楽しんでいるようだ。


「ユストクス、この部分の返答はどうすれば良いですか？」


「そうですね。フェルディナンド様ならば、邪魔にならない程度にするように、とおっしゃるのではないでしょうか」


「……この返事にお小言ですか？」


ゼルギウスは何度か目を瞬いているが、姫様とフェルディナンド様の会話は基本的にお小言で締めくくられる。これで返事としては間違いないはずだ。


その続きにはフェルディナンド様を心配する言葉が並んでいた。


「フェルディナンド様は執務のし過ぎで薬漬け生活になっていませんか？　きちんと睡眠時間は確保していますか？　食事は摂っていますか？　この研究室を見ていると、とても不安になりました。健康第一で過ごしてくださいね」


さすが姫様。これを読んだフェルディナンド様が嫌な顔をしそうなくらいに言い当てている。


ゼルギウスが困惑した顔で私を見た。


「ユストクス、この返事はどうすれば良いですか？　ありのままは書けませんよね？」


「この手紙をフェルディナンド様に見せて、面倒でも食事と睡眠を確保しなければ私からも姫様に手紙を書きます、と言えば少しは改善できるかもしれません。この部分の報告はフェルディナンド様ご自身に任せましょう」


妙なところで鋭い姫様をフェルディナンド様がどのように誤魔化すのか、非常に楽しみである。今日は普通に食事も睡眠もとってくれそうで、私はニンマリと笑いながら手紙の続きに目を通した。


「あぁ、そういえば、アーレンスバッハでフェシュピールの演奏をなさったのですね？　ゲドゥルリーヒに捧げるとても熱烈な恋歌を作ってくれた、と親睦会しんぼくかいでディートリンデ様が自慢していらっしゃいました。その辺りもぜひお手紙で報告してくださいませ。お返事を待っています」


……ゲドゥルリーヒに捧げる熱烈な恋歌？


「最後に弾ひかれた新しい曲ですね。やはり女性はあのように恋歌を捧げられると嬉しいのでしょう。ディートリンデ様はとても喜んでいらっしゃいましたし、女性は皆うっとりとしていました。フェルディナンド様のフェシュピールは相変わらず素晴らしい腕前です」


ゼルギウスの言葉に、姫様に贈られてフェルディナンド様が編曲された郷愁の歌が熱烈な恋歌と解釈されていることを私は知った。
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マティアスの密告により、私達旧ヴェローニカ派の貴族院生活は予想外の始まりを見せた。同じ派閥の学生ばかりが集められた部屋の中、一目で私と兄妹きょうだいだとわかる同じ淡い緑の髪が足早に近付いてくる。妹のカサンドラだ。


「バルトルト兄様、何という恐ろしいことになったのでしょう。お父様やお母様は大丈夫でしょうか？　ゲオルギーネ様と親交が深かったですよね？　子供部屋のティベルタは……」


深緑の目を不安そうに揺らし、顔を強張らせているカサンドラの手を握って、私は妹を落ち着かせる。子供部屋にいる末の妹のティベルタも心配だが、今はカサンドラの心の安定が最優先だ。


「……巻き込まれないことを祈ろう。私達より更に幼い子供部屋の者達も保護されているはずだ。マティアスが我々の命を買ってくれたようだからな」


「えぇ、連座にならないように尽力じんりょくしてくださるマティアス様に感謝しなければ……」


カサンドラの言葉に頷いてみせるが、私の胸の内ではマティアスに対する怨嗟えんさが渦巻うずまいている。ゲオルギーネ様関連のことで彼の父親のギーベ・ゲルラッハが捕らえられたら、私の両親も同罪となることは確実だからだ。


「私は其方だけでも守る。だから、不安と混乱に身を任せて危険なことをしないように気を付けてくれ」


「バルトルト兄様のおかげで少し落ち着きました。わたくし達が取り乱してはなりませんものね。お父様達を信じます」


両親を信頼して気丈に微笑んで見せるカサンドラに応えるように、私も笑みを返した。


……せめて、この妹だけでも守らねば。






「おかえりなさいませ、バルトルト様。ずいぶんと険しいお顔ですが、何か起こったのですか？」


私が自室に戻ると、異変に気付いたらしい自分の側仕えであるリーヴェスから盗聴防止の魔術具を渡された。それを握り込むと、私は一息に言い切る。


「マティアスが我々を裏切った。領主候補生へゲオルギーネ様の来訪時のことと冬の計画の一部を告発したのだ」


「……まさか!?」


リーヴェスが驚くのは当然だ。ゲオルギーネ様がエーレンフェストの礎いしずえを得られるように暗躍あんやくしていた中心人物はギーベ・ゲルラッハ。まさかその息子が家族を裏切って告発するとは思うまい。


「本当だ。あの警戒心の強い伯父上からよくぞここまで叛意はんいを隠し通したものだ。そこはさすが伯父上の息子と言うべきか」


私は身の内から湧き上がる怒りを抑えることができなかった。ゲオルギーネ様が最も懇意こんいにしているのは、私の母方の伯父上であるギーベ・ゲルラッハとその家族だ。家族のほとんどが名を捧げていること、その末息子であること、優秀な成績を収めていること、成人後には名を捧げると約束していたことなどから、夏の終わりにマティアスはゲオルギーネ様へご挨拶することが許されたと両親から聞いた。


名を捧げてもいない未成年なのに直接ご挨拶できるなど、私は非常に羨ましく感じたし、いずれ自分も同じように、と従弟いとこを誇らしく思ったくらいだ。私も彼と同じように両親から伝えられたゲオルギーネ様の魔力圧縮方法で魔力を増やし、優秀者になれるように努力していた。


……ふざけるな！


「マティアスはゲオルギーネ様より魔力圧縮方法を教えられ、成人したら名を捧げると誓ったではないか。それなのに領主一族に寝返り、さも被害者のような顔でぬけぬけと旧ヴェローニカ派の学生達の命を守るために告発したと言ったのだ！　あの恩知らずの愚か者！」


私の怒りに共感を示し、リーヴェスも奥歯をきつく噛み締める。


「今から知らせを受けたとしても、騎士団の招集などには時間がかかりますし、騎士の中にも仲間はいます。ゲオルギーネ様が目的を完遂かんすいしたり、皆様が無事に逃げられたりする可能性も……」


「非常に微妙だな」


学生達が貴族院へ移動している期間は、多くの者が転移陣を使用するためにアウブ・エーレンフェストが城から離れられない。また、冬の社交界が始まったばかりの期間はローゼマイン様の成人側近も城に集まっている。私が知っている範囲の計画では、その時期を狙うことになっていた。まさに今、ゲオルギーネ様のために父上達は集まっているはずだ。


「皆が集まっている現場にさえ踏み込まれなければ、白しらを切ることも可能だろうが……」


「よりによって、今日ですか」


「それだけ本気でこちらを潰そうとしていたということだろう。……くそっ！　マティアスめ」


私の脳裏に蘇るのは、「皆の命を救うためだ」「こちらの計画に領主一族は気付いている」と弁解のように繰り返すマティアスの声だ。それに騙だまされているのか、元々二人がかりで裏切っていたのか、ラウレンツは彼の肩を持っている。


「マティアスの言い分など、領主候補生の反応を見れば怪しいものだというのにラウレンツまでが……」


私にはとてもゲオルギーネ様の計画に領主一族が気付いていたとは思えなかった。領主候補生の二人は驚いた顔でマティアスの話を聞いていたし、側近達も「すぐに知らせなければ」と言っていたくらいだ。すでに学生達の命を救うための算段がついているようだから、領主一族で多少察知していることはあったようだが、詳細は知らなかったに違いない。


「バルトルト様のお話を聞く限りでは、私も領主一族は精々せいぜい何かありそうだと感づいていた程度だと思います」


「マティアスの間抜けが余計なことを言わなければ、領主一族がこちらの様子を窺っている間にゲオルギーネ様が礎を手に入れ、全てをひっくり返してやれたというのに！」


そうすれば、旧ヴェローニカ派に命の危機など訪れなかった。逆に、領主一族やライゼガング系貴族こそが命の危機に陥おちいったはずだ。皆は何も知らないからマティアスの言い分に騙されているが、旧ヴェローニカ派の学生達が名捧げを迫られている今の状況は彼が引き起こしたことである。


「自分が皆を危機に追い込んだくせに、皆の命を救いたいだと？　図々ずうずうしくて恩着せがましいにも程があるぞ！」


「間違いなく、我々が彼を裏切り者だと糾弾きゅうだんすることもできないことを知った上で言っているのでしょう。バルトルト様、よくぞ我慢されました」


リーヴェスの労ねぎらいに、私はきつく拳を握り込んだ。その通りだ。今からマティアスを糾弾できるわけがない。ゲオルギーネ様の計画に関わっている者達の子供の中で一番年上の文官見習いだから、私だけは両親から計画の詳細を教えられた。ゲオルギーネ様が礎を手に入れた際に、派閥の者に指示を出して貴族院を統率とうそつするためだ。同母妹のカサンドラも知らされていない。


「我々がマティアス様より詳細な計画を知っていたと口にすれば、領主一族への反逆者として捕らえられるだけです。領地の状況が把握できるまではカサンドラ様の反応を参考にし、何も知らなかった振りをしておくしかありません」


素知らぬ顔で、マティアスや領主一族に命を救われたと感謝して見せなければならない。考えただけで腸はらわたが煮にえくりかえる心地だ。


「領主候補生が急いで領地へ知らせようとしていたが、我々も父上達へ危機を知らせることはできないか？」


「領主候補生に知られたのであれば、もう転移陣は使えないでしょう」


転移の間に詰めている騎士達が我々の手紙をそのまま運んでくれるとは思えないし、父上達に届くとは思えない。下手すると、館へ踏み込む糸口にされるだろう。


「リーヴェス、寮を出てアーレンスバッハの者と連絡を取れないか？　裏口から出れば騎獣で移動できるはずだ」


中央棟と繋がる表の扉を使うための識別のブローチは、学生と領主候補生の側仕えに与えられる物だ。一般学生の側仕えは寮を出ることがないので、持たされていない。だが、裏口から外へ出ることはできる。


「オルドナンツを使用した方がよほど早いし、確実ですが……？」


「駄目だ。ヴィルフリート様の筆頭側仕えオズヴァルト様から注意というか、忠告があった。フェルディナンド様が何やら細工しているらしい」


急な予定変更をさせて早々にエーレンフェストから追い出したのに、フェルディナンド様はそれより前から色々と細工していたそうだ。ゲオルギーネ様の計画を邪魔する者がいるとすれば、彼くらいだと常々言われていたが、本当に忌いま忌いましい。


「オズヴァルト様はどの程度信用できるのですか？」


「父上によると、彼はヴェローニカ様に名を捧げているらしい。少なくとも派閥の消滅を防ぎたいと考えているのは間違いないだろう」


旧ヴェローニカ派の実情を端的に言えば、「反ライゼガング」だ。我々のようにゲオルギーネ様を擁する者達も、オズヴァルト様のようにヴェローニカ様に名を捧げた者達も、親戚関係で派閥を離れたくても離れられない中立派に近い者もいる。それぞれの考え方や求める未来像は全く違う。利用できるところだけ利用すれば良い。


「情報は信用しても良さそうですね。ならば、オルドナンツが警戒されている以上、我々の行動も監視されている可能性が高いと思います」


「確かに、側仕えに何の監視も付けずに野放しにするほど愚かではあるまい。だが、下働きを使えば……いや、平民は使えないな」


「はい。騎獣もありませんし、貴族院の寮の位置もわからないでしょうから」


私が何か連絡を取れる方法がないか考えていると、リーヴェスは「寮から出るのは止めた方が良いと思われます」と呟いた。


「貴族院へ同行する側仕えが集められた説明会で、オズヴァルト様から今年の冬は何が起ころうとも決して寮から離れてはならず、寮内で粛々しゅくしゅくと主に仕えよ、という言葉がありました。先程伺った彼の事情を考えると、内々の忠告だったのでしょう」


この冬の間に領主一族は旧ヴェローニカ派貴族に対して何らかの行動を起こす予定だったようだ。内情を知っているオズヴァルト様は可能な範囲で注意を呼びかけていたらしい。


「オルドナンツを使わず、寮から出ずに連絡を取るのは難しいな。……だが、いつまでも私達を閉じ込めておくこともできないだろう。親睦会を利用して他領と接触するのはどうだ？」


領主候補生達は今回の一件を他領に知られないように動くはずだ。領主の無能さを広く知らしめることになる。そう考えると、進級式や親睦会に旧ヴェローニカ派の学生全員を欠席させることはないだろう。さすがに他領が訝る。


「高学年の私が動けば怪しまれて罰せられる可能性が高いが、一年生ならば……」


まだ幼く、初めての貴族院を不安に思っている一年生が、移動直後から家族と二度と会えないかもしれないと言われるのだ。恐慌きょうこうを来きたしても不思議ではない。


「しかし、それではその一年生がひどい目に遭あうのでは？」


「いや、あの甘い理想論ばかりを口にする聖女様が庇うだろうから、厳しく罰せられることはないだろう」


私は軽く手を振ってリーヴェスの懸念けねんを払った。


「ローゼマイン様が我々の連座を回避させようと領主に働きかけたそうだ。何のために連座があるのかも考えずに理想論だけを振りかざすのだから愚かだと思うが、今回は助かった。他の領主候補生が罰しろと言っても、必死に一年生を庇うだろう」


流行やら新事業やらが上手くいっているから、領主一族の中でローゼマイン様には発言権がある。彼女が必死に庇えば他の領主候補生は強い態度に出られないだろう。領主一族が貴族院の学生をどの程度警戒しているのか、私達はどこまで許容されるのか。試す価値はある。






結果として、手紙を書くように誘導ゆうどうした一年生は寮を出る前にラウレンツに見つかり、旧ヴェローニカ派の学生全員が進級式や親睦会へ出席できなくなった。


……手紙は渡せなかったが、他領へ異変を匂わせることはできそうか……？


交流のあるエーレンフェストの学生が一人もいないという事態になったのだ。手紙がなくても、アーレンスバッハの学生の一人くらいは異変に気付くだろう。まどろっこしい手段しか執れない自分が腹立たしいが、変に騒いで自滅するわけにはいかない。


……まだ両親が逃げ切った可能性もあるのだ。


「連座回避のためには騒ぐな。一人の言動で全員の将来が決まるのだぞ！」


領主候補生よりマティアスやラウレンツの方がよほど厳しい顔で一年生を叱責しているし、他の学生達も迷惑そうに彼を見ている。それに何となく腹が立った。


……マティアス一人の言動でここにいる全員の将来が「名を捧げれば命を救われる」と決まったのに何を偉そうに……。


真実を知っていれば、マティアスに救われたと思えるわけがない。


「マティアス、ラウレンツ。それほど厳しく言わなくても良いではないか」


「だが、バルトルト。彼がしたことは皆の命を危機にさらすことだ。二度と危険を冒おかさないように言わなければ……」


私は冷めた目でマティアス達を見ながら、自分の背中に一年生を庇う。


「普通は家族を慕したうものだし、命の危機が迫っているとなれば冷静ではいられないものだ。家族を告発した其方にはわからないかもしれないが……」


「バルトルト！」


私の言葉にマティアスが顔を強張らせ、ラウレンツが怒鳴る。だが、私の家族を殺すのはマティアスの密告だ。その程度の嫌みに傷ついたような顔をされたところで、私の恨うらみは晴れない。私はフンと鼻を鳴らして、一年生を慰なぐさめる。
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「其方は家族へ知らせたいと思っただけだ。家族思いだと私は思うし、家族を心配し、慕うことは悪いことではない。ただ、今はそれが危険に繋がるのだ。わかるな？」


「はい……。申し訳ございませんでした。もう危険なことはしません」


一年生は部屋の隅に座り、肩を落として俯く。監視のために一室に集められているのだ。自室へ戻ることもできないし、ここでは隠し部屋へ籠もることもできない。彼には泣くことさえ許されないのだ。自分の言動の非道さを少しは理解したのか、マティアスは哀しげにその様子を見ていた。






そうこうしている間に、粛清しゅくせいが実行されたという第一報が届いた。詳細はわからない。だが、他領へ情報を流されても特に問題ないとされ、旧ヴェローニカ派の学生達に貴族院生活の日常が戻った。私の両親は捕らえられたに違いない。


「連座対象となった場合、誰に名を捧げるのか予あらかじめ考えておいてください」


ヴィルフリート様の側近からはオズヴァルト様、ローゼマイン様の側近からはローデリヒ、シャルロッテ様の側近からはナターリエ様がやってきた。それぞれが自分の主の美点を強調して述べている。


派閥の下っ端だったローデリヒが大きな顔で説得に来ているのがどうにも気に食わない。ローゼマイン様の素晴らしさを伝えようとしているが、ライゼガング系貴族に命を預けるなど、考えただけでおぞましい。


「バルトルト兄様はどなたに名を捧げるのですか？」


カサンドラの不安そうな深緑の目に私が映っているのがわかる。


「ヴィルフリート様だ。他にいるか？」


同派閥の領主候補生は一人だけだ。他に選択肢がない。平民上がりと噂のある、ライゼガング系貴族の直系に名を捧げるなどあり得ない。ジルヴェスター様はゲオルギーネ様の敵だ。それに、自分の母親を投獄し、自分を支えている派閥を解体していく者など信用できるわけがない。フロレンツィア様は嫁いできた直後からライゼガング系貴族に擦り寄っていた。彼女に育てられたシャルロッテ様やメルヒオール様も、思考はライゼガング寄りだろう。


……ただ、女性であればシャルロッテ様も悪くない。将来的に他領へ出てエーレンフェストから離れられるからな。


「カサンドラは側仕え見習いだから異性のヴィルフリート様にはお仕えできない。名を捧げるとすれば、シャルロッテ様が良いだろう」


「まぁ、どうしてですか？　ライゼガング系貴族ですけれど、ローデリヒ様の扱いを見ればローゼマイン様は信頼に足る方だと思います」


理想論で甘すぎるところが鼻につくが、別に本人は悪人ではないと思う。自分達より下の立場だったローデリヒが側近として先輩面をしているのは気に入らないが、名を捧げれば我々も同様に扱われることは想像に難くない。婚約によって領地の第一夫人になることが約束されているのだから、将来性も悪くないように見える。だが、平民上がりと噂されるライゼガング系の直系だ。これ以上旧ヴェローニカ派貴族を取り込まれたくはない。


「カサンドラの言い分は間違っていない。一見理想的な主だ。だが、ローゼマイン様は虚弱すぎて、ただの側近ならばともかく、其方の命を預けるには兄として不安すぎる」


初めて気付いたようにカサンドラが「あ……」と目を瞬かせた。周囲の者達が聞き耳を立てるように視線を向けてくる。私はカサンドラだけではなく、周囲にいる者達にも聞こえるように心持ち声を大きくして、ローゼマイン様の不安要素を語った。


主の体調不良が側仕え見習いの成績に直結しやすいこと、領地へ戻ると大人がいるため貴族院の雰囲気と同じ生活ができるとは限らないこと、シャルロッテ様はおそらく領地の外へ嫁ぐので女性の場合は結婚相手を他領で探せることなど……。


「バルトルト兄様はすごいですね。わたくし、そこまで考えられませんでした」


私が現実を語ったことにより、ローゼマイン様へ名を捧げようとする者は非常に少ない結果になった。






「バルトルト様、少しよろしいですか？」


「オズヴァルト様」


ヴィルフリート様の筆頭側仕えは、ヴェローニカ様からの信頼も厚かったらしい。白の塔の一件で廃嫡はいちゃくの危機がありながら、未いまだに領主一族の側近として残っているのだ。その実績から考えると、彼はきっと優秀なのだろう。


「ヴィルフリート様へ名を捧げる決意をしてくださって、それから、ローゼマイン様に対する現実を告げてくださって嬉しく思います。粛清によってただでさえ数の減った旧ヴェローニカ派がライゼガングに取り込まれる危険を回避することができました」


オズヴァルト様が胸を撫で下ろしているのを見て、私は小さく頷く。


「貴方はヴィルフリート様の側近として、領地の中核へ入り込み、可能な限り高い地位に就いてください。次期領主はヴィルフリート様です。ライゼガング系貴族の切望するローゼマイン様ではありません。今ではなく、将来、ヴィルフリート様を中心に派閥の復活を目指していきましょう。……ですが、派閥の立て直しには懸念も多いです」


オズヴァルト様が教えてくれたのは、領主夫妻のいる城では口にしにくい内情だった。フロレンツィア様はエーレンフェストのやり方に馴染めないからヴェローニカ様に疎まれていたそうだ。だから、ライゼガング系貴族に擦り寄っていたのに、姑しゅうとめの失脚後、少しでも自分の影響力を強めようとしゃしゃり出てきているらしい。本来ならば、ヴェローニカ様が洗礼式を執り行ったヴィルフリート様の教育に、実母とはいえ、フロレンツィア様がそこまで口を出すのはおかしいと言う。


「領主候補生が洗礼式を機に、親の生活圏から北の離れに居住区を移す意味を理解していないようです。貴族院で優秀者として表彰されるヴィルフリート様に親の干渉はもう必要ありません。ですから、最近はなるべくフロレンツィア様と会わせないようにしています。ヴィルフリート様は素直な気性なので影響されやすいですから」


確かに、将来の第一夫人がローゼマイン様に決まっている今、次期領主がこれ以上ライゼガング系に寄られては困る。


「それに、どうやらシャルロッテ様やローゼマイン様は、ヴィルフリート様が次期領主として重用されることに忌避感を抱いているようです。次期領主から功績を奪おうとしますし、ヴィルフリート様を立てることを知らないのです」


領主一族が一丸となって次期領主を立てるべきなのに嘆かわしいとオズヴァルト様が溜息を吐いている。そういえば、ジルヴェスター様を次期領主にするためにヴェローニカ様が同じことをしていたと聞いたことがある。


性別によって排除されたゲオルギーネ様のお立場について両親から聞かされていた私は、それがエーレンフェストのやり方なのだとわかった。ゲオルギーネ様の気持ちに今までで一番共感する。


「困ったことに、ヴィルフリート様は旧ヴェローニカ派へあまり関心を向けないように指導されています。領主夫妻が旧ヴェローニカ派を切り捨て、ライゼガングに阿おもねるために」


オズヴァルト様の言葉に、私はギリッと奥歯を噛み締めた。そんなふうに自分の派閥を簡単に切り捨てる領主に自分の両親は処刑されたのだ。「ジルヴェスター様よりゲオルギーネ様の方がよほどエーレンフェストの領主に相応しい」と言っていた父上の声が脳裏に蘇る。


……父上のおっしゃる通りだった。


マティアスの密告がなければ、ゲオルギーネ様が礎を手にできたかもしれない。間に合ったかもしれない。返す返す口惜くやしい。


……今のエーレンフェストは潰すべきだ。


領主候補生達に思うことは特にない。私の胸の内に渦巻くのは、両親の抱いていた野望、ゲオルギーネ様への共感、計画を潰したマティアスへの怒り、アウブ・エーレンフェストへの復讐心ふくしゅうしんだ。


「名を捧げることに少し不安があったのですが、ヴィルフリート様の側近ならば馴染めそうです。ご指導よろしくお願いします」


怒りを胸に秘め、感情を悟られないように目を伏せて、私はオズヴァルト様に跪いた。
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「ロヤリテート様は書類仕事ですか？　お疲れ様です」


「其方等の見回りも大変だろう。貴族院の様子はどうだ？　何もなかったか？」


王宮にある騎士の訓練場、その中にある騎士の休憩所へ何人もの騎士達が戻ってきた。貴族院の見回り当番達だ。皆からの情報が集まりやすいため休憩室で書類を広げている私の前に騎士達が並び、報告を始める。


「廃領地の寮を全て確認しましたが、特に異常は見当たりませんでした」


「魔獣の数も例年通りです。不審な数の偏かたよりやターニスベファレンの移動跡もありません」


例年、中央では冬になると出身領地へ戻る者が多いため、比較的ゆっくりできるはずだった。だが、今年は騎士団の帰省は認められず、警戒が強められている。それというのも、去年の貴族院にターニスベファレンが持ち込まれ、王族が臨席りんせきする表彰式で襲撃しゅうげきを受けたからだ。


廃領地の使用されていない寮が悪用されていないか見回りを定期的にして、怪しい魔獣や人の気配がないか探している。二度とツェントの威光を傷つける事態を起こすわけにはいかない。


「貴族院からの連絡は？」


「本日はダンケルフェルガーやエーレンフェストから王族への接触もないようです。本日の四の鐘までは何の連絡もありませんでした」


「そうか。それはよかった」


ヒルデブラント王子が幼く、今は警戒が強まっていることもあり、学生と王族に接触や連絡があった時は一応騎士団にも連絡が入ることになっている。ヒルデブラント様、エグランティーヌ様、アナスタージウス様……。貴族院と関係の深い王族から連日のように重要な報告が入る。大半がエーレンフェストとダンケルフェルガーだ。王族の離宮へこれほど呼び出されている領地は他にない。


「わざわざ許可を得て貴族院で神事をしたのです。しばらくはダンケルフェルガーもエーレンフェストも共同研究に忙しいでしょう」


「ツェントまで巻き込んだのですから、素晴らしい研究になるに違いありませんね」


エーレンフェストのローゼマイン様は貴族院で神事を行う許可を王族から得て、神事に王族を誘い出した。「魔力を融通ゆうずうするために空の魔石を準備してほしい。それから、王族も神々の御加護ごかごを得るために本物の神事を経験した方が良い」と言われた王族は、ツェントを含めて何人も参加した。


そこまでならば、このように非難がましい言い方はされなかっただろう。私は騎士達の言葉に混じる苛立ちに溜息を吐いた。


「そのような言い方は止めぬか。ローゼマイン様は王族に多量の魔力を融通してくださったし、ツェントは良い経験だったとおっしゃっただろう」


「ですが、あの盾は……。ロヤリテート様も危険だと思いませんか？　ラオブルート様はフェルディナンド様が背後にいると疑っていますし、本気でグルトリスハイトを奪おうとしているかもしれません」


彼女は神事の場には護衛騎士を入れず、シュツェーリアの盾で害意の選別を行った。中央騎士団の攻撃さえ全く通用しない盾の存在、しかも、いつ敵側に寝返ってもおかしくない中立領地の領主候補生である。今まで中央騎士団の中でエーレンフェストを目の敵にしていたのはラオブルート様だけだったが、今は騎士達からも危険視されている。


しかし、奉納式ほうのうしきでの振る舞いを見れば、ローゼマイン様が善意の協力者であることは明白だ。それに、地下書庫の鍵、古代文字の解読、神事の重要性……。王族にとって有益な情報は全てローゼマイン様からもたらされていると言っても過言ではない。未知の強力な盾に対する不安から溝みぞを作ってはならない。ツェントは彼女に感謝しているのだ。


「確かに、自分達の武力が通用しない相手を危険視したい気持ちはわかる。だが、自分の手にないから危険に思えるだけだ。我等も手に入れれば良い」


「え？　あれを手に入れられるのですか？」


意外そうな表情に、私は軽く頷く。王族の食事会に護衛騎士として入ることが多いため、私はアナスタージウス王子の報告を聞いている。


「ローゼマイン様が貴族院の実技で多くの神々から御加護を得たことをきっかけに、ダンケルフェルガーとの共同研究を始めたことは知っているだろう？　その研究によってダンケルフェルガーでも光の柱を立てて神々の祝福を得られるようになりつつあるし、ライデンシャフトの槍やりを手に入れる方法も知ったらしい。シュツェーリアの盾も同様だ」


神殿へ行かなければならないようなので、我々が手にするのは簡単ではないだろう。だが、そのようなことを口にする必要はない。


「少なくともローゼマイン様はその方法を秘匿するつもりなどないし、彼女でなくても使えるようになる。それは間違いない。報告を聞いた時には全く理解できなかったが、彼女は音楽や奉納舞で祝福を与えることもできるそうだ。エーレンフェストを危険視して遠ざけるのではなく、より多くの有益な情報を得られるように取り込まねばならぬ。中央神殿の熱狂振りを知っているだろう？」


去年の聖典検証会議以降、中央神殿がローゼマイン様を欲しがっていることはよく知られている。神々の寵愛ちょうあいを受け、神具を手にすることができる聖女はエーレンフェストより中央神殿に置く方が相応しいというのが彼等の言い分だ。何を馬鹿なことを、と思っていたが、実際に神具を易々やすやすと使う様子を見れば、確かに聖女だと納得せざるを得ない。エーレンフェストのような下位領地に留めるより、中央に引き込みたくなる。残念ながら、領主候補生を中央へ引き入れるのは難しいが……。


「そういえば、次の領主会議ではローゼマイン様が神殿長として星結びの儀式を行うそうですね。アナスタージウス王子が依頼したとか？」


「あぁ、ジギスヴァルト王子を立てるためにアナスタージウス王子も必死だ。巻き込まれたローゼマイン様もお気の毒に」


……エグランティーヌ様を娶ると決めたのだから、おとなしく次期ツェントになればよかったのに。


エグランティーヌ様を得たいが、ジギスヴァルト王子に王座を譲りたいと中途半端なことを言うから面倒なことになるのだ。愛を貫つらぬいたとか、愛する女性の望みを叶えたなど美談として語られている。だが、グルトリスハイトのないまま苦労しているツェントを見ていると、王の重責から逃げただけに見える。少しでも魔力の多い者に王座を任せたいと考えるツェントのお考えを踏みにじったように感じられるのだ。


「ロヤリテート様のおっしゃる通りだ。盾に関しては我等が寡聞かぶんにして知らぬだけ。ラオブルート様はご存じだったからな」


「ラオブルート様はどこで知ったのでしょうか？」


「昔の主の下……らしい」


「ラオブルート様の昔の主とは？……政変前には普通だったのでしょうか？」


私は思わず苦い顔になる。グルトリスハイトを失ったことでできないことは多い。ツェントが無力さを感じるのも無理はないと思えるほどだ。そのせいか、若い者達ほどグルトリスハイトのあった政変前に妙な期待を抱いているところがある。


「残念ながら、私は政変前から中央騎士団だが、シュツェーリアの盾を見たことがなかった」


「では、ラオブルート様が特殊な経験をしたということですか？　いつどこで見たのでしょう？」


「以前はどなたにお仕えしていたのですか？　トラオクヴァール様にお仕えする前は一団員だったと私は記憶していますが……」


政変前は中央騎士団の一人だった。ギレッセンマイアー出身の第一夫人が同郷の者を引き抜いてきた。それ以前となると、知っている者はほとんどいない。政変で失われた資料が多いせいだ。


「私はどこかの傍系ぼうけい王族の姫君に仕えていたと聞いたことがあるのですが……」


「あぁ。ならば、降嫁こうかによる転属で一団員に戻ったのかな？」


王族の姫君が降嫁すれば中央騎士団の護衛騎士は別の主に仕えたり、普通の騎士に戻ったりする。


「いや、姫君が亡くなって解任されたと聞いたことがあるぞ」


「姫君と恋仲になって辞めさせられたのでは？　ラオブルート様には忘れられない女性がいて、結婚を渋しぶっていたのですよね？」


「恋仲が理由で解任された騎士が騎士団長に抜擢ばってきされるわけがないだろう。むしろ、あの強面こわもてと顔の傷で姫君と恋仲になれると思うのか？」


皆が好き放題に言い始めた時、オルドナンツが飛んできた。私の腕に止まり、嘴くちばしを開く。


「ラオブルートだ。ロヤリテート、騎士団長室へ来い」


迫力のある低い声が響いた瞬間、休憩室は水を打ったように静まった。






「失礼します。ロヤリテートです」


「あぁ、そちらへ」


指示された席に座ると、騎士団長はヒルデブラント王子からオルドナンツが来たことを話してくれた。どうやら明日の午前中にエーレンフェストのローゼマインとダンケルフェルガーのハンネローレと一緒に図書館の地下書庫へ行くことになったらしい。


……ヒルデブラント王子は小さいのに王族としての務めを頑張っていらっしゃるようだ。


王族としてできる仕事をしようと精一杯背伸びしている様子は微笑ましく思える。だが、騎士団長にとっては微笑ましい連絡ではなかったようだ。


「ローゼマイン様がヒルデブラント王子にオルドナンツを飛ばすのはおかしいと思わないか？」


「貴族院の管理者はヒルデブラント王子ですから何も不思議ではないでしょう？」


「いや、ローゼマイン様はアナスタージウス王子やエグランティーヌ様に送ることもある。自分の用件によって連絡する相手を変えているに違いない。王族からの許可がなければ地下書庫には入れないはずなのに、こそこそと……」


疑うのが騎士団の仕事とはいえ、それはさすがに疑いすぎだと思う。


「ヒルデブラント王子に連絡している時点で、こそこそも何もないですよ。正面から王族に許可を得ているではありませんか。騎士団長がエーレンフェストの暗躍を疑っていることは知っていますが、こじつけは目を曇らせますよ」


私の言葉に騎士団長が「考えすぎか……」と小さく呟いた。納得してくれたならば良い。いくら何でも騎士団長はローゼマイン様を悪く見過ぎだ。正確には、その背後にいるエーレンフェストとフェルディナンド様を。


「……だが、またしてもローゼマイン様は王族と接触を試みている。また何か起こるかもしれぬ。明日は警戒してくれ」


「はっ！」


共同研究で最奥の間の使用許可を求め、王族に参加を勧めた方だ。また何か起こるかもしれないという部分には賛同する。警戒を怠らない方が良いだろう。






騎士団長室で警戒していて正解だったようだ。ヒルデブラント王子から騎士団長のところへオルドナンツが来た。「中央騎士団の力を借りたい」と。


「中央騎士団の力を借りたい？　王子の護衛騎士では対応できない事態ということか？」


「貴族院へ踏み込むならばツェントからの要請が必要だ。そちらはどうなっている!?」


幼い王子からのオルドナンツでは全く状況がわからない。ざわりとした空気が騎士団長室に満ちる。そこへオルドナンツが再び飛んできた。ヒルデブラント王子の筆頭側仕えアルトゥールからだった。


「大変申し訳ございません。ヒルデブラント王子の間違った正義感が暴走して聞く耳を持ってくださいません。中央騎士団が動ける事態ではないこと、それから、王子である自分が頼めば中央騎士団が動いてくれると思い込んでいる状態を正していただけませんか？」


中央騎士団が出なければならないような変事が起こったのかと思えば、ヒルデブラント王子の勝手な暴走らしい。ホッと胸を撫で下ろすと同時に、私は全身鎧よろい用の魔石から手を離した。


「この機会にしっかりとお教えしなければなりませんね」


中央騎士団は王の命令で動く。王子であろうとも私物化することは許されない。王族からの命令を断ることが難しいからこそ、王族側にその意識と気構えが必要だ。


「ロヤリテート、二人で行くぞ。王族の依頼を拒否するための説得だ」


「はっ！」


こういう時は自分達が王族に対して間違ったことを言っていないか、お互いに確認するために二人以上の同行が必要になる。ただ、幼いとはいえ、王族に説教をするのだ。下っ端の騎士を同行させることはできない。騎士団長と副団長の二人が赴くことで、どれだけのことをしでかしたのかヒルデブラント王子にわかってほしいと思う。


騎士団長室を出て、王宮内にある転移陣の間へ向かう。早足で歩きながら騎士団長が眉間みけんに皺しわを刻んで顎を撫でる。


「やはりヒルデブラント王子に同行してローゼマイン様が何を調べているのか探る必要があったな。本当は昨日、其方に同行を頼むつもりだったのだ」


「私に？　騎士団長ではなく？」


ヒルデブラント王子と親交が深いのも、執拗しつようにローゼマイン様を疑っているのも騎士団長だ。私が同行する意味がわからない。


「あぁ、彼女の後見人であるフェルディナンド様をアーレンスバッハへやったことで、私は警戒されているからな」


多くの領地からの嘆願たんがんにより王命が出て、フェルディナンド様は横暴おうぼうな領主によって押し込められていた神殿から解放されてアーレンスバッハの次期領主の配偶者となった。エーレンフェストの領主は王命に納得していなかったが、フェルディナンド様は喜んで王命を受けたと聞いている。


……それなのに、後見人が救済されたことに感謝されるのではなく警戒されている？


私は少し眉を寄せる。フェルディナンド様の意思を確認する会談はごく少数で行われた。私はその場にいなかったが、「後継者不足のアーレンスバッハと不遇のフェルディナンド様の双方に利の大きい縁組だ」と説明したのはラオブルート様だった。それなのに、まるで王命が望まれていなかったような言葉を口にした。何だか齟齬そごを感じる。気のせいだろうか。


「ローゼマイン様が疑い深い方ならば、私も警戒されますよ。先日シュツェーリアの盾の性能を疑い、最初に攻撃を仕掛けましたから」


「そうか……。方々に対する牽制けんせいにはちょうど良いと思ったのだが」


「方々とは？」


何だか彼と自分が持っている情報量に差があるようだ。言われている意味がわからない。私は騎士団長を見つめる。頬の傷を軽く撫でながら、彼は一体何を考えているのだろうか。


「地下書庫でエーレンフェストが何を調べているのか。ヒルデブラント王子が他の王子に声をかけずに融通を利かせる理由、それに、ダンケルフェルガーが付き合う理由を知りたい。血族であるダンケルフェルガーの後ろ盾を得てヒルデブラント王子が次期王座を狙っている可能性もある。今のユルゲンシュミットにこれ以上の混乱は不要」


その事態を回避するために、マグダレーナ様はダンケルフェルガー出身でありながら第三夫人となり、ジギスヴァルト王子やアナスタージウス王子を尊重する態度を取っているのだ。ヒルデブラント王子の背後によほど今のユルゲンシュミットを掻き回したい者がいなければ、そのような事態は起こらない。


……騎士団長の考えすぎですよ。


喉元でその言葉が止まる。もし、私と騎士団長の間で情報量の差があるならば、何の確信もなく適当なことは言えない。仕方がない。付き合うとしよう。今のユルゲンシュミットにこれ以上の混乱は不要。その一点については自分も同意見だからだ。






「ヒルデブラント王子、お召しに従い参上いたしました。一体どのような事態が起こり、ご自身の護衛騎士だけではなく中央騎士団の助力を必要とされているのでしょうか？」


騎士団長と私が跪いて尋ねると、ヒルデブラント王子は勢いよく喋り始めた。


「エーレンフェストとダンケルフェルガーがローゼマインの嫁入り先を巡ってディッターをするそうです。父上の決めた婚約をそのような手段で解消することは許されませんよね？　ローゼマインが嫌がっていたので助けるのです。か弱い姫を守るために中央騎士団の力を貸してください」


「……アルトゥールに止められませんでしたか？」


「止められました。王族が口を出すことではない、と。ですが、おかしいではありませんか。大領地の横暴を止められるのは王族だけだとアルトゥールは言ったのに、ダンケルフェルガーの横暴に困るローゼマインを助けないだなんて！」


自分の正義に酔っているというか、幼くて視野が狭い。自分の息子であれば、その正義感を褒めただろう。困った人を助けてあげるのは良いことだと言えただろう。だが、ヒルデブラント王子は王族だ。己の言動がどれほどの影響を与えるのか、何をするにも領地間の関係を考慮することを知らなければならない。


……本来ならば、貴族院へ入学してから覚えれば良いことなのだが……。


洗礼式の直後から貴族院の管理者となったヒルデブラント王子は早急に覚える必要がある。幼い彼には難しいと思うが、このまま貴族院の管理者として様々な領地の者と接すると、後々大変な事態を引き起こすだろう。


「何度言ってもアルトゥールはダメだと言いますが、ラオブルートならばローゼマインを助けてくれるでしょう？　騎士団は困っている者を助けるのですよね？」


明るい紫色の瞳が期待を込めて見上げてくる。その期待を騎士団長は「それはできません」とキッパリと切り捨てた。


「何故ですか!?」


「王命がございません。それに、エーレンフェストとダンケルフェルガー、どちらのアウブからも依頼がないからです。仲裁ちゅうさいも頼まれていないところへ手を出すことはできません。内政干渉です」


王へ仲裁の相談がないのである。ディッターに関しては両方の領主が黙認しているか、許可しているはずだ。ハウフレッツェ出身の私は詳しくないが、中央騎士団にはダンケルフェルガー出身の騎士も多い。私は何となく聞いたことがあるディッターについてヒルデブラント王子に説明する。


「嫁入りに関係するならば、嫁取りディッターでしょうか。私は詳しくありませんが、親に結婚を反対された時に婚姻こんいんを賭かけてディッターを行う風習がダンケルフェルガーにはあると耳にしたことがあります。マグダレーナ様に伺った方が詳しく教えてくださるでしょう」


……親の決めた婚約が不満ということならば、ローゼマイン様とレスティラウト様が想い合っているということか？　ローゼマイン様はまだまだ恋愛関係で嫁入り先を考えるようには見えないが、他の条件で行うディッターもあるのか？


ローゼマイン様の見た目は幼すぎる。自分で結婚相手を探せるほど成長していないと思う。まだ魔力感知も発現していないだろう。


「おそらく領主会議でディッターの結果が知らされ、婚約解消について王に相談される予定なのでしょう。両領地のアウブから正式な依頼もない状態で、王や中央騎士団が動くことはありません」


騎士団長の断言にヒルデブラント王子は悔しそうに唇を引き結んだ。何とかしたくてもできない歯痒はがゆさを必死に押し止とどめているような顔だ。


「ヒルデブラント王子は幼いのに、王族としてのお勤めに励んでいらっしゃいます。それは素晴らしいことです。図書委員を通じてエーレンフェストやダンケルフェルガーの領主候補生と仲良くしていることも、我々は微笑ましく思っています」


私の言葉にヒルデブラント王子が驚いたように目を瞬かせた。王子の全てが悪いわけではないし、否定したいわけでもない。頑張っている部分も、正義感も、褒めて伸ばしてあげたい美点だ。


「けれど、図書委員の個人的な繋がりを重視して彼女達を優遇ゆうぐうしてはなりません。王族としてのお立場、王族だからできることとできないこと、してはならないことをよくお学びください」


「……はい」


ヒルデブラント王子が肩を落とし、小さく頷いた。素直な気性をしている方だ。興奮が落ち着けば、筆頭側仕えの言葉も耳に届くようになるだろう。私は胸を撫で下ろす。同じように胸を撫で下ろしているアルトゥールを見て、私は少し目を細めた。注意が必要なのはヒルデブラント王子だけではない。


「アルトゥール、其方も……。まだ若いせいもあるだろうが、頭ごなしに否定するのではなく、もっとヒルデブラント王子のお心に寄り添った形で諭さとせるようになりなさい」


「申し訳ございません。お二人にご足労いただけたことに心から感謝いたします」


王子を叱るという精神的に疲れる仕事を終え、私達は離宮から王宮へ戻る。この時はそれで全てが終わったと思っていた。






「貴族院のルーフェンです！　貴族院のディッターに中央騎士団が三名乱入！　ラオブルート様、王命か否か至急回答を！」


全く予想もしていなかったオルドナンツが飛んできたのは、ツェント・トラオクヴァールの執務室だった。護衛騎士として付いていた騎士団長の腕でルーフェンの声が響く。周囲が顔色を変えた。私は余計なことを口走らないように自分の口元を咄嗟とっさに手で覆う。


……まさかヒルデブラント王子が!?　先日の訪問でわかってくださったはずではないのか!?


「ラオブルートだ。王命ではない」


動揺する私と違い、騎士団長は表情一つ変えずにすぐさまオルドナンツを返すと、ツェントの前に跪いた。


「命令もなく勝手な行動をした騎士を捕らえ、事情聴取したく存じます」


私も即座に騎士団長と並ぶ。この場でヒルデブラント王子とのやり取りを口にするつもりはない。だが、王族からの命令で動いた可能性もある。騎士の勝手な行動かどうかは事情を問わなければわからない。


「私も事情聴取に賛成いたします。命令違反をする騎士が中央騎士団にいるとは思えません。いきなり不審な行動を起こす何かがあったのでしょう。どうか貴族院へ赴く許可を」


そこへアナスタージウス王子からのオルドナンツも飛んできた。貴族院で中央の騎士が中小領地の学生を率いて暴れているという報告がヒルシュールから入ったと言う。


……ディッターに乱入しただけではなく、中小領地の学生を率いているだと？


とても考えられない異常事態だ。魔力差を考えると、貴族院に中央の騎士を捕らえられる者はほぼいないだろう。中央騎士団の上層部が向かい、すぐに騎士達を取り押さえなければならない。


「貴族院の管理者であるヒルデブラント王子に連絡を取りますか、ツェント!?」


「いや、アレが呑み込めるように説明する時間も惜しい。早急にアナスタージウスと共に向かえ」


何が起こっているのかほとんど情報がないまま、我々はアナスタージウス王子の離宮へ転移した。実は、王宮から貴族院へ向かうには意外と回り道をしなければならないため、時間がかかる。離宮を経る方が早い。


離宮ではアナスタージウス王子がご自身の護衛騎士と待ち構えていた。転移した我々を率いて貴族院に繋がる扉を開く。


「行くぞ」






騎士棟の訓練場で暴れていたのは三人の騎士だった。中小領地の学生の姿はない。王命ではないから下がれとルーフェンが言ったことで去ったらしい。学生達を捕らえることなく済ませられたことに少しだけ胸を撫で下ろす。


ダンケルフェルガーとエーレンフェストから事情を聴いた後、我々は捕らえられた三人を連れて中央へ戻る。明らかにこの三人の様子はおかしかった。


「誰に命じられた!?　ツェントからの命令もないのに動いたのか!?」


「王族はエーレンフェストの聖女がダンケルフェルガーに移るのを憂うれえていらっしゃる。王族の憂いを払うのが騎士団の役目だ」


「勝手に動く兵など信用ならぬ。このようなことが再びあれば、中央騎士団がツェントから、ユルゲンシュミット中の者から信用されなくなるのだぞ！」


「これは王族の望みなのです」


何を尋ねても「王族のため」「ローゼマイン様の救済」と言うばかり。会話が成立しているように見えても、全く会話にならない。そのやり取りに胸の奥にじりじりとした焦りが積み重なる。ローゼマイン様がダンケルフェルガーに移ることを憂える王族など、ヒルデブラント王子しか思い浮かばない。


「今後の尋問にはダンケルフェルガーが同席する。しばらく頭を冷やさせろ。ただし、絶対に逃がすな。ロヤリテート、ヒルデブラント王子の離宮へ向かうぞ」


建前としては貴族院の管理者への報告。実際には、ヒルデブラント王子があの騎士達に命じたかどうかの事情聴取である。あの幼い王子が「ローゼマインを助け出したい」と中央騎士団に頼んできたことを知っているのは私と騎士団長だけだ。






「中央騎士団に何かあったのですか？」


我々を出迎えたヒルデブラント王子はきょとんとした顔で報告を聞く。中央騎士団にローゼマイン様の救済を命じたかどうかの質問には首を横に振った。


「私は命じていません。騎士団との接触もありません。今日がディッターの日だったことも今知ったくらいです。そうですよね、アルトゥール？」


私は思わず目を瞬かせ、筆頭側仕えに視線を向けた。中央騎士団の手を借りたいと言いながら、日時さえ調べていないとは思わなかったのだ。


「ヒルデブラント王子がおっしゃった通りです。図書館でハンネローレ様から話を伺った時にはまだ決まっていないと言われましたし、お二人の説得でヒルデブラント王子が諦めてくださったため、ディッターの情報収集は特に行いませんでした。我々がディッターに関する問い合わせをしていないことは騎士コースの先生方から裏を取れると思います」


アルトゥールは幼いヒルデブラント王子と違って中央騎士団の暴走に自分の主の関与が疑われていること、その危険性をよく理解しているのだろう。やや蒼白そうはくになりながら、彼は丁寧に主の潔白けっぱくを主張する。


「ヒルデブラント王子と中央騎士団に接触がなかったことは筆頭側仕えの私が保証します。貴族院入学前の王子はまだシュタープを持っていませんし、自分で調合できません。オルドナンツを一人で使用することができない以上、我々側近に隠れて連絡を取ることもできないでしょう」


王子の手に渡る手紙や書類には先に側近が目を通す。離宮から出る時も側近が一緒だ。ヒルデブラント王子には自分勝手に動ける自由も手段もない。


「それに、こちらの離宮へお招きした中央騎士団の者は騎士団長と副団長のお二人だけです。自分の護衛騎士以外の騎士とは言葉を交わしたこともございません。その点は調べていただければおわかりになるかと……」


剣術の訓練は騎士団長が離宮を訪れて行っている。貴族院へ入学した後には王宮にある騎士団の訓練場へ来るようになるが、ヒルデブラント王子はまだ離宮から碌ろくに出られない。暴走した三人とヒルデブラント王子に面識や繋がりがないのも嘘ではないだろう。


「先日、私はあれだけ叱られたのです。ラオブルート達から中央騎士団の話を聞いたのに、もう一度頼むなどしません。母上にも決まったディッターの邪魔をしてはならないと言われました」


少し拗すねたような口調でヒルデブラント王子が私達を睨む。その目には少しの後ろめたさも感じられない。






「あの騎士達を唆そそのかしたのは、ヒルデブラント王子ではないな」


報告書を書きながら私は独り言を零した。だが、騎士団長はまだヒルデブラント王子を疑っていたらしい。ジロリと私を睨む。


「ほぅ、ロヤリテートは何故そう思う？　いくらでも嘘を吐くことはできよう。エーレンフェストの勝利で、ローゼマイン様がダンケルフェルガーに移動することはなくなった。ヒルデブラント王子の望みはひとまず叶ったことになる」


「……嘘を吐くことはできますが、ディッターの日時も知らずに実行は不可能です。騎士コースの先生方に裏を取りましたが、ヒルデブラント王子にディッターの申請について知らせていません。むしろ、知っていたのはアナスタージウス王子です」


よく問題を起こすせいか、大事になりがちなせいか、エーレンフェストとダンケルフェルガーの厄介事は貴族院の管理者であるヒルデブラント王子ではなく、アナスタージウス王子が担当することが多いらしい。そのためか、アナスタージウス王子はディッターの申請書に目を通していた。


「側近も一緒になって嘘を吐くような計画であったならば、我々を離宮に呼んで叱ってほしいとは頼まなかったでしょう。あれで、我々はヒルデブラント王子がローゼマイン様の救済を願っていることを知りました。ですが、他の者は知りません。申請書の確認をしたアナスタージウス王子さえ、嫁取りディッターだと知りませんでした。何となくヒルデブラント王子に罪をなすりつけたい第三者の存在を感じます」


「ふむ……。其方、存外賢いな。第三者の存在も合わせて考えてみよう」


騎士団長が小さく笑う。疑り深い彼の意識を少し変えることができたのであれば、喜ばしいことだ。エーレンフェストやローゼマイン様のようにずっと疑われた状態では、ヒルデブラント王子も騎士団長との鍛錬たんれんが気詰まりだろう。私はフッと息を吐いた。


……だが、第三者がいたと仮定しても一体何が目的だったのだ？


ヒルデブラント王子に罪をかぶせるためにローゼマイン様の移動を持ち出したならば、目的は別にあるとも考えられる。三人の騎士達を唆した結果から犯人の狙いが見えてこないだろうか。


ツェントと騎士団の間に亀裂きれつを入れたかったのか？　それとも、中央騎士団を通じてツェントを貶おとしめたかったのか？　中小領地の騎士見習い達を唆したのは何のためだ？　ローゼマイン様を賭けたディッターだと知っていたのは誰だ？　ディッターの日時を知っていた者は誰だ？　犯人は一体どこから情報を仕入れ、どのように中央騎士団の者へ接触した？


次々と疑問が浮かんでは消えていく。その中で、おや？　と何かが引っかかった。点と点が繋がりそうになった瞬間、「報告書は仕上がりそうか？」と騎士団長の声がかかった。バッと顔を上げたせいか、つかみかけた糸が消えていく。


……何を考えていたのだったか？　騎士団長に返事をした後、私は再び思考の糸をたぐろうとする。背後で暖炉の薪が爆ぜ、脆もろくなっていた部分にひびの入った音がした。
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「初めて観みる形の奉納舞でしたね。闇の神に退けられるなんて、まるで光の女神に化けた混沌こんとんの女神ではございませんか」


「えぇ、本当に……。先生方は奉納舞のお稽古けいこで、彼女に光の女神が相応しいと本当に思ったのでしょうか。あまりにも斬新ざんしんで個性的でしたけれど」


貴族院の成人式と卒業式の合間にある王族達の昼食は、呆あきれた溜息と奉納舞の酷評こくひょうから始まった。ツェントの第一夫人である母上や第三夫人のマグダレーナ様に、アーレンスバッハの領主候補生ディートリンデは非常に不評だ。その気持ちはよくわかる。


……とはいえ、あの装いと髪型でなければもう少し見られる舞だったようだが……。


私の妻エグランティーヌは奉納舞の手本を見せるため、稽古に参加してほしいと頼まれていた。その時の様子では多少見劣りするが、光の女神役を降ろさなければならない程ひどくなかったらしい。そう思いつつ、私は食事を続けた。


「あれを誰も止めなかったのが不思議でなりませんね。アーレンスバッハの第一夫人も、あの婚約者もどのようにお考えなのかしら？」


「確かエーレンフェストの髪飾りは婚約者が贈る物では？　私もアドルフィーネに贈りましたから。おそらく彼女の婚約者がずいぶんと変わった趣味をしているのでしょう」


兄上の言葉で話の流れが変わった。ディートリンデの装いに対する失笑から、髪飾りを贈った婚約者のフェルディナンドに対する厳しい意見へと。


「まぁ、なんてこと。それでは婚約者がもう少し考慮して髪飾りを贈るべきだったのですね。女性としては婚約者に贈られた物を使わないという選択肢はありませんもの」


「貴族院の最後にあのような髪飾りを使わなければならなくなった彼女もお気の毒ですね」


兄上の言葉に少し首を傾げていたアドルフィーネ様は、母上達の意見が変わったことに眉を寄せると、控えめに反論した。


「あら、でも、花や色の選択を必ずしも婚約者がしているとは限らないと思いますけれど……」


兄上はどうやら婚約者であるアドルフィーネ様に卒業祝いの髪飾りを贈ったけれど、その注文を自分でするのではなく、彼女自身にさせたようだ。一緒に選ぶとか相手の好みを尋ねて喜ばせるならばともかく、不満を抱かせるようなやり方で卒業祝いを相手に一任するのはどうなのだろうか。少々アドルフィーネ様を軽んじているように感じられる。


「まぁ、アドルフィーネ様。ジギスヴァルト様は遠く離れたエーレンフェストまで注文に行けませんけれど、あの婚約者はエーレンフェストの領主一族ではございませんか。それに、アーレンスバッハの姫君が髪飾りの注文のためにわざわざ他領へ赴くとは思えませんわ。違うかしら？」


「あら、ナーエラッヒェ様。王命で婚約が決まったのですもの。ディートリンデ様は婚約式のためにエーレンフェストへ足を運んだはずではございませんか」


夫を擁護した兄上の妻ナーエラッヒェと、婚約者のアドルフィーネ様の間の空気が尖とがってくる。エグランティーヌは二人を仲裁するようにそっと口を開いた。母上達の会話は困ったように微笑みながら聞いていられても、この二人の関係が険悪になることは避けたいということだろう。


「あの髪飾りはディートリンデ様のお好みだそうですよ。その、彼女にとってエーレンフェストのセンスは信用ならないそうです。ローゼマイン様がわたくしへ新しい髪飾りを差し出しながら心配そうにおっしゃいました。こんなに素敵ですのに……。ねぇ、アナスタージウス様」


エグランティーヌは自分の新しい髪飾りに少し触れながら私に向かって微笑んだ。そこにある髪飾りはとても彼女に似合っているし、妻に援護を求められれば協力するしかない。


……今までローゼマインから協力を得てきたのだ。ここはエーレンフェストを擁護してやるべきだろう。


「あぁ、エグランティーヌの言う通り、エーレンフェストはやや小ぶりで色が違うシェンティスの飾りを五つ準備したと私も聞きました。時や場所、衣装に合わせ、組み合わせを自由に選べるというのが、非常に興味深いと感じたものです」


「そうなのですか？　それにしては……」


ひどい有様だったと言いたかったのだろう。マグダレーナ様に私はニコリと微笑んだ。


「あのような女性と王命で婚約させられたフェルディナンドに、私は男として同情します。いくら中継ぎとはいえ、とても大領地の次期領主とは思えない振る舞いではありませんか」


「お待ちなさい。アナスタージウス、それは……」


この場で王命に文句を付けるのかと説教を始めそうな母上を遮さえぎるために、私は話題を変える。


「私としては混沌の女神の装いより、彼女が倒れた時に現れた魔法陣の方が気になります。あれは何だったのでしょう？　私は見たことがありませんが、父上や母上はご存じですか？」


あれだけ講堂内がざわついていたのに、誰もあの魔法陣の詳細を述べる者がいなかった。それを理解していながら、私は母上から父上へ視線を向ける。それまで黙って聞いていた父上が口を開いた。


「いや、あのような魔法陣が奉納舞の舞台に潜ひそんでいるなど聞いたことがないな。あまりにも大掛かりな仕掛けだが……」


ツェントである父上が知らなければ、他に知っている者はいないだろう。父上は他の文官達へ視線を向けたけれど、誰も明確な答えを持っていないようだ。発言の許可を求める者は一人もいない。


「ツェント、中央神殿の者達が面会を求めています。奉納舞の舞台に浮かんだ魔法陣について重要なお話があるそうです。貴族達へ知らせる前に、ツェントの耳に入れておきたいと……」


食堂内がざわりとした。王族と中央神殿は反そりが合わない。そもそも彼等はグルトリスハイトを持たないツェントを認めないという立場を取っており、父上を王として認めないと言っていた。予算の関係などで渋々認めたけれど、折に触れて正当な資格はないと言うのである。


ところが、去年のローゼマインが絡んだ聖典検証会議で、中央神殿長のレリギオンは肝心かんじんの聖典を半分も読めていないことが判明した。碌な魔力もないと嘲笑ちょうしょうされたように受け取ったレリギオンと王族の関係は更に悪くなっている。そのうえ、中央神殿の神官長のイマヌエルは神具を自力で作れるローゼマインを、エーレンフェストの神殿長ではなく中央神殿長につけたいと考えているらしい。そのため、神殿長のレリギオンにとってローゼマインは非常に煙けむたい存在だ。貴族院で奉納式をするために祭壇さいだんを使用したいと願い出た時は、ものすごい勢いで却下された。逆に、イマヌエルはローゼマインに恩を売るためにも祭壇や神具を貸し出せば良いと言っていたと聞いている。


そんな中央神殿の者達がわざわざ昼食の時間帯に、王族が集まっている食堂へ面会を求めてくるのだ。嫌な予感がする。


父上は少し考え込んだ後、仕方がなさそうな顔で頷いた。


「……わかった。会おう。ただし、彼等をこちらに呼ぶ必要はない。私が向かう」


「父上。面会予約のない中央神殿の者など、昼食を中断して会うほどの相手ではありませんよ」


不快そうに顔を顰めた兄上の言葉に、母上達や側近達が口々に同意する。


「ジギスヴァルト王子のおっしゃる通りです。ツェントがわざわざ出向いて、面会しなければならない相手ではございません」


「あまりにも相手の都合を考えていない面会依頼ですもの。たとえ急ぎだとしても、昼食を終えてからでよろしいでしょう？」


「相手はともかく、用件については無視できまい。ジギスヴァルト、昼食に未練があるならば、其方は食べていなさい。アナスタージウス、行くぞ」


父上は立ち上がることで皆を黙らせる。指名された私が急いで立ち上がると、兄上も慌てた様子で立ち上がった。


「昼食に未練などありません。ただ、昼食時に面会を申し込むなど無作法だと思うだけです」


兄上の不満そうな声に、父上は「……ふむ」と頷いて歩き出した。


「其方はもう少し柔軟性が必要だな。本当の緊急事態ならば、作法になど構っていられぬ」






非常に静かな中央棟の中、私達はそれぞれの側近を連れて歩く。皆が昼食のためにそれぞれの寮へ戻っているため、ところどころに立っている中央騎士団の騎士以外に人影はない。


「父上、母上達が不満そうでしたが……」


「中央神殿の者達との面会には同席させられぬ。危険すぎる」


父上は中央神殿の者達のいる場に女性を同席させようとはしない。中央神殿の者達がグルトリスハイトを手にしていない父上にツェントの資格がないと遠回しに言った時に、父上の妻達が揃って怒りに震えて大変なことになったことがあるらしい。私は着飾った優美な姿しか見たことがないが、噂によると、ダンケルフェルガー出身のマグダレーナ様は非常にお強いそうだ。


「怒らせる前に騎士団によくよく根回ししておく必要がある。覚えておきなさい」


そんな話をしながら歩く内に、中央神殿の者達が控え室に使用している部屋へ到着した。動向を見張るためか、扉の前には中央の騎士が待機している。取り次いでもらうと、中央神殿長レリギオンと神官長イマヌエルが得意そうに胸を張って待っていた。


「ご足労いただき、嬉しく思います。昼食時に失礼とは存じますが、皆様には一刻も早くお知らせしなければならないと思いまして……」


レリギオンの顔にありありと浮かんでいるのは、王族を見下したような表情だ。今まではこれほどあからさまに出すことはなかった。何を言い出すのか、私は勧められた椅子に座りながら心の中で警戒する。


「皆様もご覧になったと思われます。奉納舞で浮かび上がったあの魔法陣を……」


「あれは次期ツェントの選別をするための魔法陣です。つまり、今現在、最も次期ツェントに近い人物がディートリンデ様であると言えましょう」


レリギオンが芝居がかった動きと共に勝ち誇った顔で話し始めた途端、イマヌエルがスパッと切って捨てるように事実だけを淡々たんたんと説明する。イマヌエルに嫌な顔をしたレリギオンが、熱を込めて再び語り始めた。


「悪いが、端的な説明が欲しい。イマヌエル神官長、説明してくれ」


「かしこまりました。奉納舞の舞台にそのような魔法陣があることをどなたもご存じなかったこと、皆様の奉納舞では魔法陣が光らなかったことからも、皆様にツェントの資格がないことは明らかです。近い内にアーレンスバッハのディートリンデ様がグルトリスハイトを得て、正当なツェントに就任されるでしょう」


「其方等は何を言い出すのか!?　不敬であるぞ」


貴族でもない神官に主を貶められた側近達が怒りを見せる。だが、中央の騎士の怒声にも怯まず、イマヌエルとレリギオンは唇を歪ませた。


「不敬ではなく、事実でございます」


「グルトリスハイトのないトラオクヴァール様が、ツェントを名乗れる時間はそれほど長いことではないでしょう。何しろ……」


「其方……」


シュタープを手にした護衛騎士のロヤリテートを、父上が止める。


「止めよ、ロヤリテート。見苦しい。……グルトリスハイトを持つ者が現れるのは、ユルゲンシュミットにとって喜ばしいことではないか」


「なんと……。では、ディートリンデ様がグルトリスハイトを入手した暁あかつきには、トラオクヴァール様はツェントの座を退かれるということでよろしいか？」


側近達が息を呑んで、父上に注目して答えを待つ。フッと一つ息を吐き、父上は中央神殿の二人に視線を向けた。


「あぁ、構わぬ」


皆が父上に注目している中、私は兄上を見ていた。兄上は普段とても柔和にゅうわな顔を見せている。だが、王座への執着しゅうちゃくは強い。エグランティーヌへの求婚も王座のためだった。私が王座を譲って臣下になると宣言しなければ、決してエグランティーヌへの求婚を諦めようとはしなかっただろう。


「私は王座に未練も執着もない。彼女が本物のグルトリスハイトを手にしたならば、その時は喜んで譲ると約束しよう」


父上の言葉を聞いている兄上の目が少し細められた。深緑の目には隠しきれていない怒りと不快感がにじんでいる。


「だが、中央神殿は彼女が本当にグルトリスハイトを手にするまで、このことを他言せぬように。不用意に広がれば騒乱そうらんの種となろう」


ディートリンデがグルトリスハイトを得ると広く知られれば何らかの妨害があり、彼女に危険が及ぶことも考えられる。また、期待されたグルトリスハイトを得られなかった場合、周囲の落胆が彼女への攻撃に変じることもある。まだ存在していないグルトリスハイトを巡って、ユルゲンシュミットに再び騒乱の時代が訪れるかもしれない。父上は危険性を挙げて中央神殿の者達に釘を刺すと、席を立った。






「アーレンスバッハの領主候補生がグルトリスハイトを手に入れて次期ツェントになるなど、いくら何でもあり得ません」


退室して歩き出すと、すぐに不満の声が上がった。先程まで非難の対象だった彼女がグルトリスハイトを手に入れると言われたところで、とても信じられるわけがない。正確には、信じたくないだけだ。私もアレが次期ツェント候補など、信じたくない。だが、あのような大掛かりな魔法陣が浮かび上がったのだ。ユルゲンシュミットにとって重要な魔法陣だと考える方がしっくりくる。


「グルトリスハイトが手に入るならば、これまでずっと苦労してユルゲンシュミットを治めてきた王族が得るべきではありませんか。今日のあの状態を見て、ディートリンデ様がツェントになることに不安を抱かない者がいますか？」


兄上の主張に、父上の苦労を知る古参の側近達は「ジギスヴァルト王子のおっしゃる通りです」と同意する。


「……今回の件、もしやフェルディナンド様の陰謀いんぼうではございませんか？」


ラオブルートが何やら言い出した。こじつけにも程がある。私は思わず眉を寄せてしまったが、兄上は興味深そうに先を促うながした。


「ラオブルート、それはどういう意味だ？」


「王命によってエーレンフェストを出されたことで、フェルディナンド様はローゼマイン様を操ることが難しくなりました。そのため、今度はアーレンスバッハでディートリンデ様を操ろうとしているのではないか、と」


「なるほど……。整合性がありますね」


どこに整合性があるのかわからないが、父上の側近の中には何故か納得している者が何人もいる。騎士団長に追従するのは騎士だけではない。文官も側仕えもいる。


「本来ならば、フェルディナンド様はローゼマイン様の奉納舞の時に魔法陣を出現させる予定だったのかもしれませんぞ。エグランティーヌ様から奉納舞の稽古でローゼマイン様も魔石を光らせていたという報告があったと記憶しております」


「アーレンスバッハへ移動させられたため、急いで予定を変更してディートリンデ様にやらせたのでは？　稽古の期間が短く、慣れていないディートリンデ様は倒れてしまったが、ローゼマイン様がこれから三年稽古をすれば魔法陣はもっとハッキリと浮かび上がったでしょう」


「ふむ。ディートリンデ様は今年で卒業です。この機会を逃せば、フェルディナンド様はあの舞台に関与することが難しくなりますな。彼には今しかなかったのでは？」


彼等の勢いは止まらない。だが、何故揃いも揃ってフェルディナンドの陰謀説を受け入れているのだろうか。もしかすると、貴族院からの報告を聞くだけだと、フェルディナンドはそのように見えるのだろうか。話の流れは彼等の中で滑らかにまとまっているようだが、どうにも拭いきれない違和感がある。


「フェルディナンド様が移動した途端、ローゼマイン様が図書館を訪れる回数は激減し、婚約者が奇妙な魔法陣を作動させたのです。どう考えても偶然とは思えません」


「いや、ローゼマインが図書館を訪れなくなったのは地下書庫への出入りを兄上が禁じたからだし、上級司書が図書館の魔術具の主になるために魔力供給をしないようにという気遣いだ。それに、今年は大領地の共同研究が忙しいと言っていたが……」


私の言葉は耳に入らないようで、父上の側近達はフェルディナンドの陰謀説で盛り上がっている。それを頷きながら聞いている兄上を見ていると、何だか私は違和感を覚える自分の方がおかしいような気がしてきた。


「領地を移動させてもこうして暗躍するならば、フェルディナンド様は非常に危険な人物だと言わざるを得ません。やはり彼について詳しく調べるべきでしょう」


側近達の声に父上は呆れた顔になった。


「落ち着け、其方等。グルトリスハイトを手にする者が出てくることは、ユルゲンシュミットにとって喜ばしいことではないか。統治には絶対に必要な物だ。誰でも良い。グルトリスハイトを手にしてほしいと私は願っている」


父上の言葉にゾッとした。一体何を言い出すのか。誰でも良いわけがない。「中立で中領地のエーレンフェストからグルトリスハイトを手にする者が現れれば、負け組領地がこぞって集まり、今の状況をひっくり返そうとするだろう。とても穏便おんびんに交代が行われるとは思えぬ。ユルゲンシュミットが再び騒乱の時代になることは避けなければならぬ」と、王命を出してフェルディナンドをアーレンスバッハへ移動させたのは父上だ。


……ユルゲンシュミットに騒乱を呼び込むおつもりですか!?


父上に対して言いたかった私の言葉は出なかった。兄上が先に口を開いたからだ。


「ならば、フェルディナンドに傍系王族の疑いがあり、グルトリスハイトを狙っているとラオブルートが進言した時に何故フェルディナンドをアーレンスバッハへやったのです？　父上もまた彼の危険性を感じていたからでは？」


兄上の疑問に、父上は「あの時に言った通りだ。代替わりにおける騒乱は必要ない」と答えた。ただ、そこから先に続いた言葉は、兄上も私も側近達も、おそらく移動させられたフェルディナンドさえ考えていなかったに違いない。


「だが、彼がアーレンスバッハにいれば話は変わってくるだろう？　アーレンスバッハは勝ち組の大領地だ。エーレンフェストと違って後ろ盾も申し分ない。混乱は比較的少なく交代できるはずだ。……アウブ・アーレンスバッハが健在な内にグルトリスハイトを手にしてほしいと思っているよ。中継ぎとはいえ、ディートリンデがアウブになってしまうとツェントになれぬからな」


アウブが健在な内に星結びの儀式を終えてアーレンスバッハ籍に入ったフェルディナンド、もしくは、魔法陣を浮かび上がらせたディートリンデのどちらかがグルトリスハイトを手にする。そして、ツェント夫妻となってユルゲンシュミットを、成人後のレティーツィアとヒルデブラントがアウブ夫妻としてアーレンスバッハを治めることが理想の形だと父上は言う。


しかし、それは父上にとっての理想であって、他の者達が望む未来像ではないだろう。側近達は困惑気味だし、兄上は承服し難い顔をしている。
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「深刻になるな。本当にグルトリスハイトを手にすることができれば、の話だ。私の兄上達が血で血を洗いながら探し回ったにもかかわらず見つからなかったのに、そう簡単に入手できるとは思えぬ」


父上はそう言うが、今になって誰も知らない魔法陣が浮かび上がり、中央神殿の者達はディートリンデを次期ツェント候補だと言った。全く予想もしないところで、予想もしない人物がグルトリスハイトを手にしてもおかしくない。


「簡単ではないとお考えならば、母上達に今回の面会について報告する際、ツェントの座を譲るという点は秘めておいてください。中央神殿の者達が不敬極まりないと母上達が暴走しますよ」


兄上の注意に父上は軽く眉を上げた。


「……ふむ。それは怖いな。其方等も他言せぬように」


父上は側近達を見回して「命令だ」と唇の端を上げた。それから、足を止めて後ろを振り返る。もう見えなくなっているが、中央神殿の者達の控え室がある方向だ。


「それに、あちらの言い分が正しいとは限らぬ。其方等は妙な陰謀説で熱くなる前にその点をまず調査してくれ」


「確かに、己の聖典さえ半分も読めていなかった中央神殿の言うことです。魔法陣の用途自体が怪しいかもしれませんな」


「我々にはそれを判断する情報もございませんが……」


私は「ローゼマインに尋ねてみるのはいかがですか？」と提案した。


「貴族院の奉納式からわかるように、彼女はエーレンフェストの神殿長で神事に詳しいです。中央神殿の者達と違って、神殿長の聖典もほとんど全て読んでいたと聞いています。それに、王族に協力的です。……少々敬意の足りないところはありますが」


本や図書館を前にすると生返事をするし、王族に向かって不敬とも言える忠告をするが、ローゼマインに王族に対する敵意や悪意はない。父上は腕を組んで少し考える。


「他領の学生を巻き込むのは不本意だが、情報は早急に必要だ。……すまないが、其方からエグランティーヌに頼んでもらえるか？　私はこれから講堂へ向かう」


「講堂へ？」


「今の状態の舞台を一度見ておきたい。妙な小細工が仕掛けられていないか確認は必要だろう？　其方等の文官も借りるぞ」


父上はそう言うと、自分の側近と私達の文官を引き連れてさっさと講堂へ向かって歩き始めた。






「……中央神殿の者達が不敬なことを言ったのではないかと、気が立っている母上達への説明を私達に放り出して行きましたね」


足早に去って行く父上の背中を見送り、私は兄上と昼食を摂っていた部屋へ向かって歩き始める。


「エグランティーヌへ頼む時に説明が必要だ。アナスタージウスに任せよう」


「いやいや、母上達への説明は兄上が行うべきです。私はエグランティーヌを離宮へエスコートしなければなりませんから」


「それは側近達に任せても良いと思うよ」


「エグランティーヌのエスコートは、側近であっても譲りません。それに、早急に動かなければ、エーレンフェストの者達が午後の卒業式のために動き始めるでしょう」


説明を押しつけ合いながら歩く途中で、兄上が盗聴防止の魔術具を取り出した。


「アナスタージウス、其方はフェルディナンドの陰謀説についてどう思う？」


当人と話をしていないので何とも言えないが、エーレンフェストには次期ツェントを出すつもりなど、欠片もないと思う。昨日の領地対抗戦での様子から考えても、おそらく内政で手一杯だ。負け組領地との関係も良くない。彼等をまとめてユルゲンシュミットを手にすることに魅力を感じているようにはとても見えなかった。


「兄上はどう思うのですか？」


「非常に怪しいと思うよ。再び政変を起こす可能性が高いフェルディナンドをアーレンスバッハの婿とすれば、王座簒奪さんだつは不可能になる……と私は考えていた。だが、父上は王座を譲っても良いと考えているし、フェルディナンドはあの魔法陣を起動させようと企たくらんでいる。私達の知らないところで何か密約があったのかもしれない」


領主会議でフェルディナンドへ王命が出された場には極少数の者しかいなかった。私も兄上も同席していない。


「ラオブルートは護衛騎士として同席していた。だからこそ、私達に知らされていない情報を得ていて、フェルディナンドを疑っているのではないかと思う」


「……私には唐突に思えましたが、父上の側近達とは情報量に差があったせいかもしれないということですか」


私は腕を組んで考え込む。エーレンフェストは内政で手一杯だと思うが、王命を受け入れてアーレンスバッハへ移動したフェルディナンドがどのように考えているかわからない。


「父上はアーレンスバッハ籍になれば、と言っていた。それなのに、フェルディナンドはまだ星結びの儀式を終えていない今、ディートリンデを使って魔法陣を浮かび上がらせた。何か裏があるかもしれないし、アーレンスバッハ籍になる星結びの儀式までに他に何か事を起こすのかもしれない。これ以上不穏な動きを見せる前に排除することも考えるべきだろうか」


兄上は考えすぎだと思うが、懸念を笑い飛ばす判断材料が私にはない。ただ、排除というのは、あまりにも過激だ。


「魔法陣を浮かび上がらせたのも、中央神殿から次期ツェントだと言われたのもディートリンデです。フェルディナンドではありません。彼自身が何かしたわけでもないのに排除などできないでしょう。まず、彼のことを調べるべきでは？」


アーレンスバッハでの言動やディートリンデとの関わり方、エーレンフェストの者達からフェルディナンドがどのように見えるのか、彼が何を優先する人物なのか、どのような考え方をするのか、本当にツェントを狙っているのか……。当人以外からでも得られる情報はあるだろう。


「あぁ。そういえば、ラオブルートはフェルディナンドのことを詳しく調べるためにどこかの離宮の鍵を欲していたな。父上はもう終わったこととして取り合わなかったが……。鍵を渡して調べてもらうか……」


兄上の選択が「排除」ではなく「調査」という穏便なところに落ち着いたことに、私は安堵の息を吐いた。
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「ルッツ、旦那様が呼んでいるぞ。昼食を終えたら旦那様の部屋へ行ってくれ」


「すぐに行きます」


吹雪ふぶきの日々が終わって雪が解け始めたため、また神殿と店を行き来する生活が始まった。少し前までは商人見習いになるためにプランタン商会へ勉強に来ていたカミルも今はもういない。


オレが冬の間にカミルの面倒を見たことで、プランタン商会の見習いになるという決意はかなり固まっているようだ。春になったら工房の見学に行けるかもしれないと楽しみにしている。カミルの様子を見ていた旦那様は「これでギルベルタ商会や商業ギルドに取られることはなさそうだ」と胸を撫で下ろしていた。


オレは手早く昼食を終えると、すぐに旦那様の部屋に向かう。旦那様は昼食を終えた後、ゆっくりとした休憩もとらずに自室で仕事を始めているらしい。春になると死ぬほど忙しくなるので、今から準備は念入りにしておかなければならないそうだ。


「旦那様、ルッツです。お呼びと伺いましたが……」


オレが部屋の扉をノックすると、マルクさんが扉を開けてくれた。中に入ると、旦那様は計算の結果を書類に書き込みながら用件を述べる。


「悪いが、午後はギルベルタ商会へ行ってくれ。コリンナとオットーがトゥーリから相談を受けたらしい。俺も一緒に行ければいいんだが、今は忙しいからな。お前の手に余るようなら俺が行く」


「わかりました。話を聞いてきます」


そう言ってオレは外出準備を整えて店を出た。プランタン商会からギルベルタ商会まではそう遠くない。雪がまだまだ残っている街並みを足早に歩く。昨日より今日の方が暖かくなったような気もするけれど、まだまだ寒い。


……でも、もうじき春になるんだよな。


春になればグーテンベルクの恒例行事である春の大移動が始まる。今年はグーテンベルク達にも色々な変化があった。インク担当のハイディが二人目を妊娠してキルンベルガに行けないし、ザックは今年の星祭りに新郎として出るようで、代わりの弟子を出したいと言ってきた。グーテンベルクとしての腕前があるのか、マインはまだしも、他の貴族は代わりを出すことに納得してくれるのか、頭を悩ませることはいっぱいだ。


……そういえばマインはそろそろ神殿に戻って来るんだっけ？


ギルが「春を寿ことほぐ宴うたげが終わったら戻って来る」と言っていた。まだギルが浮かれていないからマインは神殿に戻ってきていないはずだ。マインが戻って来るとギルの機嫌が良くなるし、孤児院に下げ渡される食事も品質が上がるようで灰色神官達も食事を心待ちにするのですぐにわかる。


……それにしても、トゥーリの相談って何だろうな？


ギルベルタ商会も昼休みなので、店の前には店番が一人立っているだけだ。オレは店番に声をかけようと近付いた。


「あぁ、レオン。今日は昼番か。オレ、旦那様から話を聞いてくるように言われたんだけど……」


「久し振りだな、ルッツ。話は聞いている。外から上がってくれ」


昔からギルベルタ商会にいて、オレもよく指導してもらったレオンが今日の番人だった。オレは頷いて、外から上に向かうための階段を上がっていく。


……そういえば、ここの屋根裏に部屋を借りていたこともあったんだよな。


懐かしいが、もう上がってみたいとは思わない。今はプランタン商会の二階にダプラ見習いとして住んでいるので、正直なところ実家に帰った時に水汲みを手伝わされて六階まで上り下りするのもきついくらいなのだ。


コリンナ様の居住している二階の扉をノックし、下働きの女性に用件を告げる。分厚いコートを脱いで中に入ると、昼食を終えて寛くつろいでいるギルベルタ商会のダプラ達の視線が集まってきた。自分が昔着ていた見習い服を懐かしく思い、プランタン商会の見習い服になっている自分に時の流れを感じる。


「こんにちは。旦那様に言われて来ました。何か相談事があるそうですが……」


「ルッツ、ベンノは？」


「仕事が忙しいので、用件を尋ねてくるように言われました」


「そうか……。ベンノの意見も聞きたかったけど、仕方がないな」


軽くそう言ってオットー様と残念そうな顔をしたトゥーリが立ち上がる。


「俺はそんなに心配する必要はないと思うんだけど、トゥーリが心配しているんだ。あっちの部屋で話をしようか。不用意に話せることじゃない」


それだけで用件がマインに関するものだとわかった。ローゼマイン様ではなく、下町のマインだった頃に関係することに違いない。旦那様への相談事なのに、他のダプラではなく神殿へ向かわなければならないオレを指名したところで気付くべきだった。






別室に移動すると、オットー様が椅子を勧めてくれた。客であるオレが座ると、トゥーリがお茶を三人分持ってきて配っていく。コトリと置かれる茶器を持つ手はたおやかな女性のもので、いつの間にか自分の手の方が大きくなっていることに気が付いた。


孤児達を連れて森へ行くこともあるオレと違って、屋内で仕事をするトゥーリはほとんど日焼けしていない。オレもそうだけれど、家事は下働きに頼むので手もあまり荒れていないようだ。動けばふわりとリンシャンの香りがして、とても貧民の出身には見えなかった。


トゥーリと会うのは実家に戻る時が多くて、服装や言葉遣いを貧民街でも浮かないようにするため気付かなかったようだ。こうして店で見ると立ち居振る舞いにもたどたどしいところはなくなり、ギルベルタ商会で働くのに全く違和感がなくなっている。成人したら城にも上がれるようになる、と聞いているが納得だ。


……オレも早く成人したいな。


年齢だけは追い越せないのが何となく悔しい。そう思いながらトゥーリを見ていると、トゥーリがちょっと困った顔になった。


「ねぇ、ルッツ。どうかした？　じっと見られると気になるんだけど……」


「いや、別にどうもしない。トゥーリの所作が綺麗になってるな、と思っただけだ」


「そ、そう？」


少し恥ずかしそうにトゥーリがそう言いながらオレの隣に座る。オットー様が妙にニヤニヤしているのが目に入った。何か楽しいことでもあったのだろうか。


「それで、トゥーリの心配って何だ？　マインのことだろう？」


「うん、そう。冬の間、家へ帰ってたでしょ？　晴れ着は母さんと一緒に作って、髪飾りは自分で作ることにしたんだけど、作ってる時に成人式の話が出たの。家から出た方が良いのか、ギルベルタ商会から出た方が良いのかって話になって……」


トゥーリは夏の終わりに成人する。この冬は成人式のための晴れ着作りにエーファおばさんと精を出していたようだし、衣装に合わせた髪飾りのデザインも考えたと言っていた。今年はマインの王族特急依頼がなかったから、とても余裕があったらしい。


……トゥーリから「この冬はローゼマイン様の無茶振りがなくてちょっと物足りない気分だったよ」って聞いた時には驚いたけどな。


「その時に思ったの。春の終わりにラルフの成人式があるでしょ？　神殿長の姿を見たラルフに気付かれないかな？　って。何だかすごく心配になってきて……」


マインはあまり外に出ない子供だったから、近所の人でも明確に覚えている人はすごく少ない。ただ、ラルフはトゥーリと仲が良かったし、マインが変わった料理のレシピを考えた時はウチで兄貴達に作らせていたせいで付き合いは他に比べたら深い方だ。


「心配ないって俺は言ったんだけどね」


オットー様が軽い口調でそう言いながらトゥーリを見た。トゥーリは少し口を噤んだ後、「でも……」と小さく反論する。


「バレると困るんですよね？」


「そりゃバレたらまずいだろうけどさ……。バレないと思うよ。普通は洗礼式前後の時に月に数回顔を合わせただけのヤツの顔なんて覚えてないって。君達だってそうじゃないか？」


オットー様は軽く肩を竦めた。洗礼式前後の知り合いの顔を全て覚えているか？　と問われて、オレは考え込む。


……覚えてるな。


オレ達は行動範囲が狭すぎる。洗礼前の付き合いはご近所さんばかりで、小さい頃から大きくなるまで一緒に育つ。洗礼式を終えて、見習い仕事をするようになれば交流の範囲は広がるけれど、どれだけ広がっても街以上には広がらないことの方が多い。グーテンベルク達のように町から町へ渡り歩く方が特殊なのだ。


……そのせいでヨハンなんて未だにパトロンが増えないからな。


客がやって来る春から秋の長期間を留守にするので、どうしてもパトロンがつき難にくい。今となってはグーテンベルクの称号が「ローゼマイン様の専属集団」という認識になっているくらいだ。マインは金払いがいいし、領主の養女の専属だから工房にとっては宣伝効果も高いけれど、人との縁を大事にしなければならない職人にとっては長期出張の連続は良い面ばかりでもない。


「わたしは覚えています。洗礼式の後で入った工房の人達の顔を覚えてるし、今会ってもわかりますよ」


トゥーリの言葉にハッとしてオレはグーテンベルクのことを頭から振り払うと、トゥーリの意見に賛同する。下町では親族の紹介で仕事に就いて、その範囲で結婚するのだから、活動範囲や交流関係は似たような感じになる。成長したからといって忘れることはない。


「オットー様は旅商人だったから、幼い頃の浅い付き合いの人の顔を覚えていないだけだと思います。オレ達は行動範囲が狭いから、付き合いがあった人の顔は結構覚えています」


「……なるほどね。でもさ、自分が洗礼式の頃に亡くなったご近所さんの顔を今でもはっきりと覚えているかい？」


オットーさんに言われて、オレは近所で亡くなった人の顔を思い浮かべる。ややおぼろげな人もいるけれど、全く浮かばない人はいない。


「お年寄りを中心に子供だって何人も亡くなってるけど、顔が全く浮かばない人はいません」


「それって死んだ頃の姿や顔だよね？　その人にとても似ている人がいて、記憶の姿よりも成長していたら同一人物だと思うかい？　自分が成人しているのに相手に成長がなかった場合、まさか生きていたのか？　とは普通考えないだろう？　よく似た人がいるなって程度で終わると思うよ」


マインは元々小さかった上に二年間も眠っていたので、まだ十歳にもなっていないような姿だ。死んだ頃の姿とは違うし、生きていたならば成人に近いはずである。生きていることを知っていて、ずっと姿を見ているオレ達と違って、ラルフがマインと神殿長を同一人物と思うのは難しいかもしれない。


「まして、あの頃のマインちゃんとローゼマイン様じゃあ、衣装や立ち居振る舞いが全く違う。街の噂で聞くような祝福を見て、同一人物だとは思わないんじゃないか？」


オレはマインが祝福を与える現場をハルデンツェルやグレッシェルで見たことがあるけれど、確かに別人だった。その後で得意そうに笑った瞬間に、幻想的で神秘的な小さい神殿長はただのマインになるのだけれど。


「領主の養女と貧民が同一人物だって騒げば不敬罪にもなりかねない。どうせなら、似てるからビックリすると思うけど騒ぐなって、最初から言っておいた方が良いくらいだ」


「ルッツ、ラルフに話してみてくれる？」


トゥーリは本当に心配そうにそう言った。マインのことになると過敏になるトゥーリの気持ちはわからないわけでもない。ただ、両親の間でトゥーリとの婚約が具体化してからというもの、実家に戻る度に面倒臭く絡んでくるラルフのことを考えると、あまり気が進まない。


「わたし、ローゼマイン様が困る状況になるのは絶対に嫌なの」


真剣な顔でじっと見つめてくるトゥーリは本当に綺麗になった、と貴族や富豪の令嬢を見慣れたオレでも思う。成人式の衣装を作るためにトゥーリが冬籠もりで実家に戻っていた時、たまたま会ったラルフが目を見開いて息を呑むのも当然かもしれない。


……何人か付き合った女の子もいるし、今だって恋人がいるくせに、まだラルフにとってトゥーリは特別なんだよな。


立場が変わって、頻繁ひんぱんに会って気軽に話をすることさえできなくなっても特別なのだ。マインがやっぱり自分にとっては特別であることを思うと、兄弟で似すぎていて嫌になる。そんなところは似なくてよかった。ついでに、「男なんてそんなもんだ」とジークがラルフに絡まれるオレを見て慰めてくれたけれど、ジークにも同じようなことがあったのかもしれない。


「次に帰った時にラルフと話してみる。ラルフの成人式はオレがキルンベルガに行ってる最中だからな。オレがいない時に問題が起こるのは嫌だし、何とかするさ」


「ありがとう、ルッツ。お願いね」


……マインが困らないように、と思えば仕方がない。面倒なラルフに付き合うか。


溜息混じりに立ち上がると、オットー様が何とも言えない顔でオレ達を見ていた。


「君達二人ってさ、本当に似てるね」


「え？」


「二人ともローゼマイン様のこと、好きすぎじゃない？」


確かにオレ達の話題はどうしてもマインのことに偏りがちになる。どんな髪飾りを注文されたとか、今はこんな本を印刷していて、こんな本がお気に入りらしいとか……。でも、この人にだけは「好きすぎ」という言葉を言われたくはない。


指摘されたオレはトゥーリと視線を交わす。トゥーリも異議ありという顔をしていて、二人で同じことを考えているのがわかる。オレが肩を竦めると、トゥーリはコクリと深く頷いた。二人でオットー様に向き直る。


「いくら何でもオットー様がコリンナ様を好きな程ではありませんよ」


オレとトゥーリの声がぴったり重なった。
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「申し訳ございません、ローゼマイン様。お伺いしたいことがございます。少しだけお時間をいただいてよろしいでしょうか？」


「えぇ、何でしょう？」


クラリッサとの話し合いを終えて、神殿に帰ろうとしたところでラザファムに呼び止められて振り返る。


ラザファムは少し癖のある黒に近い深緑の髪を後ろに撫でつけ、穏やかな微笑みを浮かべた緑の瞳をしているフェルディナンドの側仕えだ。ビシッと身嗜みだしなみを整えたラザファムがフェルディナンドに仕えている姿は若いマルクという感じに、わたしには見えた。物腰や雰囲気が何となくマルクに似ているというだけで、わたしは勝手に親近感を抱いている。


「フェルディナンド様がアーレンスバッハで神事に携たずさわっていると聞こえたので、詳しいことを知りたいのです」


「何故そこまで？……あの、教えたくないのではなく、元の主の心配をしているにしては、ラザファムの表情はとても切羽詰まったものに見えるので不思議に思っただけなのです」


ラザファムがしばらくの逡巡しゅんじゅんを見せた後、盗聴防止の魔術具を取り出した。わたしが手に握ると、ラザファムは周囲を気にして口元を押さえるようにしながら「私はフェルディナンド様に名捧げしている下級側仕えなのです」と言った。


自分の身を自分で守れる戦闘力がない以上はアーレンスバッハに連れて行けないと言われ、置いて行かれたそうだ。同じように大事だけれど、アーレンスバッハには持って行けない館や私物の管理と保管を任されているらしい。


……それは心配するよね。


「アーレンスバッハでの状況が落ち着けば呼び寄せる、とフェルディナンド様はおっしゃいましたが、この館の管理を任された私の元にはほとんどフェルディナンド様に関する情報が入りません。ご存じのことがあれば、教えていただきたいと思います」


アーレンスバッハで祈念式を行うことになり、養父様とうさまが抗議の準備をしていることやアーレンスバッハでは客室しかないので研究ができずに不満を溜めていること、相変わらず執務ばかりに没頭して食事や睡眠を疎おろそかにしていることなど、わたしは自分が知っている情報で、公開しても問題のないことを教えた。


「まだ星結びの儀式さえ終えていないフェルディナンド様に祈念式をさせるのですか!?」


「えぇ。ひどい扱いでしょう？　アウブが領主会議で抗議するとおっしゃっています。……でも、祈念式の間は少し執務から離れられるので、気が楽かもしれないというところが非常に皮肉なのですけれど」


フェルディナンドはエーレンフェストでも祈念式や収穫祭で領地内を巡るついでに素材採集をしていた人だ。きっとアーレンスバッハでもこれ幸いと素材採集をしているだろう。


「ユストクスがいますし、フェルディナンド様は間違いなく領地内を巡るのを楽しんでいると思います。けれど、この扱いをエーレンフェストの当たり前と思われても困りますし、他の方が同じような扱いを受けるようになっては困るでしょう？」


わたしの言葉にラザファムはひどく複雑な微笑みを浮かべた。


「ローゼマイン様はフェルディナンド様の息抜きになっていると思われるのですね。……しかし、私が知る限り、神殿に入ったフェルディナンド様の表情が少し和らいだと感じられるようになったのは、ローゼマイン様が神殿に入られてからのことです」


ラザファムの言葉に、前神殿長の下で本来ならばいくつもの役職で手分けして担になう仕事を一人で抱え込み、薬漬けだった頃のフェルディナンドの姿が蘇る。


「あの頃は魔力的にも事務的にも手が足りなくて本当に大変そうでしたもの。初めての奉納式でわたくしが一緒に魔力を奉納することにとても安堵していたことを覚えています」


「アーレンスバッハの神事がどのようなものか存じませんが、エーレンフェストのように自分の勝手にできる部分は少ないのではございませんか？　顔にも口にも出さない方なので心配です」


確かにフェルディナンドが神殿で好き勝手にできるようになったのは、前神殿長を排してからだった。他領の神殿や神事で、好きなように振る舞うことはできないかもしれない。わたしと違って、フェルディナンドは生粋の貴族なのでアーレンスバッハの側近達の前で羽目を外すようなことはしないだろう。


「顔を見れば無理をしているかどうかもわかるのですけれど、検閲が入るお手紙では取り繕ったことしか書かれませんから、確かに心配ですね」


執務から解放されて少しは羽を伸ばしているだろうと思っていたけれど、にわかに心配になってきた。


「祈念式の途中でお手紙を送ってくだされば良いのですけれど……無理でしょうね」


わたしが三つお手紙を出しても一つ返事が来るくらいの頻度でしか書けないくらいに忙しいのだ。祈念式ではレティーツィアの教育も行うと書状に書かれていた。自分が教育を受けた時のことを考えても、ものすごく忙しいと思う。


「でも、星結びが終われば隠し部屋も持てるようになりますし、扱いが客人でなくなるので、少しは安心できるようになるでしょう。……早くラザファムが呼び寄せられる日が来ると良いですね」


「はい。その日を心待ちにしています」


フッと嬉しそうにラザファムが微笑んだ。呼んでくれるという約束が何だか羨ましく思える。


……まぁ、呼ばれても困るんだけどね。


わたしの家族がここにいる以上、わたしがいるのはエーレンフェストなのだけれど、それでもちょっとだけラザファムが羨ましい。


「ねぇ、ラザファム。また書状やお手紙が届いた時は、わたくしが知っているフェルディナンド様の情報を教えます。ですから、ラザファムはわたくしにラザファムの知っているフェルディナンド様のお話をしてくださいませ。……貴族院での失敗話なんてどうでしょう？」


わたしがクスッと笑って「フェルディナンド様がいない内にこっそり教えてください」と言うと、ラザファムは昔を思い出すように懐かしそうな顔になった。
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「フェルディナンド様に失敗話などございません。失敗しないように常に気を張っていらっしゃいましたから。……ただ、そうですね。他の生徒がいなくなった時期に自由な行動を楽しんでいた頃のお話ならば、少しできると思います」


「楽しみにしていますね」


わたしはラザファムとの話を終えて、図書館を後にした。
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「ただいま。母さん、カミル」


「お邪魔します」


トゥーリとルッツが帰ってきたのは春の洗礼式を間近に控えた日の夕方だった。夕食の支度をしている時の突然の帰宅に、わたしもカミルも目を丸くする。


「今日はルッツもこっちで夕食にしたいんだけど、平気？」


「それはいいけど、二人とも冬が終わると忙しくなるから、滅多に顔を出せなくなるって言ってたじゃない。何かあったの？」


冬が終わると、たくさんやってくる商人達に対応するためにギルベルタ商会もプランタン商会もとても忙しくなる。春の終わりから秋の半ばにかけては、よほどの用がなければ家に戻ることもできないほどだ。「また一年頑張るよ」と言っていたトゥーリが戻ってくるなんて、何かあったに違いない。


「今日は母さんに仕事の話があるの。……父さんは？」


「昼勤だから、そろそろ帰ってくるわ」


「じゃあ、詳しい話は父さんが帰ってからにするよ。何度も同じ話をするのは面倒だもん。ねぇ、ルッツ？」


トゥーリはルッツを振り返って含み笑いでそう言いながら手早くエプロンを身に着ける。夕飯の支度を手伝ってくれるようだ。


「どうせギュンターおじさんには何度も同じことを聞かれるからな。まとめて話した方が良いさ」


ルッツはそう言ってトゥーリの言葉に頷きつつ、一度家に帰ってカルラに今夜泊まることを知らせてくると出て行った。


「トゥーリが戻ってくる時は婚約者のルッツが一緒だから安心よね」


この界隈かいわいでは一番の出世をしているトゥーリは自慢の娘だ。一人でうろうろしていて、誰かに狙われる可能性がないわけではない。


「……そういう言い方をするってことは、ルッツとの婚約の話、決まったんだよね？」


トゥーリが野菜を洗いながらそう尋ねる。その声は何となく不安そうに揺れていた。


「えぇ。ルッツはトゥーリより年が一つ下だけど、結婚資金は問題ないって言ってたし、ウチの色々な事情も知ってるし、こうしてトゥーリがウチに帰る時には付き添ってくれるし、家族同士のお付き合いを考えればこれ以上の相手はいないでしょ？」


トゥーリは夏で成人する。そろそろ本格的に結婚相手を探さなければならない年だ。けれど、頑張り屋のトゥーリは今を時めくギルベルタ商会のダプラ見習いである。貧民が多いこの辺りの者と結婚するのも、トゥーリの仕事場に合わせて結婚相手を探すのも難しい。


正直なところ、ルッツ以外には相手がいない。プランタン商会のダプラ見習いをしているルッツだって相手を探すのが難しいのは同じだ。つい最近、わたし達はルッツの両親と話をして、将来的に二人を結婚させることを決めた。


「結婚はルッツが成人してすぐでも、二人が納得できる準備期間を空けても良いのよ。二人の仕事状況に任せるわ」


ルッツは毎年春から秋にかけて遠くの町へ出かけているし、トゥーリも余所からたくさんの商人達が訪れる時期は忙しい。二人とも、成人してからどんなふうに仕事が変わるのか経験した上で結婚した方が良いと思う。


「……成人とか結婚って言われても、あんまり実感がわかないね」


「髪型が変わって、仕事内容が見習いとは違うものになって、結婚のために新居の準備をしていれば、星祭りを終える頃には多少の実感が芽生えるものよ」


わたしの言葉にトゥーリは乗り気でもなさそうな顔で「……うん」と生返事をする。その横顔に、あら？　と目を瞬いた。


「トゥーリ、好きな人でもいるの？」


「あ、えーと……正確には、いた、かな？　わたしじゃ相手にならないよ」


相手にならないと口では言っているけれど、割り切るのも難しいのだろう。トゥーリの哀しそうな笑みにわたしは申し訳ない気持ちになった。領主の養女の専属であるトゥーリ自身に不足があるはずがない。足りないのは家格だ。


「トゥーリに悪いところなんてあるわけないでしょ？　自慢の娘だもの。仕事場の人が相手なら、不足してるのはわたし達家族の方よ」


「そういう意味じゃなくて、相手の人に好きな人がいたんだけど……。うん。でも、確かに結婚は無理だろうね。全然釣り合わないもん。結婚生活なんて想像もできないよ」


トゥーリは吹っ切ったような表情でそう言いながらわたしを見た。


「結婚は父親同士が決めることだし、ルッツならよく知ってる相手だから不満はないよ」


マインの髪飾りを作る仕事にしか目が向かっていなかったトゥーリは結婚についてもまだあまり考えていないようだ。年頃の娘らしい外見になったけれど、その顔には成人や結婚に対する戸惑いしか見られない。


……わたしはどうだったかしら？


自分の成人前を思い出してみる。ギュンターが足繁しげく通ってきて求婚を繰り返して、父親が苦い顔で対応をわたしに丸投げしてきたことを思い出した。


……戸惑いしかなかったわね。


自分が今のトゥーリの年頃だった時を思い出して小さく笑った時、ギュンターが帰ってきた。ルッツも一緒のようだ。あの頃はギュンターを自分が迎える姿なんて想像できなかったのに、今はギュンターとの間に生まれた娘が成人間近なのだ。


「ねぇ、トゥーリ。わたしもギュンターに求婚され始めた頃は全く結婚に対する実感がなかったのよ。本当に結婚することになるなんて思わなかったわ」


「……父さんにそれを言ったら泣くよ」


「秘密にしておいて」






「それで、エーファに仕事の話っていうのは一体何だ？」


夕食に手を付けながら、ギュンターがそう切り出した。トゥーリがルッツと視線を合わせた後、クスッと笑う。


「この間ね、神殿に呼ばれて話し合いがあったんだけど、春の洗礼式が終わったらギルベルタ商会はローゼマイン様の衣装や髪飾りの注文を受けるために神殿へ行くことになってるの」


トゥーリはその話し合いの時に見たマインの成長した姿について教えてくれる。急に背が伸びて、雰囲気が大人びてきたらしい。


「それなら、先日、西門でちょっとした騒動があった時に見かけたギュンターから話を聞いたわ。どこから見ても年頃の娘に見えるようになっているんでしょ？」


「えぇ？　ちょっと小さめの十歳って感じで、まだお年頃って感じじゃないよ」


「脛丈すねたけのスカートに違和感がなくなってきたかなって感じだよな？」


トゥーリとルッツの反論から察するに、どうやらギュンターの報告はかなり大袈裟おおげさだったらしい。


「ずっと洗礼式くらいの子供みたいな見た目だったのが、やっと脛丈のスカートに違和感がなくなってきたんだぞ。十分に年頃に見えるじゃないか」


ギュンターが必死に反論しているけれど、マインの見た目についてはトゥーリ達の意見を採用しておいた方が良さそうだ。ギュンターはマイン贔屓が過ぎる。


「父さんにはお年頃に見えるってことでもう良いよ。とりあえず、ローゼマイン様がすごく成長しているから、布の雰囲気も変えた方が良いんじゃないかってコリンナ様から提案があってね。ルネッサンスの母さんも同行させたいって願い出てくれたの。それで神殿の許可が下りたから、明後日は一緒に神殿へ行ってほしいんだけど」


「え!?」


思わぬ言葉にわたしは目を丸くした。ルネッサンスという称号をもらったとはいえ、平民の職人が領主の養女に目通りすることは簡単ではない。ハッセで年に二回会えるギュンターや髪飾りの注文を受けるトゥーリやルッツから話を聞くだけで、わたしはずいぶんと長いことマインの姿を見ていない。声を聞いていない。


……マインに会えるの？


「お城に職人を入れるのは立ち居振る舞いや言葉遣いが心配だからダメなんだけど、神殿に出入りする分には目溢めこぼししてくれるんだって。……その、ギルベルタ商会の人が間に立って話を通すことになるから、直接話ができるわけじゃないんだけど」


マインの周囲を守る貴族の側近達から妙な言いがかりをつけられないように少し離れたところから姿を見るだけになるそうだ。それでも、成長したマインの姿を久し振りに自分の目で見られることに心が沸き立つ。


「良かったじゃないか、エーファ」


自分のことのように嬉しそうにギュンターが喜んでくれた。自分だけ年に二回間近で接して話をしていることに後ろめたい気持ちを持っていたことを知っている。


「コリンナ様にお礼を言ってくれる？」


「もちろん。当日は晴れ着で来てね。それから、これ、リンシャンだよ」


明日は工房へ行って工房長に休みの連絡をしなければならない。ルネッサンスとして神殿に向かうと言えば、すんなりと休みをもらえるだろう。それから、晴れ着を見直してリンシャンで髪を洗わなければならない。神殿に行くのは準備も大変だ。


神殿に行くための準備について考えていると、ルッツがカミルを手招きした。


「オレはカミルに言わなきゃいけないことがあるんだ」


「何？」


薄い茶色の瞳を輝かせてルッツに駆け寄るカミルの姿がマインに似ていた。微笑ましくて、同時に寂しい心地を覚えながら二人の姿を見つめる。


「工房見学の話、ダメになった。神殿から却下の連絡がきたんだ」


「そんな！　オレ、楽しみにしてたのに！」


カミルの鋭い声が上がった。


「洗礼前の子供を神殿に入れるのはダメだし、この春から貴族の出入りが増えるから極力プランタン商会を危険から遠ざけたいって言われたんだ」


ルッツは困った顔で首を横に振っている。悔しそうに俯いているカミルの姿に胸は痛むけれど、正直な気持ちを言えば、わたしはホッとした。


神殿に貴族の出入りが増えると聞けば、他所よその貴族が入り込んだことでマインを突然失うことになったあの春を思い出してしまう。マインと同じように本を作りたいと宣言したカミルの希望を潰すようなことはしないけれど、親の心情としてはできるだけ貴族に近付いてほしくない。


「ディルクやコンラートも待っててくれるって言ったんだ。それなのに……」


「カミル、そこまで。これ以上ルッツに文句を言うのはダメ。ルッツはカミルに工房見学をさせてあげたいって張り切ってたんだから。それに、理由まで説明されてる貴族側の却下が呑み込めないなら、プランタン商会に入ること自体を諦めた方が良いよ」


トゥーリの制止にカミルが唇を引き結んで押し黙った。ルッツがカミルの頭を撫でながら「ごめんな」と謝る。


「オレ達は孤児院に色々と便宜べんぎを図ってるから、カミルなら神殿側も受け入れてくれるだろうと思ってたんだ。最初に提案した時の感触も悪くなかった。でも、あの神殿長に却下されたんだ。本当に危険なのかもしれない。お守りももらったからな」


マインは神殿長という役職に就いているけれど、神殿には平民出身ということを知っている神官達がいるし、領主の養女としてお飾りの神殿長をしているはずだ。何でもできるわけではない。トゥーリやルッツの言葉にギュンターも頷いた。


「平民を貴族達の横暴から守ることにローゼマイン様はお心を砕いてくれている。先日、西門で他領の貴族が騒いだ時もすぐに自分の騎士を遣わしてくれたんだ。危険から遠ざけるため、と判断しているならば行かない方が良い」


ギュンターはそこから西門でマインと会った時の話を始めた。わたしとカミルは何度も聞いたけれど、トゥーリとルッツは初めてなので楽しそうに聞いている。二人は西門で騒ぎがあった時、ちょうど神殿で商人と貴族の話し合いをしている真っ最中だったようで、騎士達がマインの命令で飛び出していく現場を見ていたらしい。


「命じるのに慣れた貴族の顔だ、と思ったな」


「テキパキしてて、ちょっと驚いたよね？」


「お貴族様の間で何かあった時にいつだって門へ飛んでくるのはダームエル様だから、彼の顔を見れば兵士達も安心するようになったんだ」


ギュンターはそんなことを言いながら二人の話を楽しそうに聞いているけれど、カミルはつまらなそうに唇を尖らせ、自分の席に戻って足をブラブラとさせ始めた。それから、わたしを睨んで頬を膨ふくらませる。


「母さんだけ神殿に行けるなんてずるい。オレは却下されたのに……。神殿長なんて嫌いだ」


楽しみが却下されて一人ふてくされているカミルには悪いけれど、わたしは久し振りにマインを間近で見られるのが楽しみで仕方がなかった。


「神殿長を嫌いだなんて言っていると、新しい本が届かなくなるかもしれないわよ。ウチに届く本は神殿側のご厚意なんだから」






そして、当日。ギルベルタ商会の人達と一緒に神殿へ向かったわたしは、言われた通りに少し離れたところからマインの姿を見ていた。


皆が話をしていたようにずいぶんとマインの背が伸びている。それに、面差しが変わった気がした。無邪気な子供らしい部分が減って、大人びた顔を見せるようになっている。あの頃は不健康で寝込んでばかりいたので痩やせて青白い顔をしていたけれど、今は頬がふっくらとして元気そうな顔だ。よく手入れされた艶のある髪、豪華な衣装、トゥーリの作った最高級の髪飾り、その隣で揺れている綺麗な石の飾り。それらが相応しい貴族の振る舞いを見れば、誰もマインをわたし達の子供だとは思わないだろう。


……でも、あの頃と変わらないところもあるわね。


「ローゼマイン様は少し顔立ちも変わったような気がいたします。夏の飾りはどのような形がよろしいですか？　どのような花を使いましょう？」


「好みは特に変わっていないので、今のわたくしに合う花を選んでくださいませ。できれば、布の染めと合わせてほしいと思っています」


トゥーリの作った髪飾りはずっと豪華になっているけれど、髪飾りを飾られて嬉しそうに笑う顔も、二人で新しい髪飾りについて話をしている姿もあの頃を彷彿ほうふつとさせる。マインの声があまり変わっていないので、尚更そう思うのだろう。ほぼ成人のトゥーリと並ぶと、五、六歳くらいは下に見える。あの頃よりずっと年が離れたように見えるけれど、自分の目には仲の良い姉妹に見えた。


わたしの動向を気にしているマインにくすぐったいものを感じながら、わたしはマインの動きをじっと見つめて、今のマインに似合う柄や色を考える。マインに一番似合う布を準備することが今のわたしにできる唯一のことだ。


……夏の衣装に間に合わせようと思えば、忙しくなりそうね。











    
  

[image: generated image]


  








    
  

[image: generated image]


  






「休憩だよ。一旦手を休めなさい」


「う……。もうちょっとなんだけど……」


「ダメダメ。トゥーリのもうちょっとは信用できないから」


ダプラのグニラから苦笑混じりに言われ、わたしは仕上げ段階に入っている髪飾りをそっと置いて休憩室へ向かう。作業場は色々な道具や高価な布などがあるので、飲食物を持ち込んではならない。


「一気に終わらせたかったのに……」


「ダプラが率先して休憩を取らなきゃダルアが休めないでしょ？　もうじき成人するんだから、そろそろトゥーリは髪飾りのことだけじゃなくて工房全体の将来を考えられるようにならなきゃダメよ」


先輩のお叱りにわたしは素直に「はい」と返事する。確かにわたしはローゼマイン様の専属髪飾り職人であることを最優先にするため、視野が狭いと言われることが多いのだ。


グニラが扉を開けた瞬間、「ずっとそんなのばっかり。最悪だったよ」という愚痴が聞こえてきた。わたしはそちらへ目を向ける。ダプラのリオニーだ。彼女は冬の成人式に出席し、家族と過ごすために三日ほど休暇を取って実家へ帰っていた。


「荒れてるね、リオニー。実家で何かあったの？」


「結婚なんてまだまだ考えたくないのに父さんったら次々に知り合いを呼ぶの。全員が息子を連れて出入りして、わたしは三日間全く自由時間なしで相手ばかりさせられたんだから。こんなことになるなら帰るんじゃなかったって思っちゃったよ」


「選ばせてくれるだけ優しいじゃない。わたしなんて最初から決定してたんだから」


「ホントに優しかったら、娘の恋人の家に圧力をかけた上に別の女と婚約させるように手回しして別れさせるなんて真似しないわよ！」


「あぁ、自分が許容できる相手じゃなかったら、父親ってそういう手を使うよね。わたしもそうだったわ」


自分の時はどうだったのか、既婚者達がわいわいと話し始める。皆それぞれ結婚相手が決まるまでの間に色々とあったようだ。


「トゥーリも夏には成人でしょ？　そろそろ婚約の話が出てるんじゃない？」


「親との会話はそういう感じになるよね。冬籠もりの間に色々と聞かれたよ」


わたしやリオニーは「お年頃」なのだ。わたしも家へ帰ると、そういう話が出るようになったのでリオニーの言葉に頷く。成人して二、三年で結婚しようと思えば、成人前後で相手を見つけなければならない。


「トゥーリはどこの商会の子を紹介されたの？　父親は自分の希望を聞いてくれる人？　それとも、意見も聞かずに押しつけてくる人？」


……どこの商会の息子とかダプラとか言われてもね……。


こういう話をしていると、普段の生活ではあまり感じることのなくなった格差を感じる。わたしの父さんや母さんが紹介できるのは衣料関係の職人や兵士だ。商家の息子を紹介されることもなければ、結婚で家同士の繋がりをそこまで重視されることもない。詳細を話すことはせずに、わたしは曖昧あいまいに微笑んだ。


「ウチの父さんは一応わたしの希望を聞いてくれるけど、その通りになるかどうかわからないよ。……正直なところ、わたしは結婚なんてまだ考えたくないなぁ」


「だよね？　父さんったら店のことが最優先だもん。……でも、何だか不思議。トゥーリって何となく親の決めた結婚に粛々と従いそうだから、まさか意見が合うと思わなかった」


リオニーは目を輝かせて「仲間！」と喜んでくれるけれど、多分わたしと彼女では根本的な不満が違うと思う。リオニーと手を繋いでいるわたしをグニラが心配そうに見る。


「結婚なんて考えたくない気持ちはわかるけど、早めに婚約した方がトゥーリのためじゃない？　この間、変な男に言い寄られていたでしょ？　旦那様も心配してたわよ」


わたしがローゼマイン様の髪飾り職人であることと貧民街出身であることに目をつけて、ものすごい上から目線で結婚を申し込んできた人はいた。旦那様のオットー様に相談して追い払ってもらったけれど、成人が近付くにつれて増えている。


「トゥーリにはルッツって恋人がいるんだから、婚約すればいいじゃない」


「えぇ？　ルッツ、年下でしょ？　結婚相手には厳しくない？」


「結婚は親が決めることだから、トゥーリが何か言ったところで難しいでしょ」


皆が口々に言うことを、わたしは曖昧に微笑んで聞いていた。ルッツと恋人同士ではないけれど、親同士の話し合いでは一番有力な結婚相手になっている。わたしが好きなのはベンノさんだけれど、自覚と同時に失恋した。何をどのように否定しても肯定しても妙な誤解を生みそうで何も言えない。わたしはただ休憩時間が終わるのを待つしかなかった。






いくらお年頃と言われてもまだまだ結婚なんて考えたくないけれど、冬の間にわたしとルッツの婚約は親同士の話し合いで決まっていた。神殿の孤児院長室での採寸に母さんの同行が許されて、それを伝えるために帰宅した際に教えられたのである。


ルッツも教えられたようだ。家から店への帰り道、わたしを気遣うような顔で尋ねてきた。


「なぁ、トゥーリ。親同士の話ではもう決まってたけど、いいのか？　オレ達がなかなか帰宅できないから、次回帰宅した時には両家の家族が集まって正式に婚約することになるって、ウチの母さんは言ってたぞ」


帰り道での話し合いになってしまうのは、家では尋ねられなかったからだろう。実は、わたしが恋心を自覚するより先に気付いたのはルッツだ。失恋のことも報告済みだし、色々な相談に乗ってもらっている。だから、婚約話のことを心配してくれているに違いない。


……ルッツだって複雑だよね。わたしの好きな人を知ってるわけだから。


「こうなるとは思ってたよ。ほら、わたし、店じゃなくて家で冬籠もりしたでしょ？」


ローゼマイン様が神殿へ戻らないと聞いていたし、自分の成人式の準備のためである。ギルベルタ商会のダプラとして恥ずかしくない晴れ着を作らなければならなかったからだ。


……わたし、工房で髪飾りの技術は上だけど、裁縫さいほうは普通なんだよね。


コリンナ様の工房での普通だから、実家周辺では上手い方になる。けれど、上には上がいる。現実は厳しい。わたしがローゼマイン様の衣装を任されるようになるのは、簡単なことではない。裁縫の練習に時間を割きたい気持ちはあるけれど、どうしても髪飾りを優先してしまう。唯一言葉を交わせる専属髪飾り職人の立場を他人に譲るつもりなんてないからだ。


「その時に母さんからご近所の同世代の話もされたし、結婚相手の希望を聞かれたの。まだまだ考えたくないのが本音だけど、ウチの周りじゃもう婚約してる子もいるし、恋人はいて当たり前って感じじゃない」


「あぁ、店の周りと家の周りじゃかなり違うよな」


ルッツが苦笑気味に同意してくれたことに、わたしはホッとする。ギルベルタ商会のダプラやダプラ見習いに南の貧民街出身者はいない。皆が親切にしてくれるけれど、細かいところで育ちや習慣の違いに気後きおくれすることはよくある。逆に、商人の世界に入って何年も経ったわたし達が、実家周辺のやり方に違和感を覚えることも多い。そういうことに共感してくれるのは同じ立場のルッツくらいだ。


「結婚は父親同士が決めることだけど、希望を言って良いなら兵士の妻はお断りしてほしいって言っちゃったんだよね。そうしたら、わたしの現状を理解して、専属の髪飾り職人の立場を後押しできるとすればルッツくらいしかいないって話になったの」


「オレ、年下になるけど、それはいいのか？」


女の適齢期は成人から二十歳くらいだけれど、男の適齢期は二十歳を過ぎて稼ぎが安定してきてからだ。だから、大体の夫婦は夫の方が三～十歳くらい年上なのが普通で、女性が年上になることは、滅多にない。


「わたしより年下だけど、結婚資金に問題はないって言ったの、ルッツでしょ？　あれが決定的だったみたいだよ」


「あぁ、あれか……。オレは普通の給料に加えてローゼマイン様から地方への出張費が出るし、植物紙協会から紙関係の金も入ってくるからな。それに、春から秋はこっちにいなくて、ほとんど金を使わないから貯たまる一方なんだよ」


ただでさえダプラは生活費のほとんどをお店が持ってくれるので、お金は貯まりやすい。そのうえ、ルッツは仕事で余所へ行くため、ローゼマイン様からの出張費がもらえるし、富裕層の店へ出入りしたりしないので衣装にもお金がかからない。わたしは周囲の子達に併あわせて服を買ったり生活用品を新調したりするので、それなりに出費はある。


「このまま話を進めて、本当にいいのか？」


「……兵士の妻よりはいいよ。ルッツならウチの色々な事情も知ってるし、家族同士のお付き合いを考えればこれ以上の相手はいないじゃない」


めちゃくちゃ乗り気というわけではないけれど、それは結婚自体が乗り気ではないのでルッツが理由ではない。年下のルッツが相手ならば、仮に話が進んだとしてもすぐに結婚に結びつくわけではない。少しだけでも結婚について考えるのを遠回しにできてホッとしたのが本音だ。


「オレが聞きたいのは、旦那様のことはどうなんだってことなんだけど」


ベンノさんのことを出されると、まだ重い気持ちになるというか胸が痛いような気分になる。けれど、わたしの好きな人を知っている以上、ルッツとの話し合いでは避けて通れない話題だ。


「わたしじゃ相手にならないなって思ってる。だって、どう考えても無理でしょ？　全然釣り合わないもん。結婚生活なんて想像もできないよ。ほんの些細ささいなことが全然違うじゃない。ルッツは、わたしがベンノさんと結婚してプランタン商会の女主人としてやっていけると思う？」


「……微妙。細かいところで結構躓つまずくと思う。最初は苦労するだろうな。跡取りの嫁になれば、店の切り盛りをすることになる。今までと同じ仕事はできないはずだ」


初めて商人の世界に入った時のようにわからないことばかりで大変なことになるだろう。それに、プランタン商会の店主の妻は女主人だ。ギルベルタ商会のお針子とは違う。プランタン商会のために働くこと、店の将来について考えること、夫を支えることを期待される。おそらく髪飾り職人を辞めることになるだろう。たとえベンノさんが続けて良いと言ってくれても、周囲の目はそうではない。


「そう、結婚って気持ちだけじゃできないでしょ？　ベンノさんに対する憧れはあるよ。多分まだ好き。でも、一つ線を引けたというか、わたしじゃダメだなって冷静に思えたの。一番重要なことはね、いくらわたしが好きでもベンノさんにとっては完全に対象外ってこと」


そもそも両想いでも恋人でもない。それに、ベンノさんと結婚したいかと問われると恋心よりも結婚後の軋轢あつれきが見えてしまって怖じ気づいてしまう。好きなら何とかなるなんてとても思えない。


「ルッツなら実家同士のやり方も知ってるし、商人のやり方もわかるじゃない。わたしは不満なんてないよ。むしろ、婚約に不満があるとしたらルッツでしょ？　嫌じゃないの？」


わたしの問いにルッツは軽く手を振った。


「ウチの親は歓迎してるよ。どんな相手かわかっていて、今の仕事や収入に釣り合いが取れる相手なんてなかなかいないだろ？　トゥーリを逃がすんじゃないよって……」


「それはウチも言ってた。家の格が違うと結婚は難しいよね。結婚準備の持参金や嫁入り道具を揃えるだけで親が破産しちゃうって」


結婚時だけではない。子供が生まれた時のお祝いや洗礼式など節目のお祝いにはそれぞれの実家が関わってくる。ギルベルタ商会やプランタン商会のダプラに釣り合う家と同じお祝いをわたし達の実家がするなんて不可能だ。


「家の事情はわかるけど、そうじゃなくて……。わたしの好きな人を知っているのに、いいの？　ってことだよ」


「トゥーリの気持ちにけりが付いているなら、オレは別に……」


「ルッツは商家に婿入りとか考えなかったの？　商家の娘を嫁にするのは反対が多そうだけど、婿として望まれる可能性は高いでしょ？　男性の適齢期はもっと上なのに、今のわたしと婚約すればそんな話もなくなるよ」


家同士の縁を重視する商人が貧民街出身のルッツへ娘を嫁がせようとは思わないだろう。けれど、柵しがらみのないルッツを取り込むための婿取りならば可能性はある。だが、ルッツは考える素振りも見せず、「オレも無理」と首を横に振った。


「婿ってことは相手の店に入るんだろ？　オレはずっとローゼマイン様の後ろ盾でやってきたんだ。プランタン商会以外の仕事はできねぇよ」


マインと一緒に紙を作って、その製法をギルベルタ商会に売り、神殿の工房で紙を作り、独立したプランタン商会のダプラ見習いとして紙の製法や印刷のし方を各地に広げてきた。それはルッツの成果だけれど、神殿とのやり取りや森へ孤児達を連れて行くことは他の商家に必要な技能ではないし、下手にローゼマイン様や印刷関係の情報を流せない以上、利用価値は低いと言う。


「じゃあ、わたしと結婚でいいの？」


「正直なところ、トゥーリも言っていたように他にいないだろ？　自分達の親とも普通に親戚付き合いができて、商人としての生活も理解できる相手なんて……」


「だよね」


お互いに恋心があるわけではない。一番無難な相手がお互いというだけだ。


……それでも、ルッツとの生活なら簡単に想像できるんだよね。


お互いに無理とか背伸びをすることなく、普通に、今まで通りの日常を続けていけるだろうと思える。


「結婚はルッツが成人してすぐでも、二人が納得できる準備期間を空けてもいいよ。わたし達の仕事状況に任せるって母さんが……」


ルッツは毎年春から秋にかけて遠くの町へ出かけているし、わたしも余所からたくさんの商人達が訪れる時期は忙しい。何より二人とも未成年だ。成人してからどんなふうに仕事が変わるのか経験した上で結婚した方が良いと思う。


「トゥーリの希望はどうなんだ？　早く結婚したいのか？　さっきも言ったように、金はあるから成人すればどうにでもできるけど」


ルッツの言葉で、わたしの脳裏に「結婚なんて考えたくない気持ちはわかるけど、早めに婚約した方がトゥーリのためじゃない」というグニラの忠告が蘇った。


「うーん……。結婚は先でいいんだけど、早めに婚約はしたいかな」


「なんで？」


不思議そうなルッツに、わたしは一瞬だけ言うのを躊躇ためらう。ルッツに言ったら父さんにも伝わりそうだなと思ったせいだ。


「わたし、貧民街出身だから、その、遊び相手に見られるんだよね。結構強引な人もいるし、相手は本気でも家の思惑は違うとか、色々あって……」


「は!?　聞いてねぇぞ！」


「旦那様に相談したら相手に注意してくれるから、今のところはいいかなって思ってたんだよ。ただ、わたしはローゼマイン様の専属だし、夏には成人するし、他領の商人の動きも気になるし、変な相手にわたしがその気になってしまうと困るから早めに婚約した方が良いって周りの人が……ね」


商人達にとって結婚や婚約は商家同士の契約だ。婚約済みの者に対して不用意に横槍を入れれば、商業ギルドが出張ってくる案件になる。不利益が大きすぎるので、声をかけてくる男はいなくなるらしい。だから、婚約を急げと旦那様やグニラが言うのだ。


「そういうことは早く言えよ！　もしかしてギュンターおじさんにも言ってないんじゃないか？　知ってたら婚約を急がせるだろ？」


「父さんにそんなことを言ったら過保護がすごいことになりそうだし、誰彼構わず喧嘩を売りそうで怖いもん」


兵士という職業柄、父さんは手が早いし、強い。いざという時には頼るつもりだけれど、細心の注意を払いながら正確に伝えないと、父さんが暴走してとんでもないことになりそうだ。その様子が容易に想像できるのだろう。ルッツは「うっ……」と言葉に詰まる。


「その心配はわかるし、ギュンターおじさんも怖いけど、もっと怖いのはローゼマイン様じゃないか？　トゥーリが変な相手に引っかかった時に何をしでかすのかなんて考えたくねぇよ。大事な相手に何かあれば権力を使うことに何の躊躇いもないんだぞ」


ローゼマイン様の大事なグーテンベルクとして扱われているルッツは、その土地の貴族に圧力をかけるローゼマイン様を見たり、話を聞いたりしたことが何度もあると言う。


今度はわたしが言葉に詰まった。ウチの妹は暴走癖も愛情深さも父さん譲りだ。父さんのような腕力はないけれど、領主の養女という馬鹿みたいな権力があるので質たちが悪い。


「あはは……。わたし、愛されてるからね」


ポリポリと頬を掻きながら、わたしはそっとルッツから視線を逸そらした。ローゼマイン様が絶対に守ってくれるだろうと思えば心強いけれど、怒りや衝動に任せると何をしでかすのかわからない。相変わらず困った妹なのだ。


「オレ、あんまりこっちにいないから今の内に婚約だけでもしておくか？　そんな話を聞いたら心配だ」


「ありがたいけど、急すぎない？」


「急だけど、婚約だけで結婚準備を始めるわけじゃないから大して準備はいらないだろ？　お酒を交わすだけじゃないか。それより、また休みが取れるかどうかが大事だろ」


キルンベルガヘ行く準備をしているルッツも、ローゼマイン様の採寸を控えたわたしも忙しい。それに、夏に来る他領の商人向けに髪飾りを作る仕事がギチギチに詰まっている。


「あぁ、母さん達が正式な婚約は今度で良いって言ったのも、お休みがいつになるかわからないからだもんね」


「面倒事を回避するためなら、オレがキルンベルガへ行く前に終わらせた方が良いだろ？　旦那様達に相談してみる」






ルッツがギルベルタ商会とプランタン商会両方の旦那様に掛け合い、ウチの父さんに周囲の危険について話をしたところ、すぐに婚約すべきだという話になった。ローゼマイン様が祈念式で出かけている間、ルッツがキルンベルガへ向かう直前の土の日にお休みをもらえたのである。


わたしも一緒にお休みをもらって実家へ帰る。その道中で打ち合わせるのは、ローゼマイン様への対処だ。


「ローゼマイン様にはしばらく内緒な。文官達がたくさんいる会合の場でヨハンの相手を聞きたがった時みたいに、お貴族様の前で根掘り葉掘り質問されても、興奮してぶわっと祝福されても困る」


「仕事しにくくなるもんね。伝えるのは星祭りの直前くらいでいいんじゃない？　もし当日に知ったら取り乱して神事がめちゃくちゃになりそうだし、三日くらいは落ち着ける時間が必要でしょ、きっと」


「あぁ、そうだな。三日くらいあれば興奮して熱を出しても回復するし、あんまり余計なことをする時間はないだろう」


わたし達の場合は婚約期間が長くなる。だから、ローゼマイン様に伝えるのは結婚直前になってからか、向こうから結婚について尋ねてきた時だけと決めた。これはお互いの旦那様にも伝えて、黙秘してもらうことになった。ローゼマイン様が興奮して思い付きで仕事を増やされたり、逆に仕事にならなかったりすると困るのは旦那様達なので、聞き入れられるだろう。


「ローゼマイン様といえば、トゥーリはあのお守りをどこにつけてるんだ？」


ルッツは自分の手首にあるお守りを指差しながら尋ねた。わたしは「あ」と小さく息を呑む。


「……宝箱の中。もらってすぐに母さんが孤児院長室へ行くことになったでしょ？　報告で帰宅する時につけていると、父さんが拗ねそうだと思って一度外して部屋の宝箱に入れたんだよね」


きっと祈念式の時に父さんもローゼマイン様からもらうだろうから、その後でつけようと思っていたのだ。忘れていた。


「ちゃんとつけてろよ。トゥーリやオレ達を危険から守るためにわざわざ作ってくれたんだから」


「わかってる。帰ったらすぐにつけるよ」


街中は平和だ。ローゼマイン様のお守りが必要になるとは思えない。けれど、わざわざ準備してくれたのだから、お貴族様の間では懸念材料があるのかもしれない。






「おかえり、二人とも。待ってたよ。早速始めよう！」


家の扉を開けると、最初に出迎えてくれたのは満面の笑みを浮かべたカルラおばさんだった。おばさんの後ろにはルッツの家族が揃っていた。ディードおじさん、ザシャお兄ちゃんの一家、ジークお兄ちゃんと婚約者の彼女、ラルフ。


「ごちそうの準備もできてるわよ」


母さんは竃かまどの前で振り返った。今回は婚約のための帰宅なので、「早く入って」と言われても何だか緊張する。やることはお酒を交わすだけだし、覚悟は決めたけれど心臓がバクバク言っているのがわかる。


「これでルッツが本当にオレの兄さんになるんだろ？」


わたし達の婚約を一番喜んでいるのは多分カミルだろう。元々よく絵本や玩具を持ってきてくれるルッツに懐いていたし、今後プランタン商会へ見習いとして入る時も義兄として大きな後ろ盾になってくれるからだ。


そんなカミルの頭をラルフがガシガシと撫でた。


「カミル、どうせならオレが兄になってやろうか？　春から秋にかけて街にいないルッツと違って、いつでも森へ連れて行ってやれるぞ」


「え？　嫌だ。ラルフよりルッツが良い。ラルフじゃコンラートやディルク達と遊べないじゃないか」


実家周辺にはカルタを遊び道具として買えるような家はない。カミルがローゼマイン様からもらった玩具で一緒に遊べるのは、神殿の子供達と森で会った時だけなのだ。


「ラルフは春の終わりに成人してインゴ工房へ移るんだろう？　さすがにカミルと森へ行くような暇はないぞ。いつまで子供気分でいるつもりだよ。ナンナにも呆れられるんじゃないのか」


カミルにスパッと断られたラルフの肩をバンバン叩きながら、ジークがゲラゲラ笑う。


……へぇ、ラルフはナンナって恋人がいるんだ。


周囲は恋人ができて婚約や結婚について考えたり、成人に合わせて工房を移るための努力をしたりしているようだ。自分達はあまり変わっていないのに、皆がすごく成長しているように思えてしまう。


「持参金なんかの、家同士でやることは父さん達が決めた形で良いよ。それ以外のお金のやり取りは自分達でやるからさ」


「それ以外って何だ？」


「オレ達はダプラだから店や商人のやり方に合わせた方が良いこともあるんだ。その辺りは自分達でやるってこと」


ルッツは父さんとディードおじさんと、お金のやり取りや結婚する上で住む場所をどうするかなどについて話をしている。


「新居は早めに決めないと、家が空いていないこともあるんだぞ。そこは早めに動いておけ」


ザシャお兄ちゃん達は婚約した後、なかなか新居にできる家が見つからなくて苦労したらしい。ジークお兄ちゃんは比較的簡単に見つかったそうだ。


「あ～……。オレ達はダプラだから、旦那様達に頼めばギルベルタ商会かプランタン商会の上を確保してもらえるんだ」


「マジか？　くっそ、これだから大店のダプラは……」


ザシャお兄ちゃんがルッツの頭をグリグリとしたが、昔と違ってルッツの身長が近付いているから、やりにくそうで笑ってしまう。


「今のところ婚約だけで結婚はまだまだ先だから、住む場所はもっと結婚が近付いてからで良いよ」


「別に結婚を急いでいないんだったら、今すぐに婚約なんてしなくて良いだろう？　ルッツの年で婚約なんて早すぎる。ジーク兄貴の婚約だって早いんじゃないかって言われてたんだぞ」


ラルフはルッツに婚約を追い越されて兄としての自尊心を傷つけられた気分なのだろうか。何だかこの婚約に反対しているように尖った雰囲気で突っかかっている。


「ラルフ、早めに婚約したいってわたしが言ったの。ルッツはわたしの希望を叶えてくれてるだけなんだから」


「トゥーリ、それって……」


「ほらほら、トゥーリ。話は終わりにしてこっちへおいで。お酒の準備ができたよ」


ラルフが何か言いかけたけれど、わたしはカルラおばさんに呼ばれて振り返った。テーブルで父さんとディードおじさんが向かい合うように座っている。


「ここから先はちょっと真面目にね。トゥーリはギュンターの隣へ行きな。ルッツはこっちだ」


カルラおばさんが嬉しそうにそう言って木製の杯をテーブルの真ん中にトンと置いた。それからお酒の入った瓶びんをディードおじさんに渡す。ディードおじさんは瓶を持って、父さんを見た。


「ルッツとトゥーリの新しい繋がりの始まりに」


そう言いながら瓶を傾けて、ディードおじさんが少しだけ杯にお酒を注ぐ。その瓶を父さんに向かって差し出すと、今度は父さんが杯にお酒を注いでいく番だ。父さんは不満そうに眉間に皺を刻んでルッツを睨みながらお酒を注いでいく。
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父さんの次はルッツだ。ルッツが瓶を手に取り、杯に注いでいく。トクトクと音を立てて注がれるお酒は両家の約束の印と言われている。これは男だけが行う誓いのようなもので、結婚の当事者なのにわたしは見ているだけだ。


いっぱいに注がれた杯を父さんが手に取った。グッと大きく一口飲んで、杯をルッツに向ける。


「ルッツ、トゥーリを泣かせたら許さんからな」


「こんな時まで何を言ってるのよ、父さん」


「真面目にしなって言ったじゃないか、ギュンター」


一気に厳おごそかな雰囲気が霧散むさんした。皆に叱られても父さんは「こんな時だからだ」と全く態度を改めようとしない。


フンと鼻を鳴らすと、父さんは杯をドンと置いてルッツの方へ押し出す。ルッツは予想通りと言わんばかりに苦笑しながら手を伸ばした。わたしの結婚相手がこういう態度に慣れているルッツでよかったと心底思う。他の人の家族だったら絶対に気分を害しただろう。


「精一杯努力するよ」


ルッツは渡された杯を飲み干す。これでわたしとルッツの婚約は成立した。


周囲にいた皆が拍手し、「婚約おめでとう！」と口々に言いながらテーブルに料理を並べ始める。それぞれが持つ杯やカップに飲み物が注がれていき、お皿が手渡されていく。この後は宴会だ。


「ルッツが商人と結婚したり、変な場所へ行ったりする前にトゥーリとの婚約がまとまってよかったよ」


「婚約が済めば一安心よね。結婚の時期は二人で仕事の様子を見ながら決めなさい」


カルラおばさんと母さんは笑顔で喜びの声を上げながら乾杯している。けれど、父さんは杯を持って「俺は納得いかんぞ！　こんなに早く……」と不満顔のままだ。


「婚約直後に何を言ってるんだい？」


「反対なら酒を交わすなよ、ギュンターおじさん。冬には話し合いが終わってたんだろ？」


「今更すぎるって……。こんな舅しゅうと、面倒臭すぎるだろ。大丈夫かよ、ルッツ」


カルラおばさん、ザシャお兄ちゃん、ジークお兄ちゃんは呆れ顔だ。その奥さんや婚約者は微笑ましそうに笑っている。父さんに共感したのはラルフだけだ。


「ギュンターおじさん、その気持ちはわかる。ルッツが相手じゃ納得できないよな」


「相手じゃなくて、時期だ。トゥーリに婚約や結婚なんて早すぎるだろう！　仕方がないとわかっていても納得いかん！」


ダン！　とテーブルに杯を置く父さんを鬱陶しそうに見たのはディードおじさんだ。


「ギュンター、早すぎるって……。お前が口説いていた時のエーファは何歳だった？　婚約したのは？　婚約した以上、少しでも早く結婚したいとお前はうだうだ言って、結局……」


「止めろ、ディード！　わかった、わかったから……くそっ」


昔から父さんを知っているディードおじさんのおかげで、この日だけは父さんがしつこく文句を言うことなく終わった。






ルッツと婚約したので、これから言い寄ってくる人はいなくなるはずだ。まずは工房の休憩時間に正式に婚約したことを周知しよう。わたしはそう考えながら工房へ行った。


「おはよう、リオニー」


「あれ、トゥーリ。婚約したの？」


何も言っていなかったのに、リオニーは驚いたようにわたしを見ながらそう言った。驚いたのはこちらだ。


「え？　婚約はしたけど、なんでわかったの？」


「だって、その腕輪、婚約者にもらった物でしょ？」


わたしはリオニーが指差した腕を見た。ローゼマイン様にもらったお守りがある。ルッツに指摘されて昨日の夜につけたばかりだが、ルッツにもらった物ではない。


「最近は婚約したら装飾品をもらう子が多いんだよね。お貴族様と婚約した商業ギルドの見習いの真似っこ。知ってるでしょ？　オトマール商会の子」


どうやらフリーダちゃんが婚約者のお貴族様から贈られた婚約魔石のネックレスをつけているところから始まった商人間の流行らしい。


「お貴族様は魔力の色に合わせて石を作るみたいだけど、平民には魔力がないから相手の目や髪の色の宝石を使って装飾品を作ることにしたんだって。今はネックレスだけじゃなくて、腕輪や指輪、ブローチとか、相手の仕事の邪魔にならない装飾品って感じになっているみたい」


商人間にそんな流行があったことをわたしは初めて知った。フリーダちゃんが婚約してからの流行ということは結構新しい流行なのかもしれない。


「それがあれば、変な男に言い寄られることもないよ。よかったね、トゥーリ」


リオニーの笑顔に、わたしは頑張って笑顔を作りながら自分の手首にあるお守りを見つめた。これがあれば、商人達からは婚約済みと思われるらしい。


……ルッツ!!　わたし達、こんなに急いで婚約する必要なかったかも!!


心の中で叫んだ瞬間、頭の中の父さんが「だったら、婚約は一旦解消だ」と嬉しそうな声を上げる。ダメだ。余計なことを言わない方が良い。父さんが変に暴走しそうなので、わたしは黙っていることを決意した。
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「レティーツィア様も祈念式に同行するように、ということです」


神殿に入るのは貴族の血を引いていても貴族ではない者で、神事を行うのは神殿の仕事ですから、祈念式を領主候補生であるわたくしが行うのは本来ならばあり得ないことです。エーレンフェストで神官長をしていたフェルディナンド様は神事に慣れていらっしゃるのかもしれませんが、アーレンスバッハでは領主候補生が行うことではありません。


「姫様が神事を行うですって!?　フェルディナンド様は何を考えていらっしゃるのです!?　そのようなことを言い出すなんて信じられませんわ！」


筆頭側仕えのロスヴィータが怒りを露あらわにすると、フェルディナンド様からの伝言を持ってきたゼルギウスが一度唇を引き結んで俯きました。彼はフェルディナンド様の側仕えで、ロスヴィータの息子です。そのせいか、わたくしとフェルディナンド様の間で連絡事項がある時はゼルギウスに任されています。


「城にいるより安全だろう、とフェルディナンド様はおっしゃいました。ディートリンデ様はレティーツィア様に礎の魔術に魔力供給をさせるおつもりだそうです」


魔力供給は貴族院で魔力の扱いを習った領主候補生が行うことで、貴族院へ入学していない年齢のわたくしが行うことではありません。一体どういうことなのか全くわからないわたくし達にゼルギウスが教えてくれました。


エーレンフェストでは洗礼式を終えた領主候補生が神事や魔力供給に参加して、領地を潤うるおしているようです。貴族院でその話を知ったディートリンデ様がわたくしにも魔力供給をするように、とおっしゃったそうです。


「フェルディナンド様によると、エーレンフェストでは保護者が補助をしながら魔力の籠もった魔石を使って魔力を流す練習から始めるそうです。けれど、ディートリンデ様やゲオルギーネ様にそのような補助が望めるのか、やり方を知っているのか不明だということでした」


貴族院から戻って、中継ぎアウブのことなどの色々な事情を聞かされたらしいディートリンデ様の視線は以前よりも厳しいものになりました。とても丁寧な指導が望めるとは思えません。


「何より、供給の間には登録された領主一族しか入れません。ゲオルギーネ様、ディートリンデ様、レティーツィア様の三人しか入れないところで慣れない魔力供給を強しいられ、倒れた時にレティーツィア様を助け出せる者がいないことをフェルディナンド様は懸念されています」


側近を同行させることもできず、誰も入ることができない場所でディートリンデ様と向き合わなければならないことを考えると、背中が粟立あわだつような恐怖を覚えました。


「フェルディナンド様はまだ星結びの儀式もしておらず、正式なアーレンスバッハの者ではありません。それなのにディートリンデ様は神事を押し付けたのです。フェルディナンド様が不在の期間にレティーツィア様に対してどのようなことを強要するのか予想できないそうです」


「……ディートリンデ様がフェルディナンド様に神事を押し付けたのですか？」


アウブが亡くなり、魔力が足りていないアーレンスバッハの現状を憂えたフェルディナンド様がぜひ協力したいと申し出た、とわたくし達にはディートリンデ様から説明がありました。けれど、実際はそうではなかったようです。


「最初に命じられた時は、他領から来た婚約者に神事を押し付けるのがアーレンスバッハのやり方か、とフェルディナンド様は非常に驚いていらっしゃいました。領主一族が出入りするエーレンフェストの神殿と領主一族が忌避するアーレンスバッハの神殿を同じだと考えられていることが心外だそうです。非常に残念なことですが、ディートリンデ様のせいでアーレンスバッハはずいぶんと常識のない領地だと思われています」


ゼルギウスは悔しそうに言いました。次期アウブの婚約者だから、とディートリンデ様に任せる執務の大半がフェルディナンド様に流れていますが、普通は婚約者に任せるような仕事ではないそうです。


「レティーツィア様の今後を考えれば、どれだけ不快に感じても祈念式に同行させ、少しずつ魔力の扱いに慣れる期間を設けた方が良いのではないかというお考えからの提案です。最終的な判断はレティーツィア様と母上に任せるとおっしゃいました」


フェルディナンド様はすでに祈念式に向かう準備を始めていらっしゃるそうです。ロスヴィータが難しい顔になりました。わたくしを神事に向かわせたくないけれど、詳しい話を聞けば断りたくもないのでしょう。


わたくしは自分の心の支えとなっている白いシュミルのぬいぐるみを見遣みやりました。ローゼマイン様が提案し、フェルディナンド様が頼んでくださったことで、あのぬいぐるみにはドレヴァンヒェルのお父様とお母様のお声が入っています。


ローゼマイン様のお声も入っていて、「たまには褒めてくださいませ」とシュミルのぬいぐるみを向けると、フェルディナンド様が「よくやっていると思う」と褒めてくれるようになった画期的なぬいぐるみです。あれを見れば、ローゼマイン様とフェルディナンド様がわたくしのことを思いやってくださっていることがよくわかります。


「ロスヴィータ、祈念式に行きましょう。少なくともフェルディナンド様はわたくしを守るためにご提案くださったのですから」






わたくしは側近達を連れて、祈念式に向かうと決めました。神殿の者ではなく領主一族が慈悲を恵んでいるのだとわかるように、神殿の青い服を着てはならないとディートリンデ様から指示が出たそうです。わたくし達は領主一族としての正装で儀式を行うことになりました。


神殿の者と一目でわかる衣装を着ずに済んだ、とロスヴィータは胸を撫で下ろしました。けれど、フェルディナンド様は「神殿に入れたわけではなく、領主一族として遇しているという言い訳のためであろう」とおっしゃったそうです。ゼルギウスが「農村へ行くのだから、汚れても良い服にしておくように」という伝言と一緒に教えてくれました。


「汚れても良い服で領民の前に出よとおっしゃるのですか？」


「ディートリンデ様から領主一族として向かうように命じられたのですから、さすがに汚れても良い服では見た目も良くないでしょう」


わたくしはロスヴィータと相談し、初日は領主一族に相応しい正装で農村に向かいました。


……大失敗です。農村へ行って初めてフェルディナンド様のお言葉の意味がわかりました。


農村には白い石畳いしだたみがなく、土の上を歩かなければならないのです。芝生しばふでもない土の上を歩いたのは初めてです。ものすごく軟らかい部分では靴の踵かかとが沈みますし、硬い部分には石が埋まっていることもあり、とても歩きにくくて靴が汚れます。天気が悪いと衣装も濡れたり、裾に泥が跳ねたりするのです。ロスヴィータは正装が泥で汚れたことを嘆きながら洗浄していました。


……明日からは汚れても良い服にしましょう。


農村ではフェルディナンド様が神殿から預かった大きな聖杯を魔力で満たして、中の魔力を農民達に配ります。初めての神事と神具はとても美しいものでした。同行していた貴族達は領地で行われる神事を誰も見たことがなかったため、感嘆の溜息を吐いていました。


一日に四つの農村を回り、最後の冬の館で宿泊をします。料理人と側仕えを馬車で向かわせ、ほとんどの者が騎獣で動くという忙しない行程ですが、アーレンスバッハを全て回ろうと思うと、そうしなければ間に合わないそうです。


「それにしても、平民の装いはずいぶんと貴族と違うのですね。みすぼらしくて汚い恰好をしている者が多くて驚きました。湯浴ゆあみはしないのでしょうか？」


夕食の席で、わたくしはフェルディナンド様にたくさんの質問をしました。初めて城を出たわたくしには何もかもが珍しかったのです。


「これでも領主一族が訪れる儀式のために比較的綺麗な恰好をしているはずです。ですが、エーレンフェストの農民よりもみすぼらしいのは間違いありません。アーレンスバッハの農民は本当に困窮こんきゅうしているようです」


色々な質問に答えてくださったフェルディナンド様は、夕食の最後に「明日からはアーレンスバッハの直轄地を満たすために、護衛騎士以外の者に協力してもらいます」と皆を見回しながら言いました。


「え？」


「我々も神事をするということですか？」


驚きの声が上がる食堂をフェルディナンド様は少し眉を上げた驚きの顔で見回しました。


「まさか、エーレンフェストの貴族である私が一人でアーレンスバッハの全てを満たさなければならないとディートリンデ様だけではなく、皆様もおっしゃるのでしょうか？」


他領の貴族であるフェルディナンド様に神事を押し付けるディートリンデ様の横暴さや非常識さを非難していた側近達に、今更「儀式に参加したくない」などと言うことはできません。次の日から側仕えと文官は半強制的に祈念式に参加させられることになりました。


台の上に置いた大きな聖杯の縁ふちにフェルディナンド様を含めて七人が手を添えます。祈りの言葉を唱えるのはフェルディナンド様ですが、こうすれば全員から魔力を流すことができるそうです。


「ロスヴィータ、大丈夫ですか？」


「魔力を使いすぎただけです、姫様」


他の文官や側仕え達と交代しながらではありますが、一日に二回儀式を行ったロスヴィータはひどく疲れた顔になっていました。それなのに、フェルディナンド様は四回行っても普通の顔をしています。「魔力の奉納は慣れなければ非常に疲れますから」と涼しい顔でおっしゃいましたが、わたくしの養父になる方は予想以上にすごい方のようです。


明日はわたくしも魔力の籠もった魔石を使って参加することになっていますが、大丈夫でしょうか。「エーレンフェストの青色神官達にもできるのだから大丈夫であろう」とフェルディナンド様はおっしゃいましたが、不安でなりません。






初めての神事です。わたくしはフェルディナンド様の魔力が籠もった魔石を、聖杯の縁にある小魔石に当てました。「魔石の中の魔力を押し込むように力を入れていきなさい」という助言と共にわたくしの手の上にフェルディナンド様の手が重なります。ひやりとした大きな手は、わたくしが逃げることを防ぐために囲い込んでいるように見えました。


「癒いやしと変化をもたらす水の女神フリュートレーネよ　側に仕える眷属けんぞくたる十二の女神よ　命の神エーヴィリーベより解放されし御身おんみが妹　土の女神ゲドゥルリーヒに新たな命を育はぐくむ力を与え給たまえ」


フェルディナンド様の声と共に魔石から魔力が逆流して来るような感じがしました。自分のものではない魔力を感じて、わたくしは反対側に流れていくように力いっぱい魔石を押さえて魔力を押し込んでいきます。


「もうよい」


魔石を取り上げられて、ハッと顔を上げた時にはもう儀式は終わっていたようです。頭がくらりとして、目の前がチカチカと点滅しているような気持ちの悪さに、わたくしは頭を押さえます。とてもすぐには動けません。


「レティーツィア様、失礼いたします」


護衛騎士がわたくしを抱き上げて騎獣へ移動させてくれました。初めての魔力供給で動けなくなることはそれほど珍しくないそうです。


その日は側近達のほとんどが魔力をかなり消費したため、次の日は儀式に向かうのを止めて、魔力回復のためにお薬を飲んで一日お休みすることになりました。正直なところ、フェルディナンド様と同じように連日の儀式を強要されると思っていたので安堵いたしました。


……これを毎日行うなんて無理ですもの。


ロスヴィータにもらった回復薬を飲んで休んでいると、ゼルギウスが様子を見に来てくれました。


「レティーツィア様、体調はいかがですか？　初めての魔力供給はお疲れでしょう？」


「えぇ。体に力が入りません」


「これを魔石なしで行うことをディートリンデ様は強要しようとしていたのです」


魔力供給がどれだけ体に負担のかかる行為こういなのかわかると、自分に強要されようとしていた行為がどれほど危険なことなのか嫌でも実感します。フェルディナンド様がディートリンデ様を止めてくださらなかったら……。祈念式に同行していなければ……。想像するだけでぞっとしました。


「なかなか魔力が回復しないようでしたら、こちらをどうぞ。フェルディナンド様が作られた特別な回復薬です。味はひどいですが効果はありますよ」


ゼルギウスが教えてくれたのですが、祈念式に出発する前に届いたエーレンフェストからの荷物の中に回復薬がたくさん入っていたそうです。


「ローゼマイン様からのお手紙も入っていて、初めて飲む方は嫌がらせかと思うほどひどい味だということを念頭に置いて配ってくださいね、と書かれていました。私も昨夜いただきましたが、本当にひどい味でした。でも、ローゼマイン様のお手紙によるとこれは改良版で、もっとひどい味の回復薬もあるそうです」


そんな回復薬を毎日のように飲みながら、ローゼマイン様はエーレンフェストの祈念式を行っていたこともあるようです。


……ローゼマイン様のお体が弱いのは神事のせいではないでしょうか？


わたくしはゼルギウスの持ってきた回復薬を興味本位で口にしました。本当にひどい味です。鼻の奥から青臭い臭いがして、舌がピリピリとするような苦みがあります。


「これよりひどい味の回復薬があるのですか……」


このような回復薬を飲みながら領主一族が神事を行うエーレンフェストとは一体どのような領地なのでしょう。わたくしには想像もつきません。


「今日、フェルディナンド様はどうされていらっしゃるのですか？」


「神事に慣れているのでしょう。エーレンフェストの三人は全く疲れていないようで、神事に参加していない護衛騎士を数人連れて、素材採集に向かいました。彼等はアーレンスバッハの貴族の同行なしに出かけることはできませんから、今回は騎士が同行しています」


「素材採集ですか？」


想像もしていなかった言葉が出て、わたくしは思わずゼルギウスを見つめました。素材採集は魔獣を狩ったり、魔木を刈ったりする騎士が得意とすることです。珍しい素材が欲しい文官が向かうこともあると聞いていますが、領主候補生が神事の合間に行うことではありません。


「せっかくの時間を有効活用したいそうです。私も誘われましたが、明日からも神事が続くことを考えると、とても出かける気になれませんでした。側仕えのユストクスが一番張り切っていましたよ。私はとてもエーレンフェストの側仕えにはなれそうにありません」


ゼルギウスが遠い目をしてそう言いました。騎士でも文官でもない側仕えが率先して素材採集に向かうなど信じられません。このような神事に毎年ついて行けば、側仕えでもかなり強靭きょうじんな体になるということでしょうか。


休息日を設ける度にエーレンフェストの三人は素材採集に出かけているようでした。夕食の席や朝食の席で同行した騎士達の会話が聞こえるのでわかります。


「まさかヴェーリヌールの花が採れるとは思いませんでした」


「フリュートレーネの夜にしか咲かない花ですから、あまりの偶然に驚きましたね」


偶然珍しい素材を得た、と三人に同行した護衛騎士が喜んでいます。


「ヴェーリヌールの花なんて聞いたことがございませんけれど、どのような花なのでしょう？」


わたくしの質問に答えてくれたのは、上機嫌のユストクスでした。ユストクスの説明に加えて、どのような魔術具や薬に使えるのかをフェルディナンド様が教えてくださいます。周囲の皆が感心して聞いているのを見れば、騎士達が採集したいと言い出した素材ではないように思えます。アーレンスバッハの素材について一番よく知っているのがエーレンフェストの三人であることに、わたくしは少し不思議な気分になりました。


「あの、フェルディナンド様。ヴェーリヌールの花を採るためのお出かけだったのですか？」


わたくしの質問にフェルディナンド様はフッと微笑んで、ゆっくりと首を横に振りました。


「たまたまです、レティーツィア様。アイツェの魔石を得ることが目的でした」


「えぇ。あのアイツェ達が向かった先がヴェーリヌールの群生地でなければ、採集することはできませんでしたから、神のお導きでしょうね」


「もう少し時間が遅ければ花が枯れたでしょうから、素晴らしい瞬間に巡り合ったものです」


ユストクスもエックハルトもそう言って微笑みます。でも、先程アイツェはヴェーリヌールの蜜みつを好むと言ったのはユストクスだったはずです。何だかエーレンフェストの三人に誘導されてヴェーリヌールの花を採集したように思えるのですけれど、気のせいでしょうか。


……まさか完璧に下調べをして休息地を設定しているということはありませんよね？


計算しつくされたフェルディナンド様の盤上で動かされているような気がして、わたくしはちょっと怖くなってしまいました。
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お久しぶりですね、香月美夜です。


この度は『本好きの下剋上　～司書になるためには手段を選んでいられません～　短編集Ⅱ』をお手に取っていただき、ありがとうございます。






ようやく刊行できました。『本好きの下剋上』の短編集Ⅱです。第五部Ⅳまでの範囲の未収録ＳＳや特典ＳＳが収録されています。電子書籍派の読者の方から要望はあったのですが、特典ＳＳが集まらなければ刊行できないため、お待ちいただいていました。一冊にできる分量が集まると、たくさん書いたなという気分になりますね。


書籍としてＳＳを収録すると、椎名優様の美麗なイラストが付きます。できることならば、全てのＳＳにイラストが欲しいと思いつつ、どれに付けていただくかとても悩みました。特典ＳＳは基本的に他者視点になるので、モノクロイラストにローゼマインが少ないですが、下町、神殿、貴族、側近、王族など、幅広いキャラにイラストが付いています。短編集の醍醐味ですね。


旧ヴェローニカ派の貴族バルトルトは、今回初めて椎名様に描いていただきました。けれど、キャラのデザインは第四部のコミカライズを担当している勝木光様がしてくださっています。


内容が第二部から第五部Ⅳなので、表紙はそれに合わせて青色巫女見習いのマインと貴族院三年生くらいのローゼマインをイメージして描いていただきました。それぞれ植物紙の本を手にしています。カラーイラストはキャラデザのある語り手達がずらり。「今回も多いですね」と言いつつ、しっかり収めてくださいました。さすが椎名様。いつも通り可愛い四コマ漫画も必見です。ありがとうございました。






四月からは『本好きの下剋上』のＴＶアニメ第三期が始まります。動くマイン達はもちろん、椎名様を始め、たくさんの方々によるエンドカードもご覧いただけます。ぜひ番組の最後まで待機していてくださいね。


最後に、この本をお手に取ってくださった皆様に最上級の感謝を捧げます。


三月十五日には『コミックス第三部５巻』が、四月一日には『ジュニア文庫　第二部４巻』、九日には『第五部Ⅷ＆ドラマＣＤ７』、十五日には『コミックス第二部７巻』が発売されます。そちらでまたお会いしましょう。






二〇二一年十一月　香月美夜
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